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			異世界召喚は二度目です③

			岸本和葉

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			50　動きだし

			51　激しさを増す戦火

			52　魔物使いメルアー

			53　操縦魔法

			54　夕陽犬

			55　俺と遊べよ

			56　独占欲

			57　〈聖剣の鎧〉

			58　質疑応答

			59　地神ガイア

			60　それぞれの開戦

			61　限界突破

			62　幻想の兄妹

			63　命

			64　魂に刻まれたこと

			65　呆気なし

			66　夕炎の衣

			67　天神の一撃

			68　王圧

			69　最凶最悪

			70　再会の勇者

			71　聖刻の大砲

			72　セツには出来ないこと

			73　希望と絶望

		

	
		
			50　動きだし

			　

			　人類と連合軍の戦争は、突然激化した。

			　連合軍が攻め、人間軍が守るという状況は一瞬にして崩壊し、まるでそれまで力を溜め込んでいたかのように、人間たちは一気に魔族大陸へと進軍していく。

			　結果、兵を送り込むためのワープ装置、〈ゲート〉が設置され、魔族軍はあっという間に防衛側へと回った。

			　獣(じゆう)人(じん)が参戦出来ない状況で、連合軍としての機能はほぼ停止し、魔族は少しずつ王都であるイビルバロウへと押し込まれ始めている。

			　戦力の欠損……人間側についた元勇者の冬(とう)真(ま)率いる黒ローブの連中に、対抗出来る戦力がいないせいだ。

			　しかし、今このとき、人間の戦力に対抗出来うる戦力が、魔族大陸に到着しつつあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリゼ・イフリールは、魔導兵の集団と戦場を徘徊していた。

			　魔族を見つければ問答無用で殺(さつ)戮(りく)し、その体を返り血で赤く染め歩く。

			　しかし、そんな彼女も、現在魔族の兵士たちに囲まれ、年貢の納め時を迎えようとしていた。

			「よし！　もらった！」

			　かかっていく兵士たちが彼女のレイピアのサビになっていく中で、それをくぐり抜けた一人の兵士が、アリゼの腕を肘から斬り飛ばす。

			　腕を失うと、人はバランスを崩される。

			　肩ごと持っていかれるよりはまだましではあったが、確かにアリゼはその体をぐらつかせた。

			「行け！　今攻めろ！」

			「これで裏切り者の魔族は最後だ！　くたばりやがれ！」

			　兵士たちは、鬼の形相でアリゼへと斬りかかって行く。

			　彼女の他にも、裏切り者とされる魔族が数十人この戦場にいた。

			　それらは早い段階で切り捨てられ、残るはアリゼ・イフリールただ一人。

			　だが、その最後が強い、強すぎる。

			　短い間ではあったが、彼女はあのセツの弟子だったのだから――――。

			「か、カラクリがそっちへ行くぞ！」

			　兵士の剣がアリゼを捉(とら)えかけた瞬間、彼らはその剣ごと太い腕で薙ぎ払われた。

			　一体の傷ついた魔導兵が、彼女をかばうべく立ちふさがっている。

			「ラ……メ…………ル」

			「おい！　カラクリどもを押さえる連中は何をしている！」

			「ダメだ！　全滅してる！　やつらが来るぞ！」

			　アリゼを倒すために、周りの魔導兵を押さえ込んでいた部隊が壊滅した。

			　そこから怒涛の勢いで五十体にも及ぶ兵器たちが雪崩込んでくる。

			　兵士三人でも歯が立たない圧倒的な戦力のせいで、一気に形成が逆転した。

			「ラーメ……ル」

			「ギ……ギギ……」

			　アリゼにラーメルと呼ばれた魔導兵は、傷ついた彼女を担ぎ上げ、他の魔導兵に紛れるようにその後ろへと逃げ込む。

			　追おうとした魔族の兵士たちは、最前列の魔導兵の腕で宙を舞った。

			「くそっ！　この数じゃ……」

			　脅(きよう)威(い)となる裏切り者を倒せないばかりか、一瞬にして危機に陥った兵士たちに、絶望の色が浮かぶ。

			　この場の魔族の兵は五十人、対して魔導兵の数も五十近く。

			　一体で三人分の戦力がある魔導兵と同数ということは、実質五十と百五十の違いである。

			　この状況でそれは、すなわち詰みを表す。

			「せめて……刺し違えてやる……」

			　だが魔族の兵たちは切り替えた。

			　その命を魔王へと捧げた彼らの意志は、決して弱くない。

			　闘志を燃やす兵たちは、剣を持ち、雄叫びを上げながら魔導兵たちへと突撃していく。

			　そんな兵士たちの間を、一陣の風が、目にも留まらぬ速さでかけていった。

			「――――〈氷結(フリーズ)〉」

			　魔族の兵士は目を疑った。

			　あれほどの脅(きよう)威(い)だった魔導兵が、ぴくりとも動かない。

			　いや……動けない。

			　その身を氷塊に包まれ、多くの兵士をなぎ払った豪腕ですら、どうすることも出来ずに止まっていた。

			　死ぬ覚悟までしていた魔族の兵士たちは、目の前の光景に思わず剣を落とす。

			「……氷漬けでは少々不安ですね。グレイン、後はお願いします」

			　兵士と氷漬けの魔導兵との間に立っている女は、後ろにいた金髪の男へと声をかける。

			「エルカも人使いが荒い……」

			〈飛剣〉――――。

			　金髪の男は居合の構えから、斬撃を飛ばす技、〈飛剣〉を放つ。

			　軽く振られたはずの斬撃は、五十体近くいた氷の像を一瞬にして両断し、砕いた。

			「二人とも壊すのが速い。一体しか確保出来なかった」

			「あら、ごめんなさい、ティア」

			「あとで何体か研究用に捕らえたいから、協力してね」

			「あ……あなた方は……」

			　魔導兵を瞬殺した男と女。

			　そしてその魔導兵を魔法の鎖で縛り付け、その肩に乗っている少女。

			　兵士たちは、彼らに見覚えがあった。

			「――勇者セツの親衛隊、エルカ・ヴェルソー、グレイン・アルモニー、ティア・アムレート、ただいま魔王デザストルに加勢すべく、参上しました」

			　青い髪を揺らす女、エルカは、とても心強い笑みを兵士たちへと向けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「次(じ)郎(ろう)！　どうしたんだ！」

			「どいて！　私が治療する！」

			「澤田……！」

			　勇者たちが休息を取っていた砦に運び込まれてきたのは、全身に火傷を負った次郎の体だった。

			　光(こう)真(ま)と美(み)月(つき)が一目散に駆け寄ったが、それを退かすように、回復魔法の得意な女子が彼の前で膝をつく。

			「聖なる光よ、仇(あだ)なす穢れを癒せ！　〈上級回復(ハイヒール)〉！」

			　彼女、澤田と呼ばれた女子の手から暖かな光が溢れ出し、次郎の体を包み込んでいく。

			　声一つ発することの出来なかった次郎は、〈上級回復〉によってようやくか細い声を出し始めた。

			「う……あ……」

			「大丈夫か、次郎!?　澤田！」

			「分かってる！」

			　再びの〈上級回復〉。

			　その後何度かヒールを重ねがけすることで、次郎の火傷は消え去り、意識を回復させるまでに至った。

			「うっ……ここは……？」

			「ここは砦だよ！　次郎！」

			「砦……？」

			「一体何があったんだ……次郎」

			　次郎は体を起こして辺りを見渡し、自分の状況を確認する。

			　半覚(かく)醒(せい)状態の意識が徐々に回復し始め、はっきりとしてきた頃に自分の身に何があったのかを思い出した。

			　いや――――思い出してしまった。

			「俺は……ユウの後を追って……敵の魔族があいつと一緒にいたから……加勢しようと――――」

			「ユウが……？　ユウがどうしたって言うんだ？」

			「そ、そうだ……ユウが……ユウが！　ユウが裏切った！」

			　次郎の声が砦に響く。

			　いつもとは違う彼の取り乱した様子に、周りは困(こん)惑(わく)した。

			「何を言っているんだ、次郎……まだ意識がハッキリしてないんじゃないか？」

			「俺はあいつに焼かれた！　ユウは魔族の野郎と一緒に行っちまった！」

			「お前、いい加減に――――」

			　光真は思わず次郎の胸ぐらをつかんだ。

			　焦げてボロボロの衣服を引っ張り、その眼を睨(にら)みつける。

			　そして思わず言葉を詰まらせた。

			「あいつは裏切った！　俺たちを！」

			　彼の目は嘘をついていなかった。

			　何かに操られている形跡はない、取り乱してはいるが、頭がおかしくなっているわけでもない。

			　光真はそれを知らないが、何となく、信じていた人に裏切られた眼をしているように思えた。

			　彼が何も言えなくなったことで、この場にいたクラスメイトたちはざわつく。

			　クラスで誰とでも分け隔てなく話し、明るい笑顔と優しい性格が人気だった夕陽という少女が、まさか自分たちを裏切るなどと、到底信じられることではない。

			　しかし……彼らの目からも、次郎が嘘を言っているようにも見えなかった。

			「ほんとに……ユウは俺たちを裏切ったのか？」

			「ああ！　だから俺はやられたんだ！」

			「その近くにいた魔族に操られていた可能性は？」

			「それは！　……わ、分からねぇ」

			　光真は次郎を諭すように質問していく。

			　彼にも不安と疑念が湧き始めていたが、それもすべて確かなことじゃないからだ。

			　もし夕陽が操られていた、または脅迫されていたならば――――。

			「……確かめに行こう。ユウを見つけて話を聞くんだ。場合によっては倒して説教をしなきゃいけなくなるかもしれないが……もし操られたりしているなら――――絶対に助けだす」

			　立ち上がり剣を取る光真に、同じく武器を持って立ち上がる美月。

			　それにつられるように、クラスメイトたちも続々と立ち上がる。

			　皆、夕陽に戻ってきて欲しいのだ。

			「ユウはどっちへ行った？」

			「……俺も行く。案内出来るし、俺も確かめたい」

			「……分かった。でも病み上がりだ、無理はしないでくれ」

			　少しふらついているが、次郎も立ち上がり、新しい戦場用の雨合羽を羽織った。

			「あいつらの向かった方向からして、多分戦場を突っ切れば早く追いつける」

			「なら道は俺が聖剣で切り開く、みんな一つに固まって一点突破で行くぞ！」

			　砦を飛び出した彼らは、光真と次郎を先頭に走り始める。

			　砦を守っていた兵士たちの制止の声を無視して、彼らは戦場の方へと消えていった。

			　その先に、最悪の未来があることを知らずに――――。

		

	
		
			51　激しさを増す戦火

			　

			「む？」

			　戦場をかわすように進んでいたブラッドは、歩みを止める。

			　その後ろについて歩いていた夕陽も、釣られるようにして止まった。

			「この魔力……ずいぶんと頼もしい連中が来てくれたようだな」

			「あ、エルカさんたちだ」

			　彼らの目線の先、遠すぎてまだ視界に入ってはいないが、その方向ではエルカたちが戦っていた。

			　夕陽が彼女らのことを知っているとまでは考えが回らなかったブラッドは、独り言気味につぶやいた内容に反応され、驚く。

			「お前はエルカ・ヴェルソーたちとも知り合いなのか？」

			「うん、私を鍛えてくれたのはエルカさんたちだからね」

			　それを聞き、ブラッドは夕陽の立ち振る舞いに納得した。

			　エルカ、グレイン、ティアの三人は、かつてセツとともに魔族大陸を訪れた三人組である。

			　三人の人間とは思えないほどの戦闘力に、当時の五大魔将はもちろんのこと、魔王デザストルですら驚いた。

			（あの化物セツと一緒に過ごしていたと考えれば納得の強さだったが……そんな連中に育てられたとあれば、この女の態度と強さも理解出来るな）

			「？　どうしたの？」

			「いや、何でも――――っ！」

			「何？　さっきから黙り込んだり怖い顔になったり……」

			　訝(いぶか)しげな顔で見られつつも、ブラッドは強張ってしまった顔を元に戻すことが出来なくなっていた。

			「お、お前！　この気味の悪い魔力が分からないのか!?」

			「……？」

			「エルカたちのいる方向だ！」

			　クールな印象を受けた彼が取り乱しているのを見て、ただ事ではないことを察した夕陽は、言われた方向に意識を集中させた。

			「……ダメ、私じゃ魔力察知能力が足りなすぎて分かんないや」

			「気味の悪い魔力を持った何者かがやつらの方へ向かっている！」

			　もともと、戦闘能力を特化して鍛えられた夕陽は、探知の技術を最低限しか教わっていなかった。

			　最低限というのは、ダンジョンや混戦において不意を突かれない程度であり、数キロ離れた位置にいる存在を把(は)握(あく)出来るような高等技術のことではない。

			　逆になぜブラッドには分かるのかと言うと、彼の頭に生えている角が、高性能の魔力センサーの役割を果たしているからだ。

			　彼が五大魔将の立場にいるのも、その戦闘技術ゆえと言うよりは、魔力、体術、探索能力、そして多彩なサポート技術ゆえである。

			「気味の悪い魔力？」

			「まるでいくつもの種族の魔力が混ざり合っているような印象を受ける……例を言えば、あらゆる動物をかけ合わせて作る合成獣キマイラが近い」

			「キマイラ……」

			　日本で生活していた間、あまり漫画やアニメと言った娯楽に関わらなかった夕陽にとっては、無縁に近い名前であった。

			　セツの部屋にあったファンタジー小説を借りたときに、一度だけそんな名前を見たことがあったと思うが、詳しくは覚えていない。

			「得体が知れない……野放しには出来ないな」

			「エルカさんたちなら大丈夫じゃない？」

			「やつらの心配はしていないが……正体を見極めなければ、デザストル様に危険が及ぶかもしれん」

			「え!?　行っちゃうの!?」

			　突然その方向に歩き出したブラッドを、夕陽は慌てて止める。

			　セツと敵にならないために魔族軍に取り入ろうと思っていたはずが、彼に置いていかれれば両軍を敵に回した状態になってしまう。

			　そうならないために、ブラッドには魔族の本拠地まで案内してもらう必要があった。

			「置いていくとは言っていないだろう。しかしまだ信用が確立していないお前を連れて戦うというのは、何かと気が引ける」

			「……まだ信用してもらってなかったんだね」

			「人間というのはなかなか狡賢いからな、これまでのお前の行動が、すべて魔族を内側から崩すための作戦の内かもしれん」

			「……」

			「はっきり言って共闘はしたくない。ある程度の信用が欲しいなら……そうだな、少しやってもらいたいことがある」

			「ん？」

			　ブラッドは振り返り、今まで歩いてきた方角を指した。

			　相変わらず夕陽の探知能力は高くないため、その方角を示されただけでは何も分からない。

			「どうやらお前の元・お仲間のようだぞ？　ずいぶんと厄(やつ)介(かい)そうな連中を連れてきてくれたな」

			「……あちゃー……次郎くん、もう見つかっちゃったんだ」

			　砦からかなり離れたところに転がしておいたため、もう少し発見が遅れるという彼女の予想は、ことごとく覆(くつがえ)された。

			「まだかなり遠いが、余計な詮索を受けぬようにと慎重に進んだ俺たちと違い、連中は真っ直ぐ戦場を突っ切っているようだ。これではすぐにでも追いつかれるぞ？」

			「……なるほど、私に足止めしろって言ってるんだね？」

			「いや、足止めではない。戦闘不能にしろ」

			「……」

			「殺せとは言わん。何しろ、さっきの男も殺さなかったようだしな、お前とて情はあるのだろ？」

			　殺さなくともいい――――とは言われたが、彼のニュアンスでは、半殺し程度に痛めつけろと言われているように思えた。

			　かつての仲間を殺すのにはさすがに抵抗があったため、仮に夕陽が殺せと言われていたら、おそらく断っていただろう。

			　それで信用してもらえなくなったとしても、そのときは別の方法を考えるまでだ。

			　彼女の心は、まだ修羅ではない。

			　情という鎖が、夕陽を縛っている。

			　それに縋(すが)りつつ、同時に、それを疎ましく思う。

			（ためらいを覚える自分が恥ずかしい……こんなんじゃユキくんには追いつけない）

			　夕陽は自分に憤りを覚えた。

			　エルカから提示された目標に、一歩たりとも届いていない自分に。

			　ためらいを覚える自分に。

			「――――分かった。やるよ」

			「……そうか。道中でここに兵士を呼んでおく。お前の戦いっぷりはそいつらから聞くとしよう」

			「……」

			「任せたぞ」

			　ブラッドは夕陽に背を向けて走り出す。

			　すでに彼女の目線は、追ってくる過去の仲間、心の鎖たちへと向いていた。

			「さてと――軽く焼きつくしちゃおっと」

			　軽くつぶやいた夕陽であったが、その目は真剣そのもので、そしてどことなく、セツの面影を宿していた。

			　戦火は激しさを増し、いずれこの場ですら激しい戦の炎が包み込むだろう。

			　戦争は、いよいよ大詰めへと差し掛かっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ……はぁ……くそっ！」

			「あれ？　この程度？」

			「何とも呆気ない。これでは期待外れもいいところだ」

			　その男、カゲロウは、膝をついて息を上げていた。

			　体には大きな傷もないが、無数の小さな傷があり、それに対して五大魔将の二人は息一つ荒らげていない。

			「まさか……分身体でもないこの本体の俺が押されている……!?　前の貴様らにはこんな力はなかったはずだ！」

			「そりゃ……我らとて、あの時は本気じゃなかったからな」

			　そう言い、イデスとリリーはそれぞれ拳と、持っていた杖を見せる。

			　イデスの拳にはめられたグローブには、複雑な魔法陣が浮かび上がっており、リリーの杖には単純ゆえに強力な魔力増強の魔石が組み込まれていた。

			「なるほど……それが貴様らの武器か」

			「あのときは結婚式ってのもあったし、警戒されないために持ってなかったからね」

			「久々に全力が出せて、我の〈メ・リケンサック〉も喜んでいる」

			　彼ら、五大魔将には、それぞれ持ち味を活かすことに特化した武器を、魔王デザストル直々に製作し、与えられている。

			　ブラッドには赤いナイフ、〈凝血刀〉。

			　リリーには白い杖、〈白(びゃく)合(ごう)の杖〉。

			　イデスには突起と魔法陣の組み込まれたグローブ、〈メ・リケンサック〉。

			　一つ一つが国宝級の一品で、素材すらもデザストル自ら出向き、集めたものだ。

			　これを手にして戦う彼らは、素手のときに比べて文字通り、一回りランクが違う。

			「さて、我らも暇ではない、そろそろ決めさせてもらうぞ」

			「っ！」

			　イデスがカゲロウに向け拳を放つ。

			　空気が破裂すると言った表現が合うように、見えない衝撃が空間を駆けていく。

			　カゲロウは跳んだ。

			　と同時に、リリーは杖から魔法を放つ。

			「〈炎槍(フレイムランス)・連射(ガトリング)〉！」

			　無数の魔法陣が一瞬で現れ、それらからさらに多くの〈炎の槍(フレイムランス)〉が怒涛の勢いで放たれる。

			〈炎の槍(フレイムランス)〉は弱い魔法ではない。

			　それに本来〈連射(ガトリング)〉は、初歩の魔法である〈火の玉(ファイアボール)〉などにつける応用魔法である。

			　そんな二つを組み合わせた彼女の魔法は、王ですら目を見張るものだ。

			「くそっ！　〈影の壁(シャドーウォール)〉」

			　イデスの攻撃を避けたばかりでかわすことを諦めたカゲロウは、自分の影から真っ黒な壁を生やす。

			　相当頑丈な壁のようで、当たった〈炎の槍(フレイムランス)〉はすぐさま霧(む)散(さん)していく。

			　だが如何せん……量が多い。

			「それそれ！　まだまだあるよ！」

			　数の暴力とはこのことか。

			　槍の雨は途切れることなく壁を打つ。

			　対して壁の方は、徐々に表面を削られ、やがて穴を開ける。

			「チッ！」

			　ついに一本の炎の槍が、壁を貫き止まる。

			　眼前で止まった槍を見て壁の崩壊を悟ったカゲロウは、後方へと駆け出した。

			　何とか魔法をかわしきり、その射程の外へと出ようという考えだ。

			　しかし――――。

			「背を向けて逃げるなどと……男ならば正面から迎え撃て！」

			「ッ!?」

			　回り込んでいたイデスが、カゲロウに拳を叩きつける。

			　とっさに身を捻り直撃は免れたものの、少し触れただけで彼の体が軽々と吹き飛ばされた。

			「いらっしゃーい」

			「しまっ――――」

			　吹き飛ばされたカゲロウは、再び炎の槍の範囲内に入ってしまう。

			　殴られたダメージと、体勢を崩してしまっているため、彼はよけられない。

			〈炎の槍(フレイムランス)〉が直撃し、轟(ごう)音(おん)が響いた。

			　確かな手応えを、リリーは掴む。

			「がっ……はぁ……はぁ……なるほど……ここまでやるとはな」

			　カゲロウは両腕を地面につき、火傷だらけの体を見下ろした。

			　ダメージは大きく、激痛が体を蝕む。

			「さて……これ以上苦しむのも嫌だろう。そろそろ終わらせてやる」

			「はぁ……はぁ……そうだな、そろそろ……終わらせなければな」

			　ダメージは大きく、立ち上がることすら辛い――――だが、彼の目は勝利を確信していた。

			　その表情に、二人は思わず構える。

			　勝利を確信していた彼らは、その考えを改め、最大限の警戒をカゲロウに向けた。

			「何言ってるの？　諦めたの？」

			「ああ……諦めた。このまま貴様らを殺すということをな……正直ここまで苦戦するとは思っていなかったが……これを使わざるを得なくなるとは」

			　そう言って、カゲロウは腰の剣を抜いた。

			　そしてイデスとリリーは驚(きよう)愕(がく)する。

			　自分たちが優勢であったはずだった。

			　だと言うのに……その漆黒の刀身を見て、己の本能が恐怖している。

			「――――〈限界突破(リミットブレイク)〉」

			　この瞬間、彼らの中にあった勝利のビジョンが、完全に崩壊した。

		

	
		
			52　魔物使いメルアー

			　

			「うわぁ……ひどいなぁ。せっかく作ったお人形たちを粉々にしちゃうなんて」

			　魔導兵の大群を倒したエルカたちは、色の違う魔導兵の肩に乗って現れた黒ローブの人物へ剣を向けていた。

			　いくつもの別の種類の魔力が混ぜ合わされたような気配のそれは、辺りに散らばった兵器の残骸を見て、心にもないような声を上げている。

			「操った魔族たちもほとんどやられちゃったし、また補充しないとね」

			「あなたの事情は知りませんが……この兵器たちを作り出した本人だと見込んで聞きたいことがあります」

			「ん？　何？」

			「その魔族の女性はどうしたのですか？」

			　エルカはそれの近くにいる存在を指して言う。

			　片腕を失い、きれいだったであろう赤い髪を泥で汚した魔族の女性。

			　三人は彼女を知っていた。

			　しばしの間行動を共にし、色々世話を焼いたため、忘れるわけもない。

			「これ？　これはね、とある魔族の村に潜伏してたときに見つけたの。強かったから欲しくなっちゃって、お人形さんにしちゃった」

			　フードを脱ぎながら言うと、彼女のまだ幼くあどけない人間の少女の顔が露になる。

			　そんなあどけない少女に、三つの濃密な殺気が襲う。

			　後ろの魔族の兵士たちが思わず尻(しり)餅をつくほどに、その殺気は濃く、恐ろしかった。

			「あは！　あんまり怖い顔しないでよね！　ん？　もしかしてこの女の子の知り合いだった？　このアリゼ・イフリールちゃんと」

			「……仲間でしたよ」

			「そうなんだ！　ごめんねー！　でもさ、それならあなたたちも私の操り人形になれば……また仲間になれるよ？」

			「っ！」

			　黒ローブの少女が手を伸ばす。

			　すると虚ろな目をしたアリゼが動き出した。

			　片腕を失った状態でレイピアを構え、ぬかるんだ地面を駆ける。

			　泥に足を取られることなく駆け抜けると、飛び上がり体重を乗せた一撃をグレインへと突き込んだ。

			「そんな突きじゃ、僕には届かないよ」

			　彼はそれを、白銀の小手をつけた手で掴む。

			　空中で動きを止めたアリゼを、そのまま少女の方へと投げ返した。

			「わぁお……この子は私の人形の中でも結構強いのに……さすがは人間の身でありながら、王に近い力を持つ人たちだね」

			　手加減して投げられたアリゼは、空中で体勢を整え、少女の隣に着地する。

			　そして再び駆け出そうとしたところを、少女が手で制して止めた。

			「ストップだよアリゼちゃん。闇雲に向かってっても死んじゃうよ」

			　アリゼは言葉に従い、レイピアを構えた状態で静止する。

			　少女は満足げに頷くと、懐から一本のナイフを取り出した。

			「一人でダメなら二人で、それでもダメなら数でゴリ押せってね！」

			　そのナイフで、少女は一切躊躇(ためら)わず、自分の手首を切りつけた。

			「っ!?　自殺でもする気ですか」

			　エルカたちは驚くが、少女は吹き出す血が地面に落ちるのを、にやけた顔で見つめていた。

			　血はぬかるんだ地面と降りかかる雨により広がっていき、やがて広く赤黒い地面を作り上げる。

			「雨の日は血が広がってくれるから助かるね。あんまり持ってかれなくて済むよ」

			　少女が傷口に手を置くと、今まで吹き出した血がまるで幻想だったかのように、その傷が跡形もなく消え去る。

			　それを見てティアが気づく。

			「……今噴き出して地面に広がったのは血じゃない……魔力」

			「せいかーい！　このナイフはちょっと特殊でね、切った部分から魔力を噴き出させるんだ。まあ血管と同じで、部位によって出る量は変わるらしいけどね」

			　地面に広がった血――――もとい魔力は、徐々に黒く変色し、やがて真っ黒に染まる。

			　深く、吸い込まれそうなほどに色を濃くしたそれからは、禍(まが)々(まが)しいいくつもの魔力を感じた。

			　いくつもの――――巨大な魔物の気配を。

			「これ、やばい」

			「もう遅いよ！」

			　ティアがいち早くこれの脅(きよう)威(い)に気づいたが、すでに遅く。

			　少女は地面に呼びかける。

			「出ておいで！　みんな！」

			　地が揺れる。

			　後ろで魔族の兵士たちが慌てる声を聞きながら、エルカはとっさに少女に向けて〈飛剣〉を放つ。

			　ティアの言動から、これの脅(きよう)威(い)を悟ったのだ。

			　グレインほどの威力はないが、恐ろしく整った斬撃が少女に迫る。

			　しかし、それは真下から突然伸びてきた巨大な腕によって防がれた。

			　腕に当たったが、両断には程遠く、浅い切れ込みを入れて〈飛剣〉は霧(む)散(さん)する。

			「この腕……」

			　グレインは少し下がり、エルカと並ぶ。

			　巨大な腕は、徐々にその全貌を明かしていき、その醜態な姿を露にする。

			　黒い地面から現れたのは、全長15メートルはあると思われる赤いゴリラであった。

			　そして……他にも数体。

			「Ｓ級魔物のデスコングに、同ランクのデススネーク、デスリザード、加えてＳＳクラスの飛竜……しかも火竜種か。〈デス〉シリーズが三体も揃うとは驚きだね」

			　地面から這い出してきたのは、どれも巨大で危険な魔物ばかり。

			　特に飛竜は、前にアリゼの村でセツが倒した竜よりも強い。

			「私ってモンスターテイマーみたいなこともしててさ、一時〈魔物使いメルアー〉ってちょっと有名になったんだけど……知らない？　知らないか」

			「……〈魔物使いメルアー〉……闇市で凶悪な魔物を売り出したり、奴(ど)隷(れい)の人間を魔物に残虐に殺させるショーを開いてたＳＳ級の罪人」

			「あれぇ？　私のこと知っててくれたんだ！」

			「魔法の研究のために闇市には通ってたから、何度かあなたのことも見た。その黒い地面を見てようやく思い出せた程度だけど。確かそれは〈モンスターホール〉」

			「その通り！　私は捕らえてテイムした魔物を体の中に飼ってるの。と言っても、体の中に別空間を作って、そこに隔離してる感じだけどね」

			　そう言う人物は結構存在する。

			　例えば武器を体の中に隠すことで、敵を暗殺することが出来るし、スパイなどには捕らえられたときのためにも必須の技術とも言える。

			　正確には体内ではなく、魔力で作った異空間、つまりは〈空間魔法〉の一種なのだが、気配に敏感な者であれば、なぜか武器の気配を相手の体内から感じ取ることが出来、容易(たやす)く看破されてしまう。

			　どう足掻いてもその気配を体内から離すことが出来ずに、今では欠陥魔法の一種ともされている。

			　異空間とつなげる方法が、魔力か血液でわざわざ〈穴〉を作らねばならないのも欠陥と呼ばれる所以だ。

			　ちなみにだが、メルアーがセツに近づいたときに怪しまれなかったのは、自分の異空間にいたこれらの魔物たちを別の場所に置いてきたからである。

			「なるほど……混ざり合い気味の悪かった気配はそれが原因だったのですね」

			　それぞれ力のこもった雄叫びを上げている魔物たちを見て、エルカはつぶやく。

			　後ろに控えていた兵士たちは、明確な強さをランクとして表されている魔物たちに、すっかり怖気づいていた。

			　もともと彼らに戦ってもらうつもりはなかったが、逃げることすら出来ない兵士たちの様子を見て、グレインは静かにため息をこぼす。

			　さすがのグレインたちでも、この人数をかばいながらＳ級以上の連中を相手にするのは堪える。

			「ティア！　後ろで兵士の護衛を！　前のやつらは僕とエルカで！」

			「えー……私も前行きたい」

			「後でケーキでも奢るから！」

			「従おう」

			「ティアはもともと後衛でしょう……」

			　前線で戦えないことに不満を言うティアをお菓子で大人しくし、グレインとエルカは魔物たちのもとへ駆け出す。

			「あなたたちに後でなんてないよ！　行け！」

			『ゴアァァァァ！』

			　突進してくる巨大な魔物たちに、二人は臆さずかかっていく。

			　ティアは乗っていた縛った魔導兵から飛び降りると、兵士たちの前に立ちふさがり自然体で構えた。

			「グレインは正面のデスコングをお願いします！　私はデススネークを！」

			「了解！」

			　少ない言葉でお互いの獲物を確認し合うと、エルカは地を蹴(け)ってデススネークの頭上を舞った。

			「縫いつけろ！　〈つらら落とし〉！」

			　彼女が宙を舞った軌道上に、直径が彼女の身長に匹敵するほどの大きさの魔法陣が出現する。

			　華麗に舞ったエルカが蛇を飛び越し着地し、剣を地面に突き立てると、魔法陣から巨大な氷塊が姿を現した。

			　氷塊の先端は鋭く尖っており、勢いよく飛び出したそれは真下にいたデススネークに突き刺さり、瞬く間に地面に縫いつける。

			『キシャァァァァ!?』

			　胴体にいくつも大きな穴を開けられ、デススネークは悲鳴を上げて悶(もだ)える。

			　エルカが突き立てた剣を少し捻りあげると、氷塊も連動して動き、さらに蛇を苦しめた。

			　数秒後、あっさりとデススネークは絶命してしまう。

			「Ｓ級程度の魔物で……私たちを止められると思わないことです」

			　地面から剣を引き抜き、こちらを驚(きよう)愕(がく)した表情で見ているメルアーに、それを突きつけた。

			「〈飛剣〉！」

			『アァァァ！』

			　グレインの放った〈飛剣〉が、デスコングの体に切れ込みを入れる。

			　しかし両断には至らず、コングを苦しめるだけに留まった。

			「さすがデスコング、この程度じゃダメか」

			『アアァ！』

			「おっと」

			　怒り狂ったデスコングが、その豪腕を振るう。

			　グレインはそれを潜ってかわし、ついでとばかりに〈飛剣〉を放つ……が、やはり皮膚が硬く、軽く放った〈飛剣〉では致命傷にはなりえない。

			「温存してる場合じゃないな……」

			　怒り狂いがむしゃらに振り回される腕を掻い潜りながら、グレインは剣に魔力をまとわせ、腕に力を込める。

			「〈飛剣・斬華〉！」

			　グレインが一度だけ剣を振った――――ように見えた。

			　次の瞬間、デスコングの全身に無数の刀傷が走り、宙に赤い花を咲かせる。

			　すでに絶命しているようで、デスコングは一度も悲鳴を上げることなく地に伏せた。

			「僕の剣は〈光剣〉と呼ばれててね……見えなかっただろう？」

			　剣を納めたグレインは、倒れたデスコングを見ながらつぶやいた。

		

	
		
			53　操縦魔法

			　

			「二人とも、あっさり倒しすぎ」

			「ティアどの……」

			「全員もっと下がってて、巻き込まれる」

			「くっ……はい」

			　先ほどから突進を仕掛けてくるデスリザードを、ティアは片手だけで作り出した防護魔法陣で押さえ込んでいた。

			　彼女の上空には飛竜もおり、口の中に膨大な魔力を溜めている。ブレスの前兆だ。

			　ほかの兵士をかばっている状態で、さすがにそれを受け止めるほどの度胸は彼女になく、兵士たちを後ろに下がらせた。

			　何も出来ない兵士たちは悔しげな表情を浮かべている。

			『グルルル……』

			　上空の飛竜のブレスがどうやら溜まったようだ。

			　首を大きく後ろへ反らし、吐き出す体勢に入る。

			「口から吐き出されたものなんかかぶりたくない……――――拒絶の力、逸らす流れ、流動を止め、すべてを弾く壁とならん――――〈反射魔法陣(リフレクト)〉」

			『ガァァァァァ！』

			　ブレスが放たれると同時に、ティアの高速詠(えい)唱(しよう)による防護魔法陣が展開される。

			　防護魔法と呼ばれるこれらの魔法たちは、この世界で身体強化魔法と同じくらいに大切だ。

			　それは性能という意味もあるが、その他に生き方をも左右するからという意味もある。

			　基本的に、人はまず属性魔法を学び、その後強化魔法か、防護魔法のどちらかを選択するのだ。

			　強化魔法を選択した者は、体を使う魔剣士の道が一般的になる。

			　エルカなどがその例だ。

			　逆に防護魔法を選択した者は、魔法をその場で撃ちまくる完全遠距離タイプの魔術師の道が一般的になる。

			　身体強化などせず、魔法陣で壁を作って敵の攻撃を防ぐのだ。

			　ティアはまさしくこのタイプである。

			　自分は滅多に動かず、その場で敵を焼き、撃ち、刺す。

			　相手からの攻撃は防護魔法で防ぎ、再び撃つ。

			　これがティアの戦い方である。

			　ちなみにだが、グレインはそもそも魔法の適性があまりなかったため、魔力コントロールによる身体強化魔法だけを覚えている完全な剣士だ。

			　間違っても氷なんて出せないし、魔法陣すら展開することが出来ない。

			「返すよ、全部」

			〈反射魔法陣〉に当たった飛竜の火炎玉は、甲高い音とともに見事に跳ね返り、飛竜を直撃した。

			　火竜種なだけあって炎でダメージを負うことはないが、少しばかり驚いているようにも見える。

			「……あなたたちの強さは把(は)握(あく)した。そろそろ私も終わらせる」

			　相変わらず魔法陣に体当たりしかしてこないデスリザードと、再びブレスを溜め始めた飛竜を見て、ティアはそっとため息をつきながらも詠(えい)唱(しよう)を開始した。

			　それは口で、そして空いている片手で。

			「雷鳴轟く天、厚く重なる雷雲、すべてを震わせる神の怒りのごとく、動かぬ心、冷酷な我の眼、今貫かれ死に絶える者を看取る――――」

			『風の一閃、身を切るほどの鋭き一閃、不可視の一閃、音速の一閃、その一閃に集約させる生命(いのち)を断つ刃、願いは一つ、敵を斬れ――――』

			　ティアの口が言葉を紡(つむ)ぎ、魔力の光が灯った手が宙に魔法陣を書き込んだ。

			　執筆詠(えい)唱(しよう)――――言葉が紡(つむ)げないときなどに、高位の魔術師が使用する高等技術。

			　口で言うのではなく、指で空中に魔法陣を書き込むため、当然発動までの速度は圧倒的に遅い。

			　しかしティアの場合、口での詠(えい)唱(しよう)を遅くして手の動きの方に合わせて魔法を完成させても、時間が余る。

			　この世界において、誰であろうと、あのセツや冬真であろうと、彼女の詠(えい)唱(しよう)速度を上回る存在はいない。

			「――――〈雷神の裁き(ゼウスジャッジメント)〉」

			『――――〈風神の一閃(アイオロスヴィント)〉』

			　その後はまさしく一瞬。

			　突如現れた雷雲から雷が落ち、飛竜を貫く。

			　魔法陣から放たれた見えない風の刃が、デスリザードを両断する。

			　これらの出来事が、ほんの一瞬――――。

			　この世で厄災ともされる怪物たちは、一人の少女の手によって散った。

			「並行詠(えい)唱(しよう)……」

			　兵士の誰かがつぶやいた。

			　並行詠(えい)唱(しよう)は名の通り、別々の魔法を口と手で同時に詠(えい)唱(しよう)する技術である。

			　ひと握りの者にしか使えず、まず執筆詠(えい)唱(しよう)が出来なければ到底不可能な技だ。

			　当然セツにも出来ないが、ティアはさらに上、三列並行詠(えい)唱(しよう)の使い手である。

			　今回は、詠(えい)唱(しよう)こそしていないものの、防護魔法陣を維持したまま、二つのＳＳ級魔法を詠(えい)唱(しよう)しきった。

			　魔力が見える魔眼を活かし、トップクラスの魔力コントロール力が為せる業である。

			「いっちょ上がり」

			　ティアはすました顔で、パンパンと手についた埃をはたいた。

			「なっ……私のおもちゃたちが……ぜ、全滅？」

			「見れば分かるでしょう」

			「エルカ、現実逃避ぐらいさせてあげないとダメ」

			「これは失礼しました」

			　もはや……メルアーを守るものは自分が腰かけている魔導兵と、アリゼ・イフリール、その横に佇(たたず)むもう一体の魔導兵のみ。

			　彼女の中にはまだ魔物たちがいるが、Ｓ級でも歯が立たなかった以上、これ以上の召(しよう)喚(かん)に意味はない。

			　あれより強い魔物がいれば、とっくに戦わせている。

			「何なのあんたら……ほんとに人間？」

			「ええ。お慕(した)いしている化物のようなお人と一緒にいただけの、ただの人間です」

			「意味分かんない……何？　自力でそこまで強くなったって言うの……？　努力してそうなったって言うの……？　改造も薬もないのに……？」

			「……？」

			「意味分かんない……意味分かんないよ！」

			　メルアーは怒鳴り、自分の手首を切りつけ、血で再び黒い穴を作る。

			　這い出してきた魔物たちは、一斉にエルカたちに襲いかかった。

			　しかし――――。

			「無駄」

			　彼女たちに近づいた順で、氷付けになり、斬り裂かれ、風に斬られる。

			「い、行け！」

			　メルアーは魔導兵から飛び降り、彼女らに襲いかかるよう命令を出す。

			　そのときにはすでに魔物は全滅しており、死体だけが地に転がっていた。

			「悪あがきか……」

			　グレインの剣が走り、一刀のもとに魔導兵を斬り捨てる。

			　何も出来ず、肩口から両断された兵器は、魔物の死体の上で二度と動くことはなかった。

			「こんなはずじゃ……私はまだ……」

			「お前の事情は知らないが……ここで倒させてもらうよ」

			　グレインがメルアーとの距離を詰め、剣を振り下ろす。

			　剣が彼女を斬り裂く寸前、間にアリゼが割り込んできた。

			「アリゼっ！」

			　思わずグレインの剣が止まる。

			　彼女とセツと過ごした日々がフラッシュバックし、ためらいを与えてきたのだ。

			　結局、剣を動かすことは出来なかった。

			「くっ……退くんだ！」

			　剣を引き、グレインは蹴(け)りを叩き込まんとする。

			　しかし、すでに決定的な時間が相手には与えられていた。

			　アリゼの前にさらに割り込んできた最後の魔導兵が、彼女をかばうようにして蹴(け)りを一身で受ける。

			　装甲は砕け、深く肉を打つ感触が彼に伝わった。

			「やはり……中身は人か……」

			　グレインが魔導兵を斬ったときの感触は、無機物を斬ったものではなく、確実に人を斬ったそれであった。

			　確信が持てない――――いや、持ちたくなかったが、これで確信に変わってしまう。

			　そして、肌に触れ、肉感を感じたことでさらなる事実が浮かぶ。

			　これは魔族の体……おそらくアリゼのように無理やり人間側として戦わされ、こんなカラクリの中に閉じ込められているのだろう。

			　今まで見てきた魔導兵たちのサイズは一緒であったが、普通の魔族が中にいるとして、もしかしたら子供もいたのかもしれないとグレインは予想した。

			　怒りが湧き上がる。

			　しかし、その思考時間が命取りだった。

			「グレイン！」

			「っ！」

			　アリゼがレイピアを構えている。

			　グレインは、彼女のレイピアが相当洗練されていることを思い出した。

			　エルカの声で気づいたが、もはや防御では間に合わない。

			「よし！」

			　メルアーが声を上げる。

			　思わず拳を握ってしまうほど、そのアリゼの突きは完(かん)璧(ぺき)なタイミングだったのだ。

			　胸にレイピアが突き刺さる――――そう思われた次の瞬間、グレインの体は地を転がっていた。

			「エルカ！」

			「油断しないでください！　……っ」

			　エルカが間一髪でグレインを突き飛ばし、剣が貫くのを防いでいた。

			　代わりに彼女の肩にレイピアの先端が掠(かす)り、肉が抉(えぐ)れて血が出ている。

			「すまない！　傷は!?」

			「浅いので大丈夫です、それより……」

			「あはっ……あはははははははははは！　あはははははは！」

			　メルアーが笑っていた。

			　狂ったような、恐怖を感じさせるような笑い。

			　決定的なチャンスを逃したアリゼに、ピクピクとしか動かない魔導兵――――どう考えても絶望なはずであるのに、彼女は笑うのをやめない。

			　まるで勝ちを確信したかのように、笑う。

			「なにかおかしなことでも？」

			「あー笑った笑った……いやいや、これで私にも勝機が見えてきたと思ってね。欲を言えばもう少し深くつけて欲しかったんだけど……」

			「一体何を――――」

			「〈操縦魔法(マリオネットマジック)〉―――――〈人形遊び〉！」

			「っ!?　ユニーク魔法!?」

			　グレインはすぐに身構えた。

			　メルアーが使った魔法が、ユニーク魔法だと気づいたからだ。

			　ユニーク魔法はこの世で一人しか持っていない貴重なものであり、そしてものすごく強力なものでもある。

			　だからこそ警戒したのだが、メルアーは片腕を突き出したまま、何も起こらない。

			　それゆえ、ハッタリか……と、グレインは拍子抜けしてしまった。

			　言い換えると――――気を抜いてしまったと言うことだ。

			「グレイン！　横！」

			「っ!?」

			　後ろにいたティアが叫ぶ。

			　次の瞬間、グレインの鎧(よろい)が砕け、その体に一筋の切れ込みが入る。

			　そして吹き出す真っ赤な血……。

			　何が起こったのか分からず、グレインは自分に剣を振ったエルカを見た。

			「さあ！　終劇のお時間だよ！」

			　メルアーの声とともに、エルカは再び剣を振り上げ――――膝をつくグレインへと、振り下ろした。
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			54　夕陽犬

			　

			　エルカたちの交戦が始まった頃、別の場所では――――。

			「――――ユウ」

			「やっと来たね、みんな」

			　夕陽のいる少し開けた広場のような場所、そこについに光真たちクラスメイトが到着した。

			　雨で視界が悪いが、お互いに雨合羽のフードを取って顔を確認する。

			「どうして……そっち側にいるんだ？」

			「簡単なことだよ、光真くん。私は魔族側につく」

			「何でだ……？　何でだよ！　ユウ！」

			　次郎が耐え切れず叫ぶ。

			　嘘であって欲しかった、洗脳されていて欲しかった。

			　しかし彼女の視線は真っ直ぐだ。

			　確かな信念のこもった強い目は、彼女が正気であることを否が応でも分からせる。

			　それがどうしようもなく――――悲しい。

			「ユウ……理由があるんでしょ？　話してよ……私たちずっと……この四人でもクラスでも仲良くやってきたじゃん……」

			「理由？　そうだなぁ……」

			　夕陽は、自分が彼らと敵対している理由を改めて考える。

			　しかし考えても考えても、出てくるのはセツの顔ばかり。

			　彼が魔族につくというなら、彼女も同じ所へ行くだろう。

			　彼が人間につくというなら、彼女も目の前の彼らとともに戦っていただろう。

			　彼が獣(じゆう)人(じん)につくというなら、彼女もこの場にはおらず、獣(じゆう)人(じん)大陸にいただろう。

			　彼が何にもつかないというなら、彼女も自由に歩く彼の隣にいただろう。

			　つまりは、何もかもすべてセツの側にいたいからという理由である。

			　ただ、それをこれほどの人数の前で言うのは、さすがに抵抗があった。

			「……ま、私に勝てたら教えてあげる」

			　夕陽はそれ以上語るのを止め、全身からオレンジ色の炎を噴き出させる。

			　それは皆が知らない花(はな)柱(ばしら)夕(ゆう)陽(ひ)の戦闘態勢。

			　着ていた雨合羽はすぐに乾ききって燃え尽き、その下に対夕陽用として作られた特製の戦闘服が姿を現す。

			　白を基調としたショートパンツに、胸当てのついた服、クラスメイトの彼らは一度もその姿を見たことがなかった。

			　彼女の強力な炎にも耐えられるほどの熱耐性、それでいて機動性と簡単に攻撃を通さないその服は、夕陽が倒すべき敵を定めたときに姿を見せる。

			「本当に……戦わないといけないのか？」

			「戦わなければ――――死ぬだけだよ」

			　夕陽の頭上に火の玉が現れる。

			　オレンジ色に輝くそれは次第に巨大化し、やがて太陽のような存在感を放ち始めた。

			　光真たちは一瞬にして言葉を奪われる。

			「ユウ……」

			「っ！　光真！　やるぞ！」

			「あ、ああ……分かった」

			　夕陽の明確な殺意を当てられ、光真たちは渋々といった様子で各々の武器を手に取る。

			　光真は最後まで迷いつつも、最後は決意を固めたのか真っ直ぐ夕陽を見た。

			「来い――――〈聖なる剣(エクスカリバー)〉」

			　何もない虚空から、金色に輝く剣を抜く。

			　それは「これが聖剣だ」と言いたげに、聖なる光を放っている。

			　夕陽は全員が身構えたのを見て、ニヤリと笑う。

			「それでいいよ――――」

			　――――私も全力が出せる。

			　と言う最後の声は、謎の声にてかき消された。

			「あぁぁぁぁ！　間に合わねぇぇぇ！」

			　上空から大声で叫びながら何者かが降ってくる。

			　それは夕陽と光真のちょうど中心に着地した。

			「いてて……さすがにあの高さは痺れるわ」

			「……お、お前は……」

			　この場にいた者が全員彼のことを知っていた。

			　髪が切られ、日本にいたときの表情とはまるっきり変わっていたため一瞬気づかなかったが、確かに彼らも知っているあの男である。

			　召(しよう)喚(かん)され、才能がなく数日で追い出されて野垂れ死んだなどと噂されていた、クラスメイトの一人――――。

			「――――ユキくん！」

			「おー、夕陽か。久しぶりだな」

			　須(す)崎(ざき)雪(せつ)が、この大陸に降り立った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これはやばい」

			　俺は現在、雲の上にいる。

			　獣(じゆう)人(じん)大陸から転移してきたはずなのに、なぜこんなところにいるのか。

			　そして後のシロネコ、ミネコ、ロアはどうしたのか。

			　絶賛落下中の俺は、そんなことばかりを考えていた。

			　どうやら、転移魔法陣を発動させたやつが転移座標を間違えたのが原因っぽい。

			　急がしちまったからな、ある程度は仕方ない。

			　だが雲より上に転移させるのはいかがなものか。

			　このまま落ちれば真下の大陸に足をつけられそうだが……果たしてこれは魔族大陸なのか？

			　うーむ……雨でよく見えねぇし……。

			「って――――」

			　そうしているうちに、すでに地面は近くなっていた。

			　これほど近いと、浮く魔法を使っても間に合わないし、間に合っても速度が落としきれず地面に激突コースだ。

			「あぁぁぁぁ！　間に合わねぇぇぇ！」

			　俺はやむなく身をひねり、無理やり両足で着地する。

			　ビーンと膝が痺れたが、他は何もない。

			　でもこれ、俺じゃなけりゃ死んでたかもしれねぇぞ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いてて……さすがにあの高さは痺れるわ」

			　我ながら、あの高さから落ちて痺れるだけってのもおかしな気がするな。

			「お、お前は……」

			　っと、囲まれてるな。

			　てかよく見ると全員クラスメイトだったやつらだ。

			　こいつらがいるってことは、ここは絶賛戦争中の魔族大陸で合っているな。

			「――――ユキくん！」

			　と言うことは、当然こいつもいるよな。

			「おー、夕陽か。久しぶりだな」

			　振り返った先には、毎度おなじみ、俺の幼(おさな)馴(な)染(じみ)である花柱夕陽がいた。

			　魔力の質が桁違いによくなっているせいで、すぐには気づけなかったんだな。

			　ずいぶんと大変な修業を――――。

			「ユキくーーーーん！」

			「ぶふぉ!?」

			　間抜けな声を出して、俺はたたらを踏む。

			　急に夕陽が飛んでくるもんで、避けようがなかった。

			「お、おう……どうした？」

			「ユキくん！」

			「おう」

			「ユキくん！」

			「お、おう！」

			「ユキくんユキくんユキくんユキくんユキくんユキくんユキくんユキくんユキくん！」

			「うお!?」

			　夕陽が俺の胸に顔をこすりつけ、匂いを嗅ぎ、俺の体を撫で回してくる。

			　むず痒(がゆ)いのと、頭がゴリゴリしてちょっと不快だ。

			「夕陽、ちょっと離れて――――」

			「やだ！」

			「速ぇよ!?」

			　夕陽のじゃれ付きは止まらない。

			　ついでに顔まで頬ずりされ、そろそろ周りに見せられない状況になってきた。

			　うぉ……髪の毛さらさら……あと胸押し付けんな、さすがに勘弁してくれ。

			「くっ……夕陽！　止まれ！」

			「はい！」

			「――――え？」

			　夕陽の動きがぴたりと止まる。

			　あれほどやめてくれなかった夕陽が、今度は恐ろしいほどに何もしてこないでジッとした。

			　……。

			「……座れ」

			「はい！」

			「おっと、これじゃ汚れるな……立て」

			「はい！」

			「……一回転」

			「はい！」

			「気を付け」

			「はい！」

			「回れ右」

			「はい！」

			「もう一回」

			「はい！」

			「宙返り」

			「はい！」

			「ばーん」

			「うっ……なんじゃこりゃぁぁ!?」

			「ザオリク」

			「元気になったよ！」

			「お手」

			「はい！」

			「おかわり」

			「はい！」

			「ワンって言え」

			「ワン！」

			「ちんちん」

			「そんな……ユキくん、みんなの前で何させる気……？　でも命令なら――――」

			「何だ!?　何の話だ!?」

			　変なところに反応しないで欲しい、これは立派な芸だ。

			　てか何で撃たれたところだけ本格的なんだよ……お前何歳だよ……。

			　それにしても……これはあれだな、犬だ。

			　花柱夕陽が、犬になっている。

			「……エルカァ……！」

			『忠実な犬として教育しました。どうぞお好きなようにお使いください』と、ドヤ顔で言うあいつの顔が見えてくる。

			　エルカは俺以外に対してはМじゃねぇからな……ずいぶんと好き勝手やってくれたようだ。

			「夕陽、お前エルカにどんな教育された？」

			「ユキくんに命令されたら絶対服じゅ――――」

			「もういい、分かった」

			　エルカ、夕陽をお前のように変態さんに仕上げなかったことは褒(ほ)めてやる。

			　でも夕陽はこんな子じゃなかった。

			　夕陽はノーと言える日本人だったんだよ。

			　それを別のものに調教してどうすんだ……。

			「？　どうしたの？」

			　ああ……夕陽の頭に犬耳が生えてる……尻尾(しつぽ)が見えるぞ……。

			　あいつには後でお仕置きだな、キツイやつ。

		

	
		
			55　俺と遊べよ

			　

			「そんで夕陽、状況説明しろ」

			　そろそろ本題に入るべく、夕陽に命令を出す。

			　何だかんだ命令を出すのが楽しくなってきた俺がいる。

			「はい！　えっとね――――」

			　ふむふむ、要するに、夕陽が俺と敵対しないために魔族側につこうとしたら、こいつらクラスメイトたちが追ってきたと。

			「あ！　そういえばエルカさんたちも来てるよ」

			「ああ、やっぱり来てくれてたか」

			　さすがあの三人だ、俺の望んでいることをしてくれる。

			「今はあっちで戦ってるみたい。でもさっき変な魔力を持った敵が先生たちの所へ――――」

			「あいつらなら大丈夫だ。絶対に負けねぇよ」

			　魔王デザストルとも獣王レグルスとも対等に戦える三人組だ、どんなやつが相手でも負けやしない。

			　何より、俺とずっと一緒に戦ってたんだ、勝つに決まってる。

			「――――そっか……うん、ユキくんが信じてるなら、私も信じる」

			「そんで俺は――――あいつらをぶっ飛ばせばいいんだな？」

			「……おいおい、ネクラユキよぉ」

			　いまだ放心状態の光真や次郎、ついでに美月を押しのけ、青筋を浮かべて出てきたのは遠(えん)藤(どう)だった。

			　相変わらず俺のことが気に食わないらしい。

			「久々だな、遠藤。元気そうで何よりだ」

			「うるせぇ、ネクラ野郎……！　テメェ、夕陽さんから離れやがれ！」

			「別に……俺からくっつきに行ってるわけでもねぇけど……」

			　夕陽が俺の腕にしがみついてんだろ、どう見ても。

			　って匂い嗅ぐのやめろ。

			「……っ！　うるせぇ！　テメェが夕陽さんを操ってんだろ!?　あんだけ優しかった夕陽さんが俺たちを裏切るわけがねぇ！　そうだ光真！　あいつが全部わりぃんだよ！　そうに決まってる！」

			「……須崎が？」

			　光真が遠藤の言葉に耳を傾ける。

			　俺からすれば見当違いもいいとこだが、こいつらからすれば、城を追い出されてこうして戻ってきたと思えば、突然敵対状態で登場した俺が怪しく見えるのも当然か。

			　遠藤の意見は完全に私情が挟まってるが。

			「でもお前、俺が夕陽にデートに誘われてるところ見てるじゃん」

			「え？　……嘘……」

			「あ、あれだってなぁ！　テメェが彼女を操ってそうさせたんだろ！　俺が見てることをいいことによ！　そうに違いねぇ！」

			　聞く耳持たず……まあ分かってたが。

			　まあ聞いてもらったところでどうしようもない、最初から分かってたことだ。

			　それと夕陽、顔を赤くしてる場合じゃねぇぞ。

			「確かに……日本にいたとき……ユウは須崎くんと仲良くしてたし、おかしいと思ってた」

			「須崎みたいな不気味なやつと一緒にいたのは、さすがの俺でもどうかと思ったぜ」

			「……俺の誘いは断って須崎とは出かけたのも、操られてたからか……」

			　と、美月、次郎、光真の発言。

			　てか日本にいた時の話まで持ち出されるか、すごい言われようだな、俺。

			　否定が出来ないのもどうかと思うが。

			「だろ!?　全部あいつが操ってたんだよ！　そうとしか思えねぇ！」

			　遠藤が喚くと、他のクラスメイトが徐々に、俺に警戒心を見せ始める。

			　とんでもない嫌われようだ、悪いことは何一つしてねぇってのに……もう少しファッションに気を使うべきだっただろうか？

			　それならネクラとは言われなかっただろう。

			　後の祭りとはこのことだな。

			「ネクラユキ！　さっさと夕陽さんを解放しやがれ！」

			「……だ、そうだが？」

			「――――みんな」

			　夕陽が俺をかばうように前に出る。

			　うっへぇ……怒ってるよ。

			「ちょっと黙ってよ」

			『っ!?』

			　突如、夕陽の体から再びオレンジ色の炎が吹き出す。
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			　瞬く間に大きく膨れ上がった炎は、まるで津波のように光真たちに襲いかかった。

			　炎の波の厚さは大したことないが、その範囲、即効性から、やつらは不意を突かれている。

			　このままでは確実に全員くらうが、そこは腐っても聖剣持ち、光真が前に飛び出し、指示を出す。

			「全員俺の後ろで一箇所に固まれ！」

			　その指示に反応出来た連中が、反応出来なかった連中を担ぎ、すばやく光真の後ろに固まる。

			　なかなか統率も取れてるし、思ったより成長してんな。

			「斬り開け――――〈聖なる剣(エクスカリバー)〉！」

			　光真が聖剣を振るうと、光の粒子を振りまきながら斬撃が飛び出し、炎の波を切り裂いた。

			　そうすることで、やつらは真っ二つになった炎の間に入り込み、回避に成功する。

			　あの一撃、エフェクトは派手だが、要は一種の〈飛剣〉だ。

			　まだ未熟で鋭さがなく、叩き切るような一撃……これじゃグレインの見(み)惚(と)れるような一閃の足元にも及ばない。

			「ユウ！　何するんだ！」

			「それ以上、ユキくんを悪く言わないで――――次は本気で殺す」

			「うっ……」

			　光真が息を詰まらせる。

			　夕陽の放つ殺気がそうさせた。

			　驚いた、俺が出発する前は俺の殺気にビビっていたこいつが、今は自分で殺気を放っている。

			　とんでもない迫力、とんでもない成長だ。

			　やっぱり後でエルカを褒(ほ)めてやろう、めちゃくちゃ優しくしてやるお仕置きは控えて、思いっきり尻(しり)を叩いてやることにする。

			　だがその前に。

			「夕陽、ちょっと交代」

			「え!?」

			　俺は夕陽を退かす。

			　こいつらへ俺が思うことはあんまりない。

			　何をされたところで痛くも痒くもないからだ。

			　でも、今は少しだけイラついている。

			　初めてだ、こいつらに怒りを覚えるなんて。

			　こいつらは夕陽のことを見ちゃいない。

			　本当に夕陽の友達なら、こいつが操られていないことくらい分かっていいはずだ。

			　夕陽と友達であることを、仲間であることを、一種のステータスとしか見ていない。

			　どうしようもなくイライラする。

			　何より――――光真が夕陽をデートに誘ったというのが気に食わない。

			「お前ら、ちょっと俺と遊んでけ」

			　一発は殴る。

			　ついでに遠藤たちに、今までやられてきた分を返してやるよ。

			「てめぇ……！　そんなでけぇ剣があるからって俺たちに勝てるってか？」

			「お前ら相手じゃ負ける方が難しいな」

			「なっ!?　……何調子乗ってやがんだ！　あぁ!?」

			　安い挑発に乗る遠藤。

			　相変わらずこいつは小者だが、対して光真は冷静だ、面白くない。

			「……須崎、今ユウを解放して謝れば許してやる」

			「ほざけ、エセ勇者が。ごめんなさいって謝んのはテメェの方だ」

			「命知らずの大馬鹿野郎になったか……っ！」

			　各々がついに武器を手にとった。

			　30人の敵意が俺にぶつかる。

			　納得してないのは夕陽だけ。

			「な、何で私にやらせてくれないの!?」

			「俺がやりてぇからだよ」

			「でもブラッドは私に任せたって！」

			「あいつのお願いなんてなしだ。俺の命令には逆らわねぇんだろ？」

			「うっ……」

			　痛いところを突かれ、夕陽は黙る。

			　だが俺は見逃さない。

			　その表情に、少しだけ安堵が混じっていたことを。

			「……お前はあいつらと戦わなくていいんだよ」

			「で、でも」

			「でもじゃねぇ。俺は……お前のその情を忘れて欲しくないんだ」

			「え……？」

			　キョトンとする夕陽の頭を撫でる。

			　少しでも、俺の言葉が伝わりやすいように。

			「情け容赦なく戦う夕陽なんて、俺は見たかねぇよ。お前はいつも近くで元気に笑ってくれてりゃ、それでいい。辛いことは全部俺に押し付けちまえ。俺ならどんなことでも大丈夫だ」

			「あ……」

			　頭から手を離し、光真たちに黒丸を突きつける。

			　一緒に笑いあった仲間を攻撃することが、辛くないわけがない。

			　毎日のように遊んでいた仲間を、ましてや殺すなんて、まともな心で出来るはずがない。

			　それが出来るのは、修羅となった者だけ。

			　人の死に何も感じなくなった者だけだ。

			　夕陽をそんなやつにしたくはない。

			　ならば俺が戦おう。

			　どんなやつが相手でも、殺さずに戦えるこの俺が――――。

			　命を奪わないことに全力を注げる、この俺が――――。

			「そ、それでも――――」

			「それでも納得出来ねぇってなら……」

			　まだ何か言いたげの夕陽に、新しい選択肢を提示してやる。

			　今してやれることはこれくらいだ。

			「アレとちょっと遊んでてくれ」

			「アレ……？」

			　俺たちのちょうど後方に、黒ローブを着た人影がひとつ。

			　ただならぬ魔力を滲ませており、夕陽もすぐに敵だと気づいた。

			「あなたがセツね、ようやく見つけたわ」

			　近づいてきた黒ローブがフードを脱ぐと、下から整った女の顔が現れた。

			　人間の女だ、身長は高めで、長い紫色の髪を腰近くまで垂らしている。

			「あんたみてぇな美人さんが何の用だ？　遊びの誘いか？」

			「もちろん、冬真様に仇(あだ)なすあなたを殺すためよ」

			「そうかい……」

			　皮肉を真面目に返されてしまった……もっと大げさの方がよかっただろうか。

			「私の名前はルーナ。別に覚える必要はないわ、どうせここで死ぬのだから」

			　ルーナとやらが手を掲げる。

			　おかしな魔力の流れだ、これは予想もしなかったものが来る――――。

			　――――と、身構える前に。

			「ちょっと場所変えよう」

			「っ!?」

			　夕陽がルーナの眼前へと迫っていた。

			　次の瞬間、夕陽の炎が爆ぜる。

			　風魔法での高速移動からの、風と炎を混ぜた爆発攻撃か、あいつもほんとに強くなったな。

			　それにしても、えらく素直に従ったな……もう少しゴネるかと思ったが。

			「何よあんた……！」

			「ユキくんの恋び――――お、幼(おさな)馴(な)染(じみ)だよ！」

			「はぁ!?」

			　ルーナが夕陽の爆発に押され、この場から離れていく。

			　こんだけ爆発を起こす夕陽もすごいが、ギリギリでかわすルーナもいい身のこなしだ。

			　さすがは黒ローブ、一筋縄ではいかないだろう。

			　……あえて夕陽の発言には触れない。

			「さて……俺たちも始めるとするか」

		

	
		
			56　独占欲

			　

			「お前……あの人が誰だか知っててユウに相手させようとしてるのか……!?」

			「あ？」

			　光真が信じられないものを見る目で俺を見ていた。

			「バカ野郎！　ルーナさんは人間軍の幹部だぞ!?　そんな人と戦って夕陽さんが勝てるわけないだろ!?」

			「ふーん……」

			　遠藤の表情も焦っていた。

			　そうか、黒ローブどもは幹部を任されてんのか。

			　そりゃそうだよな、いくら強くたって身元が分からなけりゃ信じてもらえねぇもんな。

			　でもエルカたちが俺に何も伝えなかったってことは……国側が何かしたんだろう。

			「そこをどけ須崎……！　今すぐユウを止めないと死んでしまう！」

			「いや、大丈夫だろ。今のあいつならあの女にも勝てるさ」

			「……何を言っている？」

			「それより、少しは自分たちの心配をしろよな？」

			　少しはマジになってもらわないと、瞬殺じゃ味気なさすぎる。

			　まあ急いではいるんだが。

			　それは光真たちだって同じはずだ。

			「さっさと始めようぜ、急いでんだろ？」

			「テメェ……ネクラユキのくせに生意気なんだよ！　〈溶岩玉(マグマボール)〉！」

			　遠藤が青筋を立てながら飛び出し、大きな溶岩の塊を撃ちだしてきた。

			　前に使われた魔法の完成形か、遠藤独自の魔力を使ったユニーク魔法に近い技だ。

			　けど遅い。

			　俺が余裕を持ってクラスメイトたちの後ろに回り込めるほどには。

			「やったか!?」

			「やってねぇよ！」

			　地面に当たり爆音とともに水たまりが水蒸気になる。

			　その水蒸気を見て馬鹿なことを言い出す遠藤に、俺は親切にも場所を教えてやった。

			「ッ！　後ろ!?」

			「何!?」

			　美月が一番に気づき反応を見せるが、これまた遅い。

			　相手が殺意を持ったやつだったら、この一瞬で半分は死んでいた。

			「遠距離組は下がれ！　近距離組は前衛だ！」

			　次郎の指示が飛ぶ。

			　一対一で挑んでくるほど自惚れてはないようだ。

			「来いよ」

			「ウオォォォ！」

			　特に名も覚えていない男子生徒が剣を持ち飛びかかってくる。

			　それに続き左右に回り込んだ連中が、両サイドから攻撃を仕掛ける。

			　連携はいいが、一斉に飛びかかってきてどうする気だお前ら。

			「ほらよ！」

			　俺は黒丸をひと振り。

			　軽く振られた黒丸は、飛びかかってきた連中をまとめてなぎ払う。

			「まとめて行くな！　迷宮探索で身につけたことを思い出せ！」

			　なぎ払われ地面で呻く連中を見て、光真が叫ぶ。

			　それを聞いた前衛たちは一瞬動きを止め、それぞれ別々に動き始めた。

			　いや、バラバラに見えてちゃんと統率が取れている。

			　その証拠に、絶妙にタイミングをずらして攻撃を仕掛けてきた。

			「オラァ！」

			「よっと……」

			「せいっ！」

			「ほいほい」

			「やぁ！」

			「当ててみろ～」

			　突き出される拳、振られる剣、投げられたナイフをいなし、逸らし、弾く。

			　十人ほどに囲まれてはいるものの、誰一人として俺に触れられない。

			　こりゃ魔物の方がよっぽどましだ。

			「何で当たらない!?」

			「さぁ？　お前らが遅いんじゃねぇの？」

			「このぉ！」

			　ムキになったところで当たらないものは当たらない。

			　っと、離れたところで遠距離組が魔法の詠(えい)唱(しよう)をしている。

			　撃たれる前にこいつらには眠っててもらうか。

			「ほれ、〈電撃床(サンダーフロア)〉」

			「がっ」

			　俺の足裏から放たれた電気が、クラスメイトたちを焼く。

			　大雨のおかげで水たまりが出来てることが幸いだった。

			　おかげで少量の魔力でも電気がよく流れる。

			「魔法だ！　行け！」

			「〈風の刃(ウィンドカッター)〉！」

			「〈炎の槍(フレイムランス)〉！」

			「〈水の大砲(ウォーターキャノン)〉！」

			「〈岩の雨(ストーンレイン)〉！」

			「〈雷の槍(サンダーランス)〉！」

			　次郎の声とともに、一斉に魔法が放たれた。

			　量が多いな、また回り込んで――――。

			「ッ！」

			「にが……すか……」

			　電気で動けないはずの名も知らないクラスメイトが、俺の足を掴んでいた。

			　なんつう眼をしてやがる……執念に闘志……それと何だ？　得体の知れないものがこいつに宿っている。

			　いや、こいつだけじゃない、全員だ。

			　一体何をされたんだ……？

			「って、そんな場合じゃねぇよな」

			　足を掴んでいる手を無理やり振りほどき、寸前へと迫っていた魔法を黒丸でなぎ払う。

			　避けるつもりが間に合わなかったな……。

			　――――そう言えば。

			　こいつらは何で夕陽のためにここまでする？

			　夕陽が意識をはっきり持っていたことは誰の目からも明らかだった。

			　それでもあいつが俺に操られているって前提で戦ってるんだろうが、一人も夕陽のことを疑わないってのはおかしくないか？

			　それも遠藤のことを全員が信じすぎだ。

			（いや……違う。全員が夕陽を信じすぎているんだ）

			　確かにあいつは誰からも愛されていた。

			　転生してからずっと夕陽の近くにいたが、あいつのことを嫌っているやつを見たことがない。

			　それこそ、まったく会っていないやつからも好意を寄せられていると聞く。

			　はっきり言って異常だ、見知らぬ人間からも愛されるなんて。

			　あいつには――――何かあるのか……？

			「ま、いいや。後回し後回し」

			　これは今考えても仕方ない話だ。

			　行き着いちまったからには後で確認したいが、今は目の前のこいつらの相手をしよう。

			「どけ！　俺がやる！　〈溶岩玉(マグマボール)〉！」

			「芸がねぇな」

			　再び放たれた遠藤のマグマボールを、俺は片手で打ち払う。

			　空中で爆散し、地面に落ちて水蒸気をあげた自分の魔法を見て、遠藤は硬直する。

			「嘘……だろ……？」

			「……全員退避だ」

			　それを見た光真が、前に出ながら指示を出す。

			　他に勇ましく前に出たのは、次郎、美月の二人。

			　ついでに、前に出たまま動けない遠藤。

			　多分他の連中だと、さっきのマグマボール以上の攻撃が出来ないんだろう。

			　なら、この戦いじゃ役に立たないと判断した光真は合っている。

			　何か言いたげなクラスメイトたちは渋ったが、自分の実力は理解しているのか、後ろに下がった。

			「あ、帰るんならこいつら持ってけよ」

			　俺は後ろに倒れていた数人のクラスメイトたちを掴み、投げつける。

			　驚く連中を尻(しり)目に、次郎がすべてキャッチして勢いを殺し、地面に下ろしていった。

			　全部片手か、なかなかやるな。

			「おいおい、仮にもクラスメイトなんだからよ、もう少し丁寧に扱えねぇか？」

			「なら全員で寄ってたかって虐めないでくれよ。こっちは一人だぜ？」

			「わりぃな、ユウに手ぇ出したやつに情はねぇ」

			「そうかよ、まあいらねぇけどな」

			　そんなこと話してる間に、連中は俺とは反対方向へと逃げていく。

			　警戒されているようだが、別に追いやしねぇよ。

			　バイバイ、名前も知らないみんな。

			「それにしても光真、全員逃がしたのはいい判断だぜ。遠藤のマグマボールが通じねぇなら、俺たちじゃねぇと相手にならねぇだろうからな」

			「みんなには申し訳ないことをしたかな」

			「しょうがないって！　この方が私たちも動きやすいんだからさ！」

			　残ってんのはリア充四人組のうちの三人と、間抜け一人か……妥当なんだろうな。

			「役立たず宣言された連中、可哀想だなー」

			「死ぬよりはマシだと思うぜ」

			「そりゃそうだけど」

			　殺すことはないが……いや、万が一もあるな、あんだけいたら巻き込んで一人くらい事故死するかもしれない。

			　人数も減ったし、こっちからしてもめんどくさくなくていいや。

			「――――行くぞ、須崎」

			「おう」

			　光真と美月の姿が消える。

			　速い……グレインの型が見えるな。

			　俺は真横に現れた光真のエクスカリバーを黒丸で受け止め、反対から来た美月の短剣攻撃を、その腕を掴むことで止める。

			　速いとは言ったが、それは常識の範囲内でという意味だ。

			　俺からすればまだ遅い。

			　驚いた様子の二人だが、どうやらこれが本命じゃないようだ。

			　両手が塞がっているという絶好のチャンスで、次郎が俺の正面に現れた。

			「くらえ！　〈鉄拳制裁〉！」

			　魔力のこもった拳が腹を打つ。

			　踏み込まれた足は地面を揺らし、小さなクレーターを作り上げた。

			　いい連携からの、高火力の攻撃はなかなかよかった……が。

			「もうちょっとグレインにちゃんと鍛えてもらうんだったな」

			「なっ……マジかよ」

			　俺はピクリともしない。

			　さすがにノーダメージだとは思ってなかったようで、次郎は思わず拳を引っ込める。

			　離脱される前に、まず掴んでいた美月を投げ飛ばし、空いた手で次郎を殴りつけた。

			　投げられた美月は体を起こしながらこちらを睨(にら)みつけ、次郎は水たまりを転がり、うめき声を上げて止まる。

			「じ、次郎！　須崎……！」

			「どこでこんな力をってか？」

			「!?」

			　聞きたそうな顔してるからな。

			　逆の立場なら俺だって気になる。

			「まぁ、教えてやんねぇけど！」

			「くそっ！」

			　光真を黒丸で押し返す。

			　本来、黒丸じゃ聖剣を押さえるどころか、一瞬で切り裂かれてしまうレベルだが、光真の聖剣はまだほとんど覚(かく)醒(せい)していない。

			　ただ力を垂れ流している棒だ。

			　光を放ち続けるエクスカリバーが、光をその身に凝縮させることで、初めて鋭さを得る。

			　そして勇者(俺たち)は高みへと行き着くんだ。

			　何が言いたいかと言うと――――光真が未熟すぎて話にならないということだ。

			「――――なんでお前は魔族軍に味方するんだ」

			「あ？」

			　光真は距離を取って構えながら、俺に聞く。

			「俺たちは人間に助けを求められて、剣を手に取ったはずだ……なのに、どうしてお前はそっちにいる？　どうしてユウを連れて行こうとするんだ」

			「……そうだなぁ」

			　俺という人間が、あいつらと仲良くなったのが理由だが……それだけでもないような気がする。

			　単純に、冬真に好き勝手やられるのもムカつくし、もう一度やつを殺さないといけない。

			　何より人間国が嫌いってのもある。

			　あと一つ、この場に限って一つだけ付け足すとすれば――――。

			「大きな理由は、魔族にも獣(じゆう)人(じん)にも俺の大切なやつらがいるからだ。人間がそいつらに害をなそうとするなら、そいつらに味方するのは当然だろ？」

			「……」

			「あと、個人的にお前が夕陽をデートに誘ったってのが気に食わない」

			「……まさか……連れて行きたがってるのはそれが理由か？」

			「ああ」

			　夕陽に手を出すようなやつがいる所に、一人で置いとけるかってんだ。

			　まあ……夕陽が下心ある男からの誘いを断ることは分かっている。

			　あいつが見た目ほど弱くないってことも。

			　だからあいつが誘われたからって、俺以外の男と二人で出かけたことがないのも知っている。

			　それでも……こいつは誘うことをやめないだろう、夕陽のことが好きだから。

			　俺だってな、独占欲はそれなりにあるんだよ。

			「俺は花柱夕陽が好きだ。大大大好きだ。お前には渡さない、ここで倒す。以上」

			「……一番分かりやすい理由をありがとう。なら俺も負けられない」

			　和解はない。

			　ならば戦うのみ。

			　俺は黒丸を構え、光真はまだ未完成のエクスカリバーを構える。

			　合図はない。

			　それでも俺たちは同時に地を蹴(け)った。

			　剣が合わさり、火花が散る――――。

		

	
		
			57　〈聖剣の鎧(よろい)〉

			　

			「ぐわぁ!?」

			　光真が吹き飛び、地面を転がる。

			　やがて止まった光真は、着ていた雨合羽が鬱陶しくなったのか大胆に脱ぎ捨て、聖剣を地面に突き立てて立ち上がった。

			「くっ……なぜこんな力が……」

			「どうよ、無能だのネクラだの馬鹿にしていたやつに負かされんのは」

			　俺は一気に距離を詰め、黒丸を追い打ち気味に振り下ろす。

			　光真は何とか剣で防いだが、重さに耐えかねて膝をついた。

			「ぐっ……！」

			「さぞ悔しいだろうなぁ……おら、言ってみろ！　悔しいってな！」

			「舐め……るなッ！」

			「おっと」

			　光真は聖剣を傾けることで黒丸をいなし、俺に向けて膝をついたまま剣を突き出した。

			　いい一撃ではあったが、俺はそれを手のひらで受け止める。

			　聖剣は俺の手のひらすら貫けず、光真は驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべた。

			「そんな……」

			「残念だったな」

			「がっ――――」

			　動きを止めた光真の肩に、黒丸の峰を叩きつける。

			　加減はしたが、鎖骨を砕いた感触がした。

			（やっぱりこいつは未熟だな……）

			　崩れ落ちた光真を見て思う。

			　俺や冬真だったら、この程度の一撃じゃダメージすら負わない。

			〈聖剣〉持ちの能力の一つ、〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉があるからだ。

			　これは全身に魔力を流すことで体を強化する〈強化魔法〉を遥かに凌(しの)ぐ性能がある。

			　まず武器を通さない。

			　剣、弓などの殺傷武器を、皮膚で止めることが出来る。

			　自分でも原理はよく分かっていないが、まあ俺たちの皮膚は魔力を流すと硬くなると思ってくれ。

			　打撃や魔法、内部へダメージを与える攻撃は完全防御出来ないものの、無敵と言っても差し支えないほどの防御力は得られる。

			　その分、常時発動なんてしてたら魔力消費がえげつないことになるため、俺は普段使わないようにし、必要なタイミングに応じて発動させる。

			　例えば、さっきの光真の突き。

			　あれは手のひらで〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉を発動させて、受け止めたのだ。

			　逆に光真がダメージを負ったのは、これが未完成だからと言える。

			　打撃に弱いと言っても、あの程度で骨が砕かれているようなら駄目だ。

			「ぐ……はぁ……はぁ」

			「治るのも遅いな」

			〈聖剣〉持ちのもう一つの能力、それは〈聖剣の加護(ソードスリール)〉。

			　この能力は一番単純、傷の超再生だ。

			　あらゆる外傷、身体へのダメージ、魔法による束縛、または悪い効果をもたらすもの、それを瞬時に回復させ、万全を保つ能力。

			　回復魔法と違うところは、たとえ死んだとしても、瞬時に息を吹き返すことが出来るという点だ。

			　ただしそれなりに魔力を消費する。

			　俺はよく知らないが、魔力がない状態で重傷を負えば、たとえ〈聖剣〉持ちといえど、死ぬらしい。

			　かつての〈聖剣〉持ちはそうして死んだらしいが、人伝てに聞いた話だからよく分からん。

			　まあ……ドラゴンで始まる某有名ＲＰＧじゃ勇者は生き返れるだろ？　この世界でもそういうシステムだと言うことだ。

			　それ以外にも能力があるのだが……まあこいつ相手には必要なさそうだし、こいつもまだ使える様子ではない。

			「どうした？　もう治ったろ、立てよ」

			「……っ！」

			　肩を押さえて光真が立ち上がる。

			　聖剣を構えるが、さっきより光が小さいし、腰が引けている。

			　怯(おび)えている、明らかに。

			　眼に闘志がないし、俺が一歩前進すると一歩後退する。

			　どうしたらいいか分からないんだろう。

			　自分の剣が敵に刺さらなかったことなんてなかったはずだ。

			　自分の体が傷ついたこともなかったはずだ。

			　初めての激痛で体が恐怖に支配されている。

			　もう、こいつは駄目だ。

			「つまんねぇ」

			　俺は光真の頭目掛けて黒丸を振るう。

			　その意識を奪うために、今度はさっきよりも弱く。

			　光真は動けない――――だが、

			「うおぉぉぉ！」

			「光真はやらせないよ！」

			　次郎と美月がそれを受け止めた。

			　その隙に、今まで膝をついていたはずの遠藤が動き、光真を抱えて離脱する。

			「……どけよ」

			「どかねぇ！　ここで光真をやらせるわけには行かねぇんだ！」

			「そうだよ！　大切な友達なんだ！」

			「……」

			　眼がマジだ……うわ、こいつらめんどくせぇ。

			「二人とも……」

			「悔しいけど、こん中じゃお前が一番強いんだ。これからのこともあるし、お前だけは失うわけにはいかねぇんだよ」

			「遠藤……」

			　何て言うんだろうな、これ。

			　俺が悪役っぽいことはいつものことだが、目の前でこうした友情劇を見せられるとむず痒(がゆ)いものがあるな。

			「さっさと立て！　あのいけすかねぇやつをぶっ飛ばすぞ！」

			「――――ああ！」

			　光真の剣が強い光を放つ。

			　さっきよりも眩(まばゆ)く光るそれは、徐々にその剣の中に光を吸い込んでいく。

			　そして――――すべての力をその刀身に閉じ込めた聖剣、〈切り開く剣(エクスカリバー)〉が完成した。

			「エクスカリバー……そうか、今までのお前は完成形じゃなかったんだな……けど今なら！」

			「行くぜ！」

			　本当にめんどくさいことになったな……。

			　物語の主人公のように仲間に囲まれ、光真は本物に覚(かく)醒(せい)した。

			　さっきまでの半端な力とは大違いで、魔力も桁違いだ。

			　……俺とは違う真っ白な刀身が、少しだけ羨(うらや)ましい。

			「ちょっと本気でやらねぇとやばいかなっと」

			「くっ！」

			「うわ!?」

			　目の前で剣を押さえていた二人を打ち払うと、俺は光真に飛びかかろうとして――――。

			「遅い！」

			「うお!?」

			　思わず体を反らした。

			　眼前を剣先が掠(かす)る。

			　一瞬で俺の前に現れた光真は、先ほどとは比べ物にならない速度で剣を振るう。

			「ずいぶん速くなったじゃねぇか！」

			「おかげさまで体が軽い！」

			　俺も少しだけ本気を出し、回避に専念する。

			　反撃チャンスなどいくらでもあるが、黒丸では今の光真にダメージが与えられないだろうな……。

			〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉がかなり完成されているのが分かる。

			　剣の鋭さも数倍に――――。

			　こっちも聖剣を抜くか？

			　いや……下手すりゃ殺しちまうし、どんだけ巻き添え食っちまうかも分からない。

			「ちっ！」

			「っ！」

			　剣をかわし、光真の胴に拳を突き込む。

			　魔力で強化した拳にもかかわらず、鈍い感触が手に伝わった。

			　光真は反撃されたことと、微量だがダメージを負ったことに目を見開き、驚いた様子で後ろへ飛ぶ。

			　そこに他の三人も駆け寄った。

			「大丈夫か、光真！」

			「ああ……それにしても、これだけ攻撃したのに一撃も加えられないとは……」

			「何者なんだろうね……」

			　四人の顔に若(じやつ)干(かん)の余裕が見られる。

			　光真が俺といい勝負をしている……なんて思っているんだろう。

			　俺に、

			　勝てると、

			　思っていやがる。

			「ちょっと作戦がある……三人とも耳を貸してくれ」

			　やつらは固まって話し合いを始めた。

			　まあ普段なら不意打ちで襲いかかるんだが、今回は待ってやろう、よくいる悪役のように。

			「――――――分かったな！　よし行くぞ！」

			　光真、美月、次郎が飛び出す。

			　当然光真が一番速いが、美月も速い。

			　その後ろに次郎がいて、さらに後ろに遠藤がいる。

			　この中じゃ……とりあえず光真を潰すか。

			「〈溶岩の槍(マグマランス)〉！」

			「なっ……ち！」

			　黒丸を振るおうとした瞬間、俺めがけて赤黒い大きな槍が飛んできた。

			　速い方だが、大したことはない。

			　片手で払って壊すと、大きな破片が水たまりに落ちて白い水蒸気が上がる。

			（しまった……これが狙いか）

			「俺はよォ！　ネクラユキ！　お前のことが大嫌いだ！」

			　どんどん視界を狭めていく水蒸気の向こうから、遠藤の声がする。

			　ああ、言われなくても知ってるし、俺も好きじゃねぇよ。

			「いっつもスカした顔してよォ！　俺たちの言うことに逆らわねぇ」

			「……」

			　なんだ、逆らって欲しかったのか？

			「それがこっちの世界に来た途端にその態度か！　ムカつくんだよ！」

			　狂ったようにマグマの槍を打ち払う。

			　そのたび水蒸気が上がり、もう視界は真っ白だ。

			「はぁ……はぁ……お前なんかにな！」

			　馬鹿な野郎だ……連発して息切れ起こしてやがる。

			「夕陽さんを渡せるかぁ！」

			「……そうかい！」

			　とんでもない大きさの槍が、水蒸気を突き破って現れた。

			　最後の力を振り絞ったのか、もうあいつのうるさい声は聞こえない。

			　俺はその槍を片手で掴み、先端を砕いた。

			　右手が少し熱い……最後に〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉を貫いたか。

			　まあ……大したやつだったよ。

			「さてと……」

			　最後の槍が地に落ち、水が蒸発する音とともに水蒸気が上がる。

			　そのとき、右側からヒュンと風を切る音が聞こえた。

			　黒丸をその方向に置くと、キィン！　という金属音が二回。

			　音の軽さ的にナイフだろうか、おそらく美月の攻撃だ。

			　ナイフが飛んできた方向から足音がする。

			　同時に、反対方向の水蒸気の奥で何かが光った。

			　位置から考えるに、光真と美月……それならさっきと同様に次郎がフィニッシャーか。

			　光真が決めると見せかけて、予想外の次郎ってか……あいつの攻撃が効かねぇことは分かっていると思うんだが……。

			　光と足音が間近まで迫ると、左右からナイフと拳が――――拳？

			「くらえ！」

			　ナイフと拳を受け止めて気づく。

			　ナイフの持ち主は予想通り美月だった。

			　しかし、光を放っていたのは光真の聖剣ではなく、次郎のただの光魔法。

			　つまり正面から来るのは――――。

			「これで――――決まりだ！」

			　俺を傷つけることの出来る男……光真。

			　飛び出してきた聖剣の先が、俺のガラ空きの胴に吸い込まれる―――――わけもなく。

			「……え？」

			　俺はエクスカリバーの刃を掴んで止めていた。

			　やつの剣先は俺に届いてすらいない。

			　さらに、俺の左右には次郎と美月が倒れていた。

			「お前らのそんな安い作戦で俺を倒せると思ったか……？　バレバレだ、馬鹿ども」

			　やつらが光真で決めるのは分かりきっていることだ。

			　なんたって次郎の攻撃は通じなかったわけだしな。

			　あと次郎が光魔法を使ったのはマヌケすぎる。

			　魔力が使われさえすれば、いくら優秀でもない俺の魔力探知でも引っかかるしな。

			　だからかわされる心配もなく、俺は美月と次郎の腹に拳を突き入れ、気絶させた。

			　そして光真の刃を掴む――――力の差を見せつけるために。

			「この場で覚(かく)醒(せい)したような力で勝とうなんざ甘いんだよ。この世界はそこまで都合よくねぇぞ」

			　力の差は力の差、どんなに急激に強くなろうが、埋まらないことはある。

			　俺と光真の間には、力も、技も、経験も、大きな差が出来ているんだ。

			　聖剣が土壇場で覚(かく)醒(せい)しようが、その差は埋まらない。

			「……」

			「どうした？　何も言えねぇか？」

			　黙り込む光真に、俺は問いかける。

			　驚いてると思ったが、どうやら違うようだ。

			　光真は俺――――正確にはその後ろを見て、薄く笑った。

			「頼む――――遠藤！」

			「おう！」

			「何!?」

			　真後ろ――――水蒸気を突き破り出てきたのは、さっき動かなくなったと思われていた遠藤だった。

			　大方、気絶したフリして後ろに回り込んでいたのだろう。

			　それにしても……どうして魔力を感じなかったんだ？

			「くたばれ！　〈溶岩の槌(マグマハンマー)〉！」

			「ちっ！」

			　何かが砕ける音とともに、超至近距離で煮え滾った巨大なマグマの金槌が叩きつけられる。

			　光真はすでに聖剣を異空間に収納し、美月と次郎を担いで離脱していた。

			　俺は両手でマグマの塊を受け止める。

			　とんでもない魔力の塊だ、ただでさえ〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉は魔法耐性が完全じゃない。

			　手が少し熱くなってくる。

			「俺たち全員の魔力がその遠藤の魔法に入ってる！　受けきれると思うな！」

			　なるほど、俺が遠藤の接近に気づかなかったのは、こいつの魔力が枯渇していたからか。

			　さっきこの塊を放つ前に聞こえた何かを砕く音……おそらく魔石が砕けた音だろう。

			　魔法を記録する魔石があると聞いたことがある。

			　それなら全員の魔力を押し留めておけるし、遠藤は魔力ゼロの状態でも魔法が撃てる。

			　いい作戦だ……なんて、言ってる場合じゃねぇかも……！

			「行けェェェェ！」

			「くっ……」

			　駄目だ、こりゃ……潰され――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ……はぁ……ざまあみろってんだ」

			「大丈夫か、遠藤……」

			「ああ、魔力が枯れただけだからな……すぐに立てるぜ」

			　光真は崩れ落ちた遠藤に肩を貸し、水蒸気の中から逃れた。

			　次郎と美月を休ませているところまで下がり、改めて外から彼がいた場所を確認する。

			　水蒸気でよく見えないが、確かに彼はあの中にいる。

			　遠藤は確かな手応えを感じ、光真も彼が溶岩の塊に押しつぶされたところを確認した。

			「死んだ……のか？」

			「へっ……ざまあないぜ」

			　仮にもクラスメイトだった男にその言い方はないだろうと思った光真だが、自分も殺意を持って戦っていたし、人のことを言えないことに気づく。

			　夕陽を洗脳していた男なのだから、死んで当然――――そう結論付けて、光真は自らの行いを正当化し、納得させた。

			「それよりお前、夕陽さんのところへ行かなくていいのかよ。多分正気に戻ってるぜ」

			「……お前はどうするんだ。遠藤だってユウのことが――――」

			「いいんだよ！　……俺はいいんだ。夕陽さんにはお前がお似合いだよ……だから俺はもういい。行ってこいよ、動けるようになったら俺も行くしよ」

			「……分かった」

			　まだ動ける光真は、勝利の余韻を払い、夕陽が行ってしまった方向へと歩き始める。

			　その――――瞬間であった。

			「「っ!?」」

			　二人は一瞬にして青ざめる。

			　肩が重い。

			　とんでもないプレッシャーに、光真は膝をつき、遠藤はピクリとも動けなくなった。

			「あー……悪かった。ちょっと舐めてたよ、お前らのこと」

			　おそらく、彼らにとって今世紀一番聞きたくない声だった。

			　いまだ立ち込める水蒸気の中から、彼が現れる――――。
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			58　質疑応答

			　

			　勇者ってのは、本当に理不尽な存在だ。

			　なんたって、たったの一ヶ月そこいらでここまで強くなっちまうんだからな。

			　いざ目の当たりにしてみると、俺や冬真を見ていた周りの連中の気持ちが分かる。

			　規格外だよな……やっぱ。

			　溶岩に飲み込まれても無傷な自分の体を見下ろして思う。

			　ただ上半身の服は駄目になっちまった。

			　だっせぇ、ほぼ上半身裸だ。

			　勇者とか言ってもさすがに恥ずかしいんだけど。

			　ちくしょう……あの二人どうしてくれようか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　遠藤竜司という男は、とにかく普通の人間であった。

			　小学校、中学校と平凡な成績を取り、テストの点数はいつも平均点。

			　運動会等での徒競走では、三位以外の順位を取ったことがないくらいの平凡少年。

			　そんな自分に嫌気が差し、彼は努力をし少し上位の高校へと入学した。

			　そこで出会う――――花柱夕陽という少女に……。

			　彼女はまるで太陽だった。

			　自分のようなその他大勢の雑草たちにすら、明るく変わらない態度で接してくれる、青空に浮かぶ太陽。

			　彼は一目で恋に落ちた。

			　話しかけたり、アプローチを仕掛けてはみたが、夕陽の周りには雑草とは違う花たちが集まっていた。

			　学年で一番かっこいい男で名高い光真、小柄で可愛く男子人気が高い美月、豪快さと頼もしさで人を寄せる次郎……。

			　その他にも、メガネのよく似合うスマートな生徒会長、後輩として入ってきたモデルもやっている美少年、同学年の女性経験豊富な男、さらに他校の男子までもが彼女に恋心を抱いた。

			　遠藤は半ば諦める……平凡な自分では彼らには勝てないと。

			　とどめは、夕日に照らされた道を歩く、彼女と光真の姿。

			　それがあまりに似合いすぎて、彼の心は折れたのだ。

			　諦めて数日……彼は偶然にも、夕陽が一人の男子生徒と話しているところを目撃する。

			　そこにいたのは、光真でも、他の花たちでもなく――――須崎雪、立場だけで言えば「最底辺」、雑草は雑草でも、枯れた雑草のような男だった。

			　それを見て、遠藤は怒りを覚える。

			　根暗で不気味で気持ち悪いとまで言われていた男が、彼らにとって太陽のごとき存在である少女の言葉を、適当にあしらっていたのだ。

			　遠藤は自分の中にある初めての感情……殺意に気づいた。

			　それから彼は、須崎雪を目の敵にし始めた。

			　ネクラユキと煽(あお)り、パシリとして動く彼を蹴(け)る。

			　腹を殴りつけ、うずくまる彼の頭を踏んだこともあった。

			　そうして笑っていた彼が……今はその男に頭を踏まれている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「がっ……はっ……」

			「そういや、よくこんなことされたよな、お前に」

			　一撃である。

			　水蒸気の中から彼が出てきたと思えば、遠藤は腹に衝撃を受け倒れていた。

			　猛烈な圧迫感と激痛が彼を動けなくし、蹲らせる。

			　息も絶え絶えな状態で顔を地面に押し付けられ、泥が少し口に入った。

			「別にお前のことは恨んじゃいねぇよ。何されても痛くも痒くもなかったしな」

			　セツの踏む力は強くない。

			　だが遠藤は立てなかった。

			「こうしてお前を踏んでるのは、お前がどんな気持ちで俺を踏んでいるのかが気になったからだ。なあ遠藤、案外悪くねぇな、これ……なにより見下せるってのがいい。お前もこんな気持ちだったのか？」

			「ぐ……ぎ……」

			　遠藤は混乱し痛みに悶(もだ)えながらも、怒りに顔を赤くする。

			　立ち上がろうと力をこめるが、先ほどより強く踏まれ地面に沈む。

			「すげぇなお前……魔力も体力も尽きて体も痛いだろうにさ。そんなに俺が嫌いか」

			　グリグリと足で遠藤を嬲るセツ。

			　さらに地面に捻じ込まれ、口に泥が入っても、遠藤は彼をにらみつけるのをやめない。

			「分かるぞ、俺もお前のことは嫌いだからな。だからこうしてお前の頭を踏んでいるんだ。さてここからどうするか……腕をもぐか？　足を斬るか？　目をくり貫いても一個ならいいだろ。それくらいしても問題ないことされてきたよな、俺」

			　セツは黒丸を遠藤の眼前に突きつける。

			　このとき、遠藤は初めて彼に「恐怖」を抱いた。

			　自分が何に喧(けん)嘩(か)を売っていたのかを自覚した。

			　この男は化け物だった、触れてはいけなかった。

			　湧き上がる後悔……今は心底思う――――自分はあまりに馬鹿だったと。

			「なぁ……どこからがいい？」

			　次の瞬間、遠藤の意識は自然と失われた。

			「……あーあ」

			　ちょっと笑顔を向けただけで気絶しやがった。

			　もう少しやり返してもよかったが、後悔させられただけよしとしよう。

			「う……あ……」

			「で、お前はどうする？」

			　俺は聖剣を構えたまま動かない光真に声をかけてやる。

			　遠藤を踏んでいる間俺は無防備だったって言うのに、こいつは一歩たりとも動かなかった。

			　見た感じもう心が折れてやがる。

			　自分たちの最大の攻撃を無傷で受けきられたらさすがにビビるよな。

			　まあこいつの事情はどうでもいい、俺はこいつに聞きたいことがあるんだ。

			「まあかかって来ないならいい、そのまま聞け。今から質問することに正直に答えろ」

			「な、なんでそんなこと……」

			「答えねぇなら仕方ねぇ、こいつを殺す」

			　脅(おど)しの意味で、黒丸を遠藤の首に突きつける。

			　俺が殺しをしないってことを、光真は知らない。

			　それなら十分脅(おど)しになるはずだ。

			「や、やめろ！」

			「なら答えろ、素直にな」

			「……分かった」

			　よし、それでいい。

			「じゃあ一つ目、あの黒ローブの連中、確かお前は幹部とか言ったよな。あの連中全員の名前、能力を教えろ」

			「なんでそんなこと……」

			「必要だからだ、さっさと答えろ」

			「わ、分かった」

			　何か口ごたえされる前に黒丸を強く遠藤に押し付け、先を急かす。

			　光真の口から出た説明をまとめてみると、黒ローブの人数は八人。

			　名前はカゲロウ、ルーナ、ビルドス、クロイヌ、サイガ、メルアー、ルーム、ガイア。

			　それぞれがユニーク魔法を持っているらしいが、明かされていないそうだ。

			　多分だが……〈影魔法(シャドーマジック)〉だかを使っていたのは、カゲロウだと思われる。

			　サイガとクロイヌにも会ってるな、シロネコの家の前で。

			　そういえばやつらのユニーク魔法は確認出来てない。

			　あとはメルアーか……予想が正しけりゃあいつなんだろうが……。

			「――――んじゃ次の質問、黒ローブどもの居場所だ」

			「わ、分からない……あの人たちは幹部と言っても指揮はとってない。権限はあるが……。全員戦場を自由に駆け回ってるはずだ。あ、でも一人は人間大陸で王を守っている。もう一人……イビルバロウに単騎で乗り込んでる人がいる」

			「単騎で……イビルバロウ？　魔王城にたどり着く前にやられるだろ、そんなの」

			「あの人はそうならない能力があるらしい……詳しくは分からないが」

			　何だ使えねぇ。

			　目的はデザストルだろうが……無(む)謀(ぼう)だな、あいつに喧嘩売るとは死にに行ってるようなもんだ。

			　となると――――この場にいる六人の黒ローブをぶっ倒せば、この戦場はクリアということか。

			　いや、あいつもいるとしたら……。

			「あと、ちっこい女みたいな男知ってるか？」

			「な、なんだそいつは……？」

			「んー……じゃあ聞き方を変える。他に黒ローブのやつ見てねぇか？」

			「か、幹部の人たちは八人で間違いない！　他は知らないぞ！」

			　嘘は――――ついてねぇな。

			　あいつは来てねぇのか？

			　いや、来ていないはずがない。

			　どっかで出てくるはずだ……多分、戦いが終わる頃に。

			「まあいいや……」

			「もういいか……？　遠藤を解放してやってくれ」

			「ああ、じゃあ最後の質問すっから」

			　一番聞きたいことがまだ残っている。

			　俺からすりゃ敵の情報よりも大事なことだ。

			「お前、夕陽をデートに誘ったって本当か？」

			「え？」

			「答えろ」

			「あ、ああ……本当――――がっ」

			　答えも半ばに、俺の拳は光真の頬を捉(とら)えていた。

			　自分でも思わず殴っちまってたよ……うへぇ。

			　うわ、気絶しちまってる。

			「ま、いいか」

			　俺は気絶している遠藤と光真の首根っこを掴み、運ぶ。

			　ついでに美月と次郎も運んでやり、全員森の中の大きな木の下に寝かせる。

			　雨ざらしのまま放っておくのも見栄えが悪いしな。

			　しばら……なくてもいいな、どうせ何も出来ない。

		

	
		
			59　地神ガイア

			　

			「さて、どうすっか」

			　光真たちとの戦いも終わり、次はどうするかを考える。

			　当面の目標は黒ローブどもの撃破だが、ひとまずは夕陽のところに行くべきだろうか。

			　ちょっと時間かけすぎちまったしな、あいつなら大丈夫だろうが、ユニーク魔法使いは侮れない。

			　とりあえず様子見だけでもしておくか。

			「っ!?」

			　夕陽たちの向かった方向に足を踏み出した瞬間、後ろからすごい勢いで飛んでくる気配を感じ取り、横に飛ぶ。

			　すると、今まで俺が立っていた場所にべちゃりと何かが叩きつけられた。

			　見たところ人型みたいだが……これは光真たちが着ていた雨合羽と同じもの？

			　髪の色は黒で短髪、体格の良さから男子だろうな。

			　……この格好、クラスメイトかもしれない。

			　確証が持てないのは、こいつの顔面が原形をとどめていないからだ。

			　潰れている……何度も殴打されたんだろう。

			　さすがに息はないな。

			「ふん……戦場から逃げていく愚(おろ)か者どもを殺して回っていたら、面白いやつに会えた」

			　死体を確認している俺に、声がかけられる。

			　後ろにいたのは、若い男。

			　顔も見たことないし、過去にその姿を見たこともないはずだが、この声だけは知っている。

			「てめぇがカゲロウか？」

			「……誰から聞いたかは知らないが……その通りだ、セツ」

			「ちゃんと黒ローブ着といてくれよ、一瞬分かんなかったじゃねぇか――――よッ！」

			　俺は言葉もそこそこに地を蹴(け)り、カゲロウに接近。

			　そして不意打ち気味に黒丸を叩きつけた。

			　だが――――。

			「この前の俺とは違うんだがなぁ……舐められたものだ」

			「……っ、へぇ」

			　カゲロウは黒い剣で黒丸を受け止めていた。

			　この一撃で決めようと思ってたが、そう簡単には行かないようだ。

			　そういや……結婚式のときのこいつは分身体だったんだっけか。

			「っ！　てか黒い剣とか黒丸と被ってんだよ！　ぶっ壊してやる！」

			「やれるものならやってみろ！　そのでかいだけの剣でな！」

			「オラァ！」

			　一度距離をとり、黒丸を遠心力を乗せて振り回す。

			　カゲロウはそれを黒い片手剣でいなして行く。

			　結構力をこめているはずだが、見事に逸らされてるな。

			　ちっ……相手がこいつらじゃやっぱり一筋縄では行かないってか？

			「……気に入らない男だ」

			「あ？」

			「なぜそれほどの力がありながら、貴様は他人を気にする？」

			「は？　よくわかんねぇこと言いやがるな」

			「なぜ弱者をかばうのかと聞いている！」

			　カゲロウが俺の剣を逸らした勢いを利用して、剣を切り返してくる。

			　軽く地を蹴(け)り後ろに避けると、カゲロウは逃がしてたまるかとばかりに距離を詰めてきた。

			　再び剣が合わさり、鍔迫り合いになる。

			「弱者って……何の話だよ」

			「さっきから、貴様は自分の後ろに時折意識を向けている。何か……俺に見つかってはまずいものがあるんじゃないか？」

			「……さぁてね」

			　変に勘が鋭いな、こいつ。

			　確かに俺の後ろには光真たちが寝かせてある。

			　逃げたクラスメイトたちを殺してたこいつのことだ、ついでとばかりに殺すかもしれない。

			　情報は搾り取ったわけだし、もう用済みではあるが……。

			「ま、これを失うと俺の大事な女が悲しむんでね、てめぇには悪いがかばいながらやらせてもらう」

			　割り切ったようなこと言っても、光真たちが死ねば夕陽は落ち込むだろう。

			　わざわざ悲しませてやる必要なんてない。

			　それにこれくらいのハンデなんて、あってないようなものだ。

			「大切な女……仲間のためか」

			「はっ！　仲間のためなんて笑わせるぜ！　俺が動くのは俺のためだ。悲しんでるあいつの顔が見たくねぇから守るんだよ」

			　俺がそれを見ないためには、後ろの連中を守らないといけねぇ。

			　だったら安いもんだ、いくらでも守ってやる。

			　正義の味方や、勇者なんかとは程遠い考えだろう。

			　そういうのは、光真のように仲間思いで、正直で、輝いてるやつにお似合いだ。

			　だから俺は勇者や正義の味方じゃなくていい。

			　万人を助ける英雄になんざなりたくもねぇ。

			　ただ、周りにいてもらわなきゃ困るやつらだけを守る。

			「そんでもって、俺はてめぇが気に入らねぇ。だから倒す。いいだろ？　自己中心的で」

			「ふん……その部分だけなら……分からない話ではないなッ！」

			　互いに意見が合い、そして違えた。

			　やつの剣と俺の剣が、雨の中、再び音を立ててぶつかり合う――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　爆音とともに、二人の女が地をかける。

			　爆発を起こし続ける者と、それをかわし続ける者、二人はほとんど人気のないところに来るまで、決してその動きを止めなかった。

			「あなたしつこいわね……私はあの男を始末しないといけないのに」

			「そんなの許すわけないじゃん。ユキくんを狙う害虫は潰さないと」

			「私が害虫ですって……!?」

			　罵(ば)倒(とう)されたことで湧き上がった怒りが、ルーナの魔力を爆発的に高める。

			　夕陽はそれを冷静に眺めながら、その手に静かな炎を灯した。

			「私は駆除人よ！　あのクソ虫をぶっ殺す……正義の使者なのよ！　冬真様の名にかけて、あなたもクソ虫もまとめて潰すわ！」

			「……決めた。本気で殺す」

			　激しい怒りを放つ女と、静かに怒りの業火を燃やす女の戦いが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「この気配は……！」

			　デザストルは思わず玉座から立ち上がる。

			　その顔は、先ほどまでの難しい顔ではなく、喜びに包まれていた。

			「ようやく来たわね、セツ。この距離でも分かるわ」

			「ああ、それにかつてのお供たちに、ロアまで……」

			「ロア？」

			「妾の大切な友人だ。とても強いぞ」

			「へぇ……助かるわね」

			　魔王城にいる二人の顔はとても明るくなった。

			　彼らが来てくれただけで、戦況はすでに変わりつつある。

			　限りなく魔族側が勝利に近づいているはずだ。

			　そう思ってしまったからか……二人は急接近する何者かに気づくことが出来なかった。

			　突然、王の間の床に穴が空く。

			　砕けた床の破片が室内に散らばり、埃が舞い上がった。

			「っ!?　敵襲か!?」

			「うへへ……ラッキー！　二人まとめて見つけられるなんてついてるね！」

			　穴から出てきたのは、緑髪の少女。

			　決して背が小さいわけではないが、そのあどけない表情から幼く見える。

			　さらに、目の下に刺青が入っており、それがさらに不釣り合いさを醸(かも)し出している。

			　不気味――――一言で印象を表すとしたらそれだ。

			　最後に身にまとっている黒いローブ、これが彼女が敵だということを明らかにしている。

			「分かってると思うけどぉ……あなたたち二人の身柄を拘束させてもらうから！」

			「ふん……人間の身でありながら粋がるな。出来るものならやってみ――――リヴァイア？」

			「……」

			　リヴァイアは驚(きよう)愕(がく)の顔で少女を見ていた。

			　そして同時に、怒りから血が滲みそうなほど拳を握りしめている。

			「どうして……あなたがそっちにいるのよ……地神」

			「なっ!?」

			「えー？　別にボクが誰に味方していようが勝手でしょ？　ねぇ……海神さん、天神さん」

			「そうか……そなたが地神か」

			　天神と呼ばれたデザストルが、苦虫を噛み潰した表情でその名を口にする。

			「そうだよ、ボクが地神、ガイア。そして初めまして、お姉ちゃんたち」

			　ガイアと名乗った少女は、可愛らしい笑みを浮かべながら、そう言った。

		

	
		
			60　それぞれの開戦

			　

			　かつて、この世界を作った二体の神がいた。

			　一つは創造神。

			　０から万物を創り出し、世界を発展させた。

			　もう一つは破壊神。

			　発展の妨げになるものを壊し、同じく世界を発展させた。

			　世界が「完成形」となるのは、時間の問題だった――――しかし、創造神が乱心した。

			　ちょうどその頃、世界に誕生した「人」を殺(さつ)戮(りく)し始めたのだ。

			　あっという間に「人」が半数を下回ると、ついに破壊神がそれを止めにかかった。

			　神どうしの戦いが始まったのだ。

			　戦いは激しくなっていくが、常に力は拮抗していた。

			　そこで破壊神は、「人」の力を借りることを思いつく。

			　長く激しい戦いの末、「人」の力を借りた破壊神は、ついに創造神を封印することに成功する。

			　そして、封印が解かれることを懸念した破壊神は、封印の鍵を三つ用意した。

			　それを二つは「人」の中に、もう一つを寿命の概念がない「怪物」の中に宿らせる。

			　名をそれぞれ「地神」、「天神」、そして「海神」とし、鍵が失われぬよう強い力を持たせた。

			　地神と天神は「人」の寿命に従い、代替わりをしていく。

			　海神はそれをずっと見守り続けている。

			　そうして創造神の封印は、守られ続けていた。

			　脅(おど)かされることすらなかったのだ。

			　リヴァイア(海神)とデザストル(天神)を、ガイア(地神)が裏切るまでは――――。

			「本当にあなたたちは……創造神を蘇(よみがえ)らせる気なのね」

			「そうだよ！　この世界の『人』をね！　みんなぶっ殺してもらうんだ！」

			　言葉とは裏腹に、ガイアは無邪気に笑う。

			　リヴァイアはその表情に軽く寒気がした。

			（私がちゃんとこの子を見つけて話が出来ていたら……いや、この話はいいわね。後悔してるってことは手遅れってことだもの）

			　リヴァイアは、他の鍵たちを気にかける役目があった。

			　何百年もその役目を続け、今回が初めての失敗である。

			　悔しくないはずがない、それでもリヴァイアは切り替えた。

			　となりにいる妹が、強い眼をしていたから――――。

			「……妾たちの代で失態を犯すわけにはいかぬな」

			　デザストルは一歩踏み出す。

			　リヴァイアもそれに並ぼうとしたが、彼女はそれを制した。

			「ここは妾が行こう」

			「ちょっと！　一人でやらなくてもいいじゃない！　それにあなたは王なのよ!?」

			「妾は負けん」

			「そうじゃなくて……んー！　もういいわ！　勝手にしなさい！」

			　リヴァイアは獰猛に歪(ゆが)んだデザストルの顔を見て、折れた。

			　こうなったときの彼女は止められない、敵を殲滅するまでは――――。

			「ふふっ……安心しろ。この魔王に万が一の敗北などない」

			　デザストルの髪の色が、きれいな赤から美しい金色へと変色していく。
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			　内の魔力の高まりに合わせ、その身体がバチバチと電気を発し始めた。

			「ふーん……もしかして舐めてる？　死んじゃうのは自分だってのになぁ、かわいそー！」

			「ほざけ人間風情が。妾の前で、貴様に面を上げる権利などないわ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「〈炎術・大砲〉！」

			「ぎゃぁぁぁ!?」

			　黒い髪の女、クロイヌの放った炎の弾丸が、魔族の兵たちを撃ち抜いて行く。

			　それを一(いち)瞥(べつ)すると、彼女はローブを翻し、再び戦場をかけていく。

			　ちなみに、獣(じゆう)人(じん)大陸のときとは違い、彼女は人間の姿をしている。

			　メルアーもそうだったが、基本黒ローブの者はシロネコなどの例外を除き、全員人間なのだ。

			　そんな彼女の横を、並走する男が一人――――。

			「サイガ、持ち場はどうしたのですか？」

			「片付いちまったぜ、兵の量も少なかったし一瞬だった」

			　近づいてきた兵士たちを槍でなぎ倒している男、サイガは答えた。

			「それでも持ち場を離れるのはいただけませんね」

			「まあいいじゃねぇか！　俺に会えて嬉しいだろ？」

			「それは……まあ、そうですね」

			「え!?」

			　サイガは思わず声を上げる。

			　冗談で言ったことが肯定されてしまい、少なからず動揺してしまった。

			「あなたがいれば後ろを任せられますからね、ビルドスやルーナならさらによかったですが……この際あなたでも助かります」

			「……何だよ、そういうことか」

			「？　何か？」

			「何でもねぇよ！」

			　彼はそっぽを向いて、槍を八つ当たり気味に振り回す。

			　サイガも一人の男だ、好きな女だっている。

			　彼女の言ったことは、彼を上げて下げるものだったのだ。

			「はぁ……あ、そうだ。魔王討ち取ったらよ、一緒に飯でも食いに行こうぜ」

			「はい？　……アレが復活したらそれどころではないと思いますが……」

			「復活前にだよ！　少しくらいは余裕あんだろ？」

			「まあ……その間でいいのなら」

			「よっしゃ！」

			　サイガは今度は嬉々として槍を振るった。

			　そのたび倒れていく魔族の兵士が哀れである。

			　そんなサイガを見て、クロイヌは不安そうにため息をついた。

			（だから彼では不安なんですよ……感情で動きやすいところが特に）

			「おら！　どんどんこいや、虫けら魔族ども！」

			　声を張り、サイガは魔族を煽(あお)る。

			　それに怒りを覚えた一人の兵士が特攻し、見事に殴り飛ばされた。

			　そのまま木に叩きつけられそうになった兵士を、何者かが受け止める。

			　サイガとクロイヌは、その者たちのことを知っていた。

			　受け止められた兵士は、受け止めてくれた少女の顔を覗き込む。

			「お前……たちは……？」

			「……下がってるです」

			　少女は兵士を降ろし、後ろへと追いやる。

			「私たち運がいいね、姉さん」

			「よかったです。最初にお前たちに会えて」

			　そこにいたのは黒と白の二人の少女。

			　セツとともに転移してきた、獣(じゆう)人(じん)大陸で名を馳せた姉妹――――。

			「シロネコ……ミネコ……ッ！」

			「こんにちはです。クロイヌ、サイガ」

			　目の前にいる猫姉妹に、クロイヌは憎悪の表情を、サイガは苦笑いを浮かべた。

			　彼女らの名前を聞いた兵士たちに、動揺が走っていく。

			　獣王に傷をつける最凶の姉妹。

			　魔族でも知らない者の方が少ない。

			「主様に泥を塗った猫ども……ここで会えるなんて好都合！　消します、完膚なきまで！」

			「うるせーです、犬モドキ女。ほら、ミネコ何か言ってやるです」

			「ええ……何で私に振るの……」

			　まさかここで自分に発言権が来ると思っていなかったミネコは困(こん)惑(わく)する。

			　しかし言いたいことはあったようで、すぐに真剣な顔つきになった。

			「まあ……散々利用されて私も鬱憤が溜まってるし……ただで死ねるとは思わないことですね」

			「ほざけ糞猫が！」

			「行くです」

			「やれやれ……怖い女たちだ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「止めろ！　何としても！」

			「負けるかァ！」

			　兵士たちが一人のがたいのいい男に群がる。

			　その男は黒ローブを着ていて、スキンヘッドであるのに――――なぜか口紅が塗ってあった。

			「あらぁ……いい突撃よあなたたち……でも、ちょぉっと足りないわねぇ！」

			「な、なんだ!?」

			　剣は当たった、槍も当たった。

			　しかし彼の身体は斬れない、刺さらない。

			「もっとぉ……感じさせるモノを持って来なさいな！」

			「ぎゃっ――――」

			　男が拳を一振り……それだけで、群がっていた兵士たちの上半身と下半身はさよならを告げた。

			　それを見た他の兵士たちは、その異様な光景にたたらを踏む。

			「もっと来なさいよ！　このビルドスを体の芯から震わせるような！　最高の攻めをちょうだぁい！」

			　恍惚な表情を浮かべるビルドスに、兵士たちは完全に戦意を喪失した。

			　本能が、コレに近づきたくないと叫んでいる。

			「どうしたのぉ！　さぁ！　さぁ！」

			「くっ……一時撤退を――――」

			「――――ぁぁぁぁあぁあああああああ！　死ぬぅ！」

			「え？」

			　兵士とビルドスの間に、何者かが落下した。

			　見事に足で着地したようだが、痛そうに足をさすっている。

			「いてて……し、死ななかった！　危ない！　あたし危ない！」

			「あ、あんたは……」

			「ん？　あーよかった。とりあえずは戦場に来れたんだ」

			　金髪の少女は、周りの魔族の兵士たちを見て安心したように言う。

			「ろ、ロア・レオネール……獣王の娘の……」

			　彼女は本来ここにいるはずのない者であった。

			　兵士たちは当然驚く、しかし同時に、安心する。

			　もうこの場の空気は、彼女のモノになっていた。

			「ん～あなたは獣(じゆう)人(じん)の王女ちゃんじゃないの。なんでここにいるのかは分からないけど、残念ねぇ～、獣王なら戦いたかったのだけど……私、女には興味ないの」

			　ビルドスは最初驚いていた様子だったが、それがロアと分かった瞬間に興味をなくしていた。

			「でも私は優しいからぁ……今すぐ獣(じゆう)人(じん)大陸に逃げ帰るならなにもしないわ。さあ、女は目障りよ！　さっさと行きなさい！」

			「あ？　誰だあんた。気持ち悪いな」

			「……前言撤回、殺すわ」

			　ビルドスの顔に青筋が浮かぶ。

			　そしてポキポキと指を鳴らしながら、ロアに迫った。

			「何だ敵か？　ならちょうどいいや！　思いっきり暴れたかったところなんだよね！」

			　ロアも手を広げて構える。

			　また皆とは違う戦場で、それぞれの戦いが始まろうとしていた――――。

		

	
		
			61　限界突破

			　

			「させない……！　〈地面爆弾(グランドボム)〉！」

			　膝をついていたグレインと、剣を振り下ろそうとしていたエルカとの間の地面が、突然爆ぜる。

			　小さな爆発ではあったが、意表を突くには十分であり、エルカは剣を振り下ろすのをやめ、後ろへ飛び退った。

			「ちぇ、決められると思ったんだけどな」

			「そう簡単には行かない」

			　ティアがグレインに駆け寄る。

			　うめき声を上げる彼の傷に回復魔法をかけるべく、手を傷に押し付けた。

			「ごめん、私回復魔法あんまり得意じゃないから……」

			「うぅ……」

			　とんでもない数の魔法を使いこなす彼女であったが、唯一苦手なことが、この回復魔法である。

			　そもそも適性がなかったことが問題なのだが、それでも初級魔法ならコントロール出来、それを多量の魔力で回復量の底上げを図っているのだ。

			　それでも、初級は初級。

			　かなり深いグレインの傷を完治させるまでは行かず、表面を再生させ血が流れ出るのを防ぐ程度にとどまった。

			「しばらく動いちゃ駄目だから」

			「ティア……一人で三人を相手にするのは……」

			「大丈夫、いざとなればアレを使う」

			「……無茶だけはしないで……」

			　グレインをその場に座らせ、ティアは珍しく真剣な顔で三人の前に立つ。

			「んー？　一人でやる気？　死んじゃっても知らないよ？」

			「……よく喋(しやべ)る人」

			「ちっ……ガキのくせにムカつくなぁ！」

			　お前もだろというツッコミをグッと噛み締めたティアは、その瞳(ひとみ)に宿した力、魔眼を発動させる。

			　目に見えない魔力の流れやその形を見ることの出来るその眼は、エルカにかけられた「何か」をはっきりと捉えた。

			「糸……糸が身体の中に入り込んでいる……」

			「っ……魔眼持ちだったんだ……」

			　エルカの肩に出来た傷から、不可視の糸がその身体の中に入り込んでいた。

			　その糸は彼女の右半身を占領しており、一部が脳に到達している。

			　そして、糸の先はメルアーの指先につながっていた。

			　アリゼの身体にも同じく糸が入っているが、エルカと違い、全身に張り巡らされてしまっている。

			　脳にもかなり糸が入り込んでいた。

			「〈操縦魔法(マリオネットマジック)〉は……身体を操る魔法」

			「……当たり。私のユニーク魔法は人の身体を直接操れる。傷口さえ作れば、そこに糸を侵入させるだけで神経を乗っ取り、私の意思どおりに動かせる魔法だよ」

			「傷口がないと駄目？」

			「分かってるくせに。そうだよ、傷口が出来て、尚且つそこから糸を入れないといけない」

			　糸を入れる――――そこからティアは考察する。

			　その糸が触手のような動きが出来るとしたら、後ろで座っているグレインも操られてしまう。

			　しかしその気配はない。

			　そのことから糸を飛ばすことは出来ないと推測出来る。

			　だとすれば、アリゼのレイピア……やっぱり糸が絡みついている。

			　あのレイピアで身体を突かれれば、そこから糸が侵入する算段だったのだろう。

			　もちろんその糸も、彼女の指に繋がっていた。

			「まーそっちもバレちゃうよね。こうやって剣に糸を絡めておけば、傷をつけた瞬間に身体に糸を入れられるでしょ？　まあ傷口がもうちょっと大きければ、もっと深くまで侵入させられたんだけどね……でもコレ思いついたときは天才だって思ったよ！」

			「確かに……悪知恵の天才」

			「褒(ほ)めないでよー……そして、こうすればもっといい感じだね」

			　メルアーがエルカの剣に触れる。

			　するすると糸が剣に絡みついていき、あっという間にある意味で毒の塗られた剣が完成した。

			「さて、この二人を相手にあの人を守りながら戦えるかなぁ？」

			　メルアーは残虐な笑みを浮かべ、首を傾げる。

			　横には掠(かす)れば終わりの剣を構える二人の仲間。

			　脳に糸が入り込んでいることで意識すらないため、説得は不可能。

			　後ろには手負いのグレイン。

			　絶体絶命に近い状況である。

			　少なくとも、ティアはこの状況の打開策がまだ思いついていない。

			　策を考えるどころか、ぼーっとただ一点を見つめるだけである。

			「何？　現実逃避でもしてるの？　まあ安心しなって、すぐこの二人みたいにしてあげる！」

			　二人が剣を振りかぶり、ティア目掛けて飛びかかる。

			　ティアは動かない。

			　ただ一言、言葉を零した。

			「おひさ」

			「――――ああ、久方振りだな」

			「ッ!?　後ろ!?」

			　メルアーが、自身の後ろからした声に振り返る。

			　しかしどうしようもない。

			　すでに赤いナイフが、彼女の胸の中心を貫いているのだから。

			「不意打ち、さすが」

			「隙だらけだったのでついな」

			「がふっ……そんな……いつの間に……」

			　メルアーの口から血が溢れだす。

			　操られていた二人は、その場で動きを止め、崩れ落ちる。

			　赤いナイフの持ち主であるブラッドは、それを彼女の身体から引き抜いた。

			　傷口からも血が溢れだし、メルアーは前のめりに倒れる。

			「後ろからブラッドが来てることに気づいたから……私はずっと気配を悟らせないように、微弱の魔力を放出し続けた。あなたは人形の操作に夢中だったみたいだし、見事に惑わせたよ」

			「ごぷっ……そ、そんな……」

			　ブラッドはナイフについた血を払い、しまう。

			　それを見たティアは疑問を抱いた。

			「？　止めは刺さないの？」

			「いや……もうこの女は助からん。魔臓も壊した。あとは死を待つばかりだ」

			　魔臓――――魔力を練るための重要な身体機能である。

			　人間は胸元に一個、魔族は全身の至る所に、獣(じゆう)人(じん)は心臓と同化していると言われており、魔族が魔法を得意とするのは、その魔臓が多いからと言われている。

			　人によって差はあるようだが、メルアーの魔臓は一般的な胸元にあったようだ。

			　そこを壊されてしまうと、魔力を上手く練れなくなり、誰かに治療してもらわない限りは魔法が使えない。

			　この状況で魔臓を壊されてしまったメルアーは、もはや死んだと言っても過言ではないのだ。

			「俺が止めを刺す必要もない。何か恨みでもあるならばお前が刺したらどうだ？」

			「……別にいい。それより二人の身体を治さないと」

			　ティアはエルカとアリゼに近寄り、その容態を確かめる。

			　ブラッドもメルアーを一(いち)瞥(べつ)したあと、二人の近くへと寄った。

			「がぁ……ごほっ……死ねるか……」

			　だが、苦しげな声で思わず足を止めた。

			　ティアも反応し、メルアーを見る。

			　血だまりの中で横たわっている彼女は、息も絶え絶えになりつつ、立ち上がろうとしていた。

			　力を込めるたびに胸元から血が溢れだし、身体を死へ近づけていく。

			　彼女には負けられない事情があった。

			　主である、冬真のために。

			　彼の手駒として、最後まで側にいるために。

			　冬真の命令なら何でもした。

			　洗脳した村に潜り込み、したくもない愛想笑いをし続けた。

			　村のためと、冒険者の真似事もした。

			　殺したくてたまらないあの男、セツに、頭を下げたりもした。

			　彼がそうしろと言ったから、すべては主の命令だったから。

			　今だってそうだ。

			　殺せと彼が言ったから、メルアーは負けられない。

			　刺し違えてでも、全員の命を持っていかなければならないのだ。

			「っはは……全員……殺してやる……ッ！　がはっ……り、リミット……〈限界突破(リミットブレイク)〉！」

			　狂気に満ちた声が、辺りに響いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おいおいその程度かよ！　カゲロウさんよぉ！」

			「くっ……」

			　こうなることは分かっていただろう。

			　気づけばすでに俺は攻勢に出ており、カゲロウを追い詰めていた。

			　こいつもよくもまあこの程度の実力で挑んできたもんだ。

			　黒丸を叩きつけるたびに吹き飛ぶやつを見て思う。

			「なぁ……そろそろ諦めたらどうだ？　帰って冬真呼んで来いよ、これ以上お前とやり合うのはめんどくせぇだけだ」

			「ふっ……ははは！　そうだな、諦めるぞ。このままお前ほどの強敵と戦うのは愚(ぐ)の骨頂だった！　お前には俺の全力を相手にしてもらうとしよう！」

			　なんだ？

			　急に笑い出しやがって……何を企んでやがる？

			　黒い剣を構えたカゲロウは、目を閉じ、魔力を練り始めた。

			　一体何をする気だってんだ……ちょっと見てみたい気も――――。

			「お前にも、闇をくれてやる――――〈限界突破(リミットブレイク)〉！」

			「……はぁ!?」

			　待て待て待て待て!?

			〈限界突破(リミットブレイク)〉なんざ使えんのか!?

			　想定外だ……！

			　俺はしっかり黒丸を構え、警戒の姿勢を取る。

			〈限界突破(リミットブレイク)〉――――人間にのみ許された、己の限界をぶち壊す最終兵器。

			　自身の魔臓から全身に伸びる魔力回路を、通常の何倍にも大きく開くことで、多くの魔力を一気に扱えるようになる。

			　するといつもなら使えないようなとんでもない魔法が、一時的ではあるものの使えるようになるのだ。

			　もちろん、無理やり魔力回路を開くせいで身体への負担も尋常じゃないが、その分得られる力は絶大……本来血もにじむような努力を何年と続け、ようやく手に入る技のはずだが―――――こいつは本当に何者なんだ？

			「この姿になったのは今日二回目だ……本来こんなに見せる姿ではないが、お前と戦うには命を削ることすら辞さん！」

			　カゲロウの身体から魔力が吹き出し、やつを覆(おお)っていく。

			　次第に黒く形を持ち始めた魔力は、漆黒の鎧(よろい)となり、完成した。

			「〈影騎士団の鎧(スキア・アルミュール)〉――――二回戦と行こうか、化物」

		

	
		
			62　幻想の兄妹

			　

			　何かが引きずり出される音がする。

			　その音に反応したティアは、エルカとアリゼの身体から血が吹き出すのを見た。

			「ッ！　エルカ！　アリゼ！」

			　珍しく、ティアが声を荒らげる。

			　駆け寄ろうとするが、運動は彼女の一番不得意な分野だ。

			　倒れこむ二人を抱き込むには到底間に合わないが、代わりにブラッドが動き、二人をその腕で抱きとめた。

			「ブラッド！　二人は!?」

			「今見る！」

			　ブラッドはサポート魔法も使いこなす万能な魔族だ。

			　と言ってもスペシャリストではないが、彼の解析魔法は二人の容態を容(よう)易(い)に明らかにした。

			「筋肉がズタズタだ……内臓もいくつか損傷している。心臓が無事なのが救いだが……ッ！　これは……」

			　二人の身体に解析の光を当てながら、ブラッドは息を呑む。

			　脳の一部、そこが二人とも損傷していた。

			　エルカはそこまで酷いわけではないが、アリゼは目に見えて傷ついているのが分かる。

			（これでは……）

			　この世界でも、人の重要器官は脳である。

			　そこが傷つけば、当然身体の機能どころか魔力を練ることだって叶わない。

			　エルカはともかく、アリゼの損傷具合は回復魔法で治ったとしても、後遺症が残ってしまうかもしれない。

			　そうブラッドが判断を下していた時、ティアも彼女たちの身体を見ていた。

			　その魔眼には、先ほどまで映っていたメルアーの糸が見えていなかった。

			「引きぬかれた……？　そんなことされたら」

			「はは……あははははは！　ざまぁ見ろ！」

			　メルアーが高笑いを上げていた。

			　彼女はしっかりと二本足で立ち上がっており、濃い魔力を垂れ流している。

			　胸の傷は塞がっており、口元の血と服の血を除けば、メルアーが怪(け)我(が)をしていたとは誰も思わないだろう。

			「貴様……魔臓は潰したはずだ」

			　ブラッドは二人に高位の回復魔法をかけながら問いた。

			　魔臓を潰された者は魔力を練れなくなるはずなのだ。

			　だというのに、メルアーの身体には魔力が流れている。

			　ブラッドには理解出来なかった。

			　もはや、彼女が魔臓を二つ以上持っているという事実から、目をそらしてしまっていたのだ。

			「えへへ……私、って言うか私たちはね、みーんな身体をイジられてるの。何十本と薬を打たれてるし、私の場合は心臓と肺、そして魔臓をそれぞれ１つずつ増やされている。すごくない？　もう化物だよね」

			　彼女は笑っていた。

			　狂った笑みではあったが、どことなく悲しそうに、そして辛そうに笑っていた。

			「このユニーク魔法だってね、とある研究成果を私たちで実験して、それに生き残ったから手に入れたの。ほんと、死ぬ思いだったんだから。あ、でもカゲロウは天然だっけ？　まあいいや」

			　その手でマリオネットの糸を操りながら、メルアーは話す。

			　彼女の口から放たれる壮絶な背景に、ブラッドとティアは少なからず動揺した。

			「冬真様に拾ってもらえなかったらどうなってたかは考えたくないね。だから、あの人のために戦うんだけど！」

			　メルアーが地面に手をつく。

			　溢れ出る魔力が地面を駆け、一つの魔法陣を完成させた。

			「〈合成獣(キマイラ)・召(しよう)喚(かん)〉！」

			　地面が揺れる。

			　ティアは思わず身体を震わせた。

			　その魔法陣から現れた、巨大な怪物の魔力に。

			「こいつは私の中じゃ飼えなくてね！　仕方なくこうして召(しよう)喚(かん)魔法を使ってるんだ！　管理は冬真様に頼ってるけどね！」

			　キマイラと呼ばれた怪物は、ライオンの頭、山羊の胴体、毒の牙を持つ蛇が尻尾(しつぽ)になっており、他にも羽や、腹から巨大な牙が生えている、見た目からもう化物としか言えない生物だった。

			　その前足はブラッドたちを軽く押し潰せそうなほど大きく、触れただけでも戦闘不能にされるだろう。

			「でも、こうして〈限界突破(リミットブレイク)〉していれば、私もこの子を操れる」

			　メルアーが飛び上がる。

			　彼女はキマイラの頭に立つと、手をついた。

			「〈完全なる我の操り人形(ペルフェットマリオネットドール)〉！」

			『グオォォォォォォォ！』

			　キマイラが苦しげな雄叫びを上げる。

			　メルアーの指先から糸が溢れだし、キマイラの頭のなかに潜り込んで行く。

			　同時に、彼女の身体にも糸が絡み始めた。

			　その糸は量を増やし続け、最終的にキマイラの頭と彼女の半身が、文字通りの意味で合体してしまう。

			「私の脳とこの子の神経を直接つなげた。こうしちゃえば、この子は私の手足のように操れるの」

			「っ！　避けろ！」

			「あっ」

			　キマイラの腕が振られる。

			　大きさに似合わぬ驚異的な速さで迫るそれは、間違いなくティアを捉えることが出来た。

			　しかし、ブラッドが彼女と怪(け)我(が)人二人を抱えて飛ぶ。

			　腕が振り切られるよりも速く軌道から外れたが、その風圧を避けることは不可能。

			「くっ……」

			　彼らは泥濘んだ地面に叩きつけられた。

			　ブラッドが抱えていた手を離さなかったために三人は無事だが、彼自身は背中を強く打ち、息を詰まらせる。

			「ははははは！　無様無様！　ほら……避けないと死んじゃうよ？」

			　キマイラの口の中に炎が見える。

			　ブラッドは息も絶え絶えに舌打ちした。

			　あの炎、魔力の濃さからしてＳＳ級以上の威力はあるだろう。

			　さすがの彼でも、それを簡単に防ぐことは出来ない。

			「……私がやる」

			　だが、今この場にはティアがいる。

			　ティアは立ち上がると、詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			「相殺するには……これしかない。堂々たる水の流れ、恵み、厄災、すべての源となる母なる水よ、穿ち、叩き、砕く災の水よ、今はその力を貸せ、我の敵を撃て――――〈水神の咆哮(ウンディーネブラスト)〉！」

			　ティアの頭上に巨大な魔法陣が形成される。

			　キマイラの火炎が放たれると同時に、その魔法陣から水の激流が飛び出す。

			　ぶつかり合った二つは空中で相殺され、爆音を上げた。

			「くっ……」

			「やるじゃん！　でも……こっちは何発でも撃てるんだよね！」

			『グオォォォォォ！』

			「……」

			　キマイラの口の中には、すでに次の火炎が溜まっていた。

			　それを見てティアは苦虫を噛み潰したような表情になる。

			　さすがにあれだけの詠(えい)唱(しよう)をしながら水を連発するのは、魔力は持っても間隔が短すぎて間に合わなくなるだろう。

			　それでもやるしかない。

			　一度でも当たればこっちは即死だ。

			　ティアがしくじれば、四人とも死んでしまう。

			「さあ！　いつまで耐えられるか……な……あ……あれ……？」

			「？　……何？」

			　火炎を撃とうとしたとき、突然メルアーの動きが止まる。

			　腕を突き出した状態から、徐々にその動きが鈍くなっていく。

			　まるで、身体が固まって行ってるかのように――――。

			「――ふん、ようやく効いたか」

			　そのとき、ブラッドがつぶやいた。

			　呆れた顔で立ち上がった彼は、ティアの横に並び、キマイラを見上げる。

			「な、何で……身体が……鈍い……」

			「もうほとんど動けないだろう。貴様がこのデカブツと合体したときは不安になったが、効いて何よりだ」

			「？　一体何の話をしているの？」

			　この中で、すべてを理解しているのは当然ブラッドのみ。

			　突然身体の自由が利かなくなってきたメルアーも、仲間であるティアも、この状況が一切理解出来なかった。

			「俺が最初に貴様に不意打ちしたとき、俺はこのナイフで貴様を刺した」

			　取り出されたのは赤いナイフ。

			　血を吸い、赤黒く輝く恐ろしいほど美しいナイフであった。

			「これは〈凝血刀〉。この表面には、俺の魔力で滲み出す特別な毒があってな、不意打ちのときに貴様の体内に入れさせてもらった」

			　ナイフからぽたりと液体が垂れる。

			　それは赤い液体であったが、血より薄く、明るい色であった。

			「これは血を石のように固める毒。少量では相手の動きを鈍くする程度の働きしか出来ないが、さっきのように深く突き刺し、尚且つ身体の中心に刺してしまえば、貴様の全身の血を石に変えるなど容(よう)易(い)だ」

			「あ……あ……」

			　すでにメルアーは、彼の言葉が理解出来なくなってきていた。

			　彼女を司令塔としていたキマイラは完全に動きを止め、身体を支えることも出来ずに崩れ落ちる。

			「残念だが、貴様はもう詰んでいた。もう……ほとんど聞こえていないだろうがな」

			「……」

			　メルアーはもう喋(しやべ)れない。

			　しかし、まだ少しだけ動く眼球が、視界の端に一体の魔導兵の姿を捉える。

			　ボロボロの外装から、一人の男が今、這い出そうとしていた。

			　男の名前はラーメル。

			　今死にゆくメルアー、いや、アーメルの兄だと思い込んでいた男だ。

			　魔法によって刷り込まれた記憶のはずなのだが、この期に及んでもまだ、ラーメルは家族に対する視線をメルアーに向けていた。

			「アーメ……ル」

			　彼自身もボロボロであった。

			　先ほどグレインに蹴(け)られたダメージが大きいのだろう。

			　口から血を流しながらも、ラーメルは彼女の、妹の名前を呼ぶ。

			　何であの人はあんな眼を向けてくるのだろう。

			　騙(だま)していたのに、酷いことしたのに。

			　最愛のアリゼさんだってめちゃくちゃにしちゃったのに。

			　何であんな優しい眼を向けてくるんだろう。

			　妹なんて幻だ、家族なんてまやかしだ。

			　それなのに、どうして？

			　そういえば――――。

			　あの人達と過ごす毎日って……悪くなかったなぁ。

			　ああ、私が本当の妹だったらよかったのに。

			　それならきっとこんな力いらなかったのに。

			　もっと――普通の女の子みたいに――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さらばだ、魔物使いよ」

			　崩れ落ちたキマイラの上、何かを求めるかのように手を伸ばしている少女の像が、そこにはあった。

		

	
		
			63　命

			　

			「こいつはめんどくせえな」

			　俺は黒丸の一撃を受けても無傷なカゲロウを見て愚痴(ぐち)る。

			「効かんと言っただろう」

			　お返しとばかりに振られる剣。

			　俺はそれを片手で受け止め、空いている手で腹を殴りつける。

			　しかし感触は鈍い。

			　なんでもこの黒い鎧(よろい)、あらゆるエネルギーを吸収して０にしちまうらしい。

			　俺の攻撃が効かないのは運動エネルギーを０にされているからだそうだが、魔法や魔力を込めた攻撃でも駄目だった。

			　魔力すらも吸収されているようだが、簡単にいえば全身強力な衝撃吸収材ってことだな。

			「無駄だ！」

			「おっと」

			　再び振られる剣を、体をそらしてかわす。

			　こりゃ参った。

			　現状打開策がない。

			　かなりの力を込めて殴ってもダメージがないってことは、全力に近い攻撃じゃないと話にすらならないだろう。

			　全力出したら砕けるのかって聞かれると、多分としか言えないが……もし全力でカゲロウを攻撃すれば、こいつは死ぬ。

			　それはまずい。

			　現状、負けはしないが勝てもしない。

			　瞬殺して他の連中の助けに入る予定が総崩れだ。

			「ふっ……さすがは主の認めている男、あの虫けらどもとは違うな！」

			「あ？」

			「確か……五大魔将とか言ったか？」

			　カゲロウの表情は嘲(あざ)笑(わら)っていた。

			　こいつまさか……。

			「てめぇ……何しやがった？」

			「何と聞かれても、殺しただけ、としか言えないな。汚い地面にデカブツと小さな女の死体が並んでいるはずだぞ？」

			「……」

			　五大魔将が負けた？

			　体格的にイデスとリリーだろう。

			　あの二人は強い。

			　けど、納得は出来る。

			　こいつがこの鎧(よろい)を着て戦えば、あの二人でも勝てる見込みはない。

			　現に俺がこいつにダメージを与えられていない時点で、二人にはダメージソースはないはず。

			　つまりこいつの話は本当のこと――――。

			「悲しむことはない、貴様もすぐに同じ目に遭わせてやるぞ！」

			「……うるせぇ」

			　俺は剣をかわし、カゲロウの胸を蹴(け)って後退させる。

			「ふん！　この程度では――――何？」

			　やつは気づいた。

			　自分が蹴(け)られて距離を取られたことに。

			　自分が、衝撃を受けたことに。

			「……ごちゃごちゃうるせぇんだよ。てめぇ、何してくれてんだ」

			「な、なん――――」

			「何してくれてんだよ！　あぁ!?」

			　何かを言う前に、カゲロウの顔面を殴り飛ばす。

			　尻(しり)もちをついたこいつは、ようやく理解しただろう。

			　自分の鎧(よろい)が、俺の攻撃を受けきれていないことに。

			「オラァ！」

			「ぐぁぁ!?」

			　黒丸を叩きつける。

			　それを受け止めようとしたカゲロウは、衝撃を殺しきれず大きく後ろに吹き飛んだ。

			　ちくしょう。

			　怒りが沸々と湧いてきやがる。

			　足りない、この程度の攻撃じゃ。

			　もっと、壊すくらいの力で――――。

			「は、はは！　そうこなくてはな！」

			　身体を起こしたカゲロウに、俺は静かに黒丸を振り上げる。

			　こいつを倒すにはまだ足りない。

			　俺の魔力が黒丸を這って行く。

			　やがてそれは白く見えるほどに厚みを増し、魔力の昂ぶりで大地を震わせた。

			「――死ねよ」

			「ッ！　〈闇の衣(ダークローブ)〉！」

			　顔を一瞬青くしたカゲロウは、新たに黒いオーラを身体に纏(まと)う。

			「この二重着はさすがに辛いが……これで貴様の攻撃を受けることは二度と――――」

			　ああ、うるさい。

			　今すぐに黙らせたい、いや、黙らせてやる。

			　黒丸に注いでいた魔力はもはや最高潮に達していた。

			　一瞬――――周りの音が止む。

			「――――〈飛剣・絶〉」

			　一筋の線が、大地を走った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よかった、生きてんな」

			「はぁ……はぁ……」

			　カゲロウは立っていた。

			　肩から足にかけて深い切り傷を負い、大量の血を水たまりに吐きながらも、立っていた。

			「その剣で切っ先をずらして、頭を守ったのか」

			　やつの足元には、切断された片手剣の刃が落ちていた。

			　切った感触からして、黒丸レベルの上物だったんだろう。

			　そんでもって影の鎧(よろい)、まさか両断を防ぐとはな。

			　振り下ろす直前で頭が冷えて、少し加減しちまったのも原因だろうが、まさかここまでダメージを抑えるとは思わなかった。

			　この男は間違いなく強い。

			　おそらく、黒ローブの中で一番強いのはこいつだろう。

			「俺の〈限界突破(リミットブレイク)〉ですら……貴様には及ばないと言うのか……」

			　切断された鎧(よろい)が砕けて落ちる。

			　同時に、カゲロウも膝から崩れ落ちた。

			　膝を地面につき、空を仰ぐ。

			「殺せ」

			　すべてを諦めた声だった。

			「ここで貴様を始末出来れば……よかったんだがな」

			「欲張りすぎだ、馬鹿」

			　俺を殺したきゃカゲロウを50人連れて来い。

			　負ける気はしないがな。

			「ま、お前も知ってるだろうが、俺は殺しをやらねぇんだ」

			　さっきは自分でもあそこまで血が上るとは思っていなかった。

			　まさか……殺してやろうとまで思うとはな。

			　怒りはある、今はそこまででもないが。

			　とりあえずは早く二人のもとに向かいたい。

			　やつらのことだ、まだ息があるかもしれない。

			　最悪……俺なら助けられる。

			「ちょっと急ぐが、これで死なれちゃ困るのは俺だ。手当してやっからじっとしてろ」

			　だからってカゲロウに死なれても俺が困る。

			　この程度の傷ならさっさとやってしまおう。

			　こいつも抵抗する気はないようだし、このまま治して縛り上げときゃいいだろ。

			「……お前は、なぜ命を奪わない？」

			「あ？」

			　これからを考えながら回復魔法をかけていると、カゲロウの声で現実に戻された。

			「お前が人の命を奪わないことは主から聞いている。最初にこの世界に来てから、今までずっととも……ならば、なぜ貴様は人を殺さない？」

			「……」

			　……そういえば、何でだっけ？

			　冬真を殺したときに、もうこれ以上人の命を背負いたくないと思ったのは本当だ。

			　けど、それよりも前から、俺は人を殺さなかった。

			　この残酷な世界で、俺は頑なに命のやり取りを拒んだ。

			　どんなに悪逆非道なやつでも、殺していない。

			　どんなに気に食わなくても、殺しはしなかった。

			　なぜ……と聞かれれば、なぜだろうか？

			　前世での日本暮らしが原因だったら、もう俺には思い出せない。

			　しかし、仮にそうだとしたら、俺は誰かに話していると思う。

			　こういうことがあったんだ、だから命は奪わないんだ……と。

			　そんな記憶はない。

			　この理由は……俺が人を殺さない理由は、もっと深く……心よりも記憶よりも……深いところに刻まれている気がする。

			　まあ……今この場で思い出すことは出来ないだろう。

			「自分でも、分かんねぇや」

			　治療を終えたカゲロウを、魔力の練り込まれたロープで縛りながら言う。

			　ついでに魔法袋から魔石を取り出し、ぐるぐる巻きになったロープの中にねじ込む。

			　これは魔封じの石だ、しばらくは一切の魔法を使えないだろう。

			「ま、相手が俺でよかったな。他のやつだったら死んでたぜ、お前」

			「……負けた俺に生きている価値はない」

			　カゲロウは顔を伏せた。

			「俺たちは作られた人間だ。多種族を滅ぼす武器として、戦争の道具として……。敗北すれば、俺たちは何の価値もなくなってしまう」

			「……」

			　なんだこいつ、いきなり重いぞ。

			　そういう話は基本聞きたくない。

			　つまらないし、何も言えなくなる。

			　どう頑張っても、俺は同情することが出来ないからだ。

			　こんな化物は、誰にも同情してもらえないからだ。

			「……てめぇの事情は知らねぇがな……ま、生きてることは死んじまうよりはマシだと思うぜ」

			　死はどうしようもない恐怖を伴う。

			　一度だけ死んだことがあるから分かる。

			　ディスティニアの連中に罠にはめられ、日本に強制送還されたとき、俺は膨大な魔力の本流の中で、自分の身体が溶けていくのを感じた。

			　やがてすべては溶け切り、俺の意識は消えていく。

			　あのときはとにかく怖かった。

			　最強になり、怖いものなしだった俺が、恐怖を抱いた。

			　もうあれを味わうのはごめんだ。

			「とりあえず、魔族に謝って許してもらうところから始めるんだな。少しだけなら俺も弁護してやるからよ。そんで飯でも食いに行けって。腹減ってるからそんな考えが下向きになるんだ。満腹は幸せの元だぜ？」

			「……」

			　カゲロウは何も言わない。

			　いろいろ思うところはあるんだろう。

			「おっと……そろそろあいつら見つけて治さねぇと……」

			「……やつらは死んだぞ」

			「知るか。生きてるって、あいつらは」

			　俺の勘がそう言っている。

			　やつらは人間なんかよりもしぶとい。

			「さっさとあいつらが倒れてる場所教えろ、もうお前に拒否権は――――」

			「――駄目じゃないかカゲロウ、死ぬまで戦わなくちゃ」

			「「ッ!?」」

			　俺は、真後ろから聞こえた声に反応し……思わず、黒丸を振った。

			　加減のない、一振りだった。

			　そいつは、にやりと笑う。

			「ほら――――主のピンチだよ」

			　しかし、俺が斬ったのは……。

			「……ありがとうカゲロウ、おかげで僕は助かったし、セツに、『人』の命を奪わせることが出来た」

			　血しぶきが飛ぶ。

			　カゲロウが、自分の胸を見ながら崩れ落ちる。

			　俺が、心臓と肺を切断してしまい、命を失ったこいつは……ゆっくりと……体温を失い始めた。

			「さあセツ――――――見せて？」

			　冬真が俺を見て笑っていた。

			　自分で操り、壁にしたカゲロウには目もくれず、俺に顔を向けていた。

			　カゲロウが死んだ。

			　俺が殺した。

			　冬真が壁にしたから、いや違う。

			　俺の刃だ、俺の刃が殺った。

			　俺がこの手で――――――殺した。

			　命を奪った、この手で、俺が、俺が、俺が――――。

			「あ……ああ……あああぁぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁぁぁ！」

		

	
		
			64　魂に刻まれたこと

			　

			『節、私はお前に伝えなきゃいけないことがある』

			　真っ白い空間に、まだ幼い男の子と、その母親らしききれいな女がいた。

			　俺は浮いていて、二人を上から見下ろしている。

			　ここはどこなのだろうか？

			　二人を見ていると、不思議と頭が痛む。

			　まるで、無理やり記憶を掘り起こされているような――――。

			　――そうか、これは……俺が、セツでも、雪でもなかったときの記憶。

			　大食いに食わせてしまった、俺の前世。

			『と言っても、今伝えたところで忘れちまうだろうからな……そうだ、魂に刻んどいてやるよ』

			　母親は、幼い俺の胸に手を置いて話しだした。

			『……お前は私の息子だ。そのせいで、これからいくつもの苦難にぶつかると思う。選択が必要なときもあるだろうし、命を奪わなきゃいけないときも来るだろう。でも、お前は自分のしたいことをしろ』

			　母親の声が染みこんでくる。

			　自分を造っているパーツを、ひとつひとつ確認させられているような気がした。

			『ぶっ飛ばしたいやつをぶっ飛ばして、守りたいやつを守れ。お前はそれが出来るくらい強くなる』

			　気持ちのいいくらいの悪い笑顔で、母親は言った。

			『けど、その中でお前は一つの約束を守らないといけない』

			　そう言いながら、もう片方の手を頭に置く。

			　母親はゆっくりと幼い俺の頭を撫でながら、続けた。

			『お前は、「人」の命を一つ、死ぬまでに一つだけ奪って背負わないといけない。そうしないと、お前は――――になれない』

			　一瞬ノイズが走り、少し聞き取れない部分があった。

			　一番重要なところじゃないのか……そこ。

			『殺さないのも駄目だし、殺しすぎも駄目だ。殺さなきゃ、お前の魂は死とともに消滅する。逆に殺しすぎれば、お前はただの罪人に成り下がり、私が引導を渡してやらないといけなくなる。そんなの嫌だろ？』

			　幼い俺には何のことか分からない。

			　当たり前だ、今の俺にも分からないんだから。

			「ま、お前は約束を破って二人殺しちゃったんだがなー」

			「ッ!?」

			　気づくと、俺の意識は幼い俺の中に入り込んでいた。

			　女のしゃべり方も、過去のものではなくなる。

			　こいつは、今の俺と話している。

			　幼い俺ではなく、今、「人」を二人殺してしまった俺と……。

			「二人の命を奪ってしまったお前は、私の手で死に導かないといけない。なぜそうしなければいけないのか……分かんねぇだろ？」

			「……当たり前だ」

			「分かんなくていい、どうせお前はここでお陀仏だ」

			　女の細い腕が、俺の喉元に伸びてくる。

			　少し冷たいくらいの手だった。

			　この幼い身体では、その手を払いのける力がない。

			　だとしても、俺はもがかないし、逃げない。

			　こいつ……この人が終わりと言ったのなら、俺はもう終わりなのだ。

			「……あんま痛くしねぇでくれ、お袋。こんな歳でも、痛みは嫌いだ」

			「ふん……思い出してもねぇくせに……よく母親なんて呼べるな」

			「記憶にはなくても、あんたが母親だってことはすぐ分かるさ。記憶にはなくても、あんたの腹から生まれたことも、あんたのくれた言葉も、あんたの教えも、全部俺の魂に刻まれている。あんたが刻んだんだろ？」

			　魂なんて、正直あるかどうかなんて曖(あい)昧(まい)だ。

			　それでも、俺は前世の記憶を失ったのにもかかわらず、覚えている。

			　この人を、母親だと覚えている。

			　心よりも、記憶よりもさらに深いところで。

			「何で忘れてたんだろうな……俺が人を殺さないのは、お袋が原因だったのか」

			「……お前にこの話をしたのは、この身体のときだったからな。記憶で覚えていないのも無理はない。それでも魂が覚えてるはずだがな」

			　俺の胸に触れているお袋の手を見る。

			　そうか……こうして刻み込んでくれてたんだな。

			「……俺は……あんたの言いつけを破っちまったんだな。じゃあやっぱり……消されちまっても仕方ねぇか……」

			　正直、ことの大きさはまだ理解出来ていない。

			　なぜ俺だけ二人殺してはいけなかったのか、肝心な部分が聞き取れなかったせいで、納得が出来ていなかった。

			　でも、逆らう気になれない。

			　多分、逆らったところで、お袋には勝てない。

			　この人は、俺たちと同じ所に立っていない。

			「やるならひと思いに頼む……出来るだろ？」

			「……っはは！　やっぱりお前、私の息子だ」

			　お袋は俺から手を離し、あぐらをかいて膝を叩いて笑う。

			　ものすごく男勝りで、それでいて親らしい。

			「お前を消すなんていつだって出来らぁ。ちょっと昔話しようぜ。お前が失った記憶を取り戻させることは出来ないが、私……いや、家族とどんな生活をしてたかを話してやる」

			「……ああ、頼む」

			　どうせここで終わりなら、最後に自分のことを聞きたい。

			　俺が「人」だったときの話を。

			　ああ……もうどうでもいい。

			　後のことも、あいつらのことも……全部――――――――どうでもいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「〈飛槍〉！」

			　サイガの突き出した槍から、魔力の刺突が飛び出す。

			　シロネコは身を捻ってそれをかわすと、その懐に入り込んだ。

			（なっ……やっぱ速ぇ）

			　がら空きの胴に向かって振られる爪を、サイガは無理やり引き戻した槍で防ぐ。

			　甲高い音とともに両者弾かれ、お互いに距離を取った。

			「ふしゅー………」

			　ゆっくりと止めていた息を吐いたシロネコは、ゆっくりと神経を研ぎ澄ませていく。

			　わずかにシロネコの方が強いことをサイガも理解しているため、迂(う)闊(かつ)には跳びかかってこない。

			　それは彼女にとってありがたいことであり、少しずつだが、ミネコの方に意識を向けることが出来ていた。

			（まあ心配する必要もないです……）

			　彼女の視界の隅で、ミネコがクロイヌの腹を蹴(け)り飛ばしている姿が映った。

			「がはっ……」

			「はぁ！」

			　強力な飛び蹴(け)りを腹に受け、クロイヌが怯(ひる)んだところを、追撃の上段蹴(げ)りがとらえる。

			　ミネコの驚くべきところは、飛び蹴(げ)りをしたせいで浮いているにもかかわらず、身体の捻りと筋力だけで追撃を叩き込めるところだ。

			　そして無様に地を転がったクロイヌと違い、ミネコはしっかりと着地する。

			「調子に乗るな……猫風情が！　〈炎術・砲弾〉！」

			「そういうあなたは犬じゃないですか……」

			　クロイヌは身体を起こし、巨大な炎弾を撃ちだす。

			　真っ直ぐと自分に飛んで来るそれを、ミネコは冷静に眺め、すぐさま見極めた。

			「〈重脚〉！」

			　魔力のこもった回し蹴(げ)りが、炎弾をとらえる。

			　真横からの衝撃を受け、炎弾は彼女に当たらず横に逸れて飛んで行った。

			「……砕けないですか……私ももっと修業が必要だなぁ……」

			「くっ……」

			　クロイヌは内心焦っていた。

			　奥の手はあるとは言え、この状況でかなり押されてしまっているため、このまま押し切られてしまう可能性があるからだ。

			　だからと言って奥の手を使ってしまい、仮にも仕留めきれなかったら、彼女は確実に負ける。

			　少なくとも、ミネコの動きを止めなければ話にならない。

			（癪(しやく)ですが……サイガに協力を要請して――――）

			「うおぉぉぉ!?」

			「……何してるんですか？」

			　突然、彼女の横にサイガが落ちてきた。

			　息を切らしており、全身に細かい傷を負っていることから、相当攻められていたことが分かる。

			「ッチ……全身引っかき傷だらけだ、ちくしょう……」

			「情けないですね」

			「お前こそ、ずいぶんと焦ってるじゃねぇか？」

			「ッ！　……うるさいですよ」

			　サイガが落ちてきた後、少し遅れてシロネコがミネコの横に着地する。

			　当然だが、彼とは違い無傷である。

			「何で飛んで来るんですか、姉さん……」

			「空中戦です。それより、あのサイガとか言う男、なかなかやるです」

			「……みたいですね」

			　姉と戦い軽傷で済んでいる時点で、サイガの実力は認められている。

			　そしてもちろんシロネコも、ミネコと戦ってまだ倒れていないクロイヌの強さは認めていた。

			「……長期戦はまずいかもです」

			「え？」

			「やつら、絶対何か隠してるです。せめて……クロイヌだけでも仕留めたいです」

			「……分かりました」

			　二人は眼光鋭くクロイヌを睨(にら)む。

			「あれ、やるです」

			「はい」

			　静かに構える二人の猫少女の殺気は、常人であれば気絶してしまうほどの迫力があった。

			　クロイヌとサイガも思わず一歩下がってしまうほどに……。

			「作戦名、にゃんにゃんかくれんぼ――――です」

		

	
		
			[image: p_164.jpg]
		

	
		
			65　呆(あつ)気(け)なし

			　

			「このままじゃまずいですね……サイガ、私はあれを使います」

			「お前……でもあれは、魔力をほとんど持ってかれるじゃねぇか。それに発動までに時間がいるし……」

			「そのためのあなたです。発動までの護衛、お願いしますね。最低でも……一人は仕留めますので」

			「チッ……分かったよ！」

			　サイガがクロイヌの前に飛び出す。

			　クロイヌは静かに手を合わせて、眼を閉じた。

			（クロイヌのコレさえ決まれば、勝ちは近い……問題は俺があの二人を押さえ込めるかだが……ま、何とかするしかねぇだろ）

			　槍を一度振り、覚悟を決める。

			　気だるげな思考とは違い、その振る舞いは闘志に溢れていた。

			「――――行くです」

			　シロネコとミネコが飛び出す。

			　正面に槍を構えていたサイガに、シロネコの爪が迫った。

			「おらよ！」

			　それを受け止めた彼は、横から抜けようとしていたミネコにそのまま突きを放った。

			　急停止したミネコは難を逃れたが、勢いを落とされ一度距離を取る。

			　爪を防がれたシロネコは手を引き、再び爪をくり出した。

			「へっ……眼が慣れてきやがったぜ！」

			「そう……です……かっ！」

			　爪と槍がぶつかり、甲高い音を上げる。

			　サイガは強がりを言いつつ、ちらりと後ろに眼を向けた。

			　そこにはクロイヌがおり、まだ動く気配がない。

			（まだか、クロイヌ……！）

			　怒涛の爪乱舞。

			　すでに無傷のまま受けきることは困難になっており、いくつか切り傷をつけられている。

			　それでも、距離を取ることは出来ない。

			　その隙に、無防備な仲間の命を奪われてしまったら堪ったものではないからだ。

			　しかし、猫姉妹からすれば関係ないことである。

			「〈重脚〉！」

			「ちっ……くしょう！」

			　爪を掻い潜り、不意打ち気味に飛んできたミネコの飛び蹴(げ)りを、槍で受け止める。

			　そんな衝撃を受け切れるわけもなく、彼の身体は数メートル吹き飛ばされた。

			「いってぇ……な……」

			　サイガはフラつきながらも立ち上がり、再び槍を構えた。

			　クロイヌとはまだ少しだけ距離があり、あと少しならば持ちこたえられるだろう。

			　そんな彼を嘲(あざ)笑(わら)うかのような光景が、目の前に広がっていた。

			「はっ……ふざけんなよ」

			　目の前を、高速で跳び回る何かがいる。

			　地を蹴(け)る音がそこら中から響いてくるため、正確な位置が分からない。

			　音が同時に二箇所で鳴ることもあるため、少なくともシロネコとミネコが跳び回っていることは分かるのだが、サイガではいかんせん姿がとらえられない。

			　そして――――。

			「がっ！」

			　どちらかの体当たりが、彼の身体を掠(かす)る。

			　それだけでサイガはのけぞり、たたらを踏む。

			「なんつー威力だよ……」

			「〈キャットホッパー〉、避けきれると思わないことです！」

			　足に〈部分獣化〉を施し、驚異的な脚力で空間を蹴(け)ってスーパーボールのように跳ね回るのが、この技の正体である。

			　そもそも見えない速度で跳び回っているのが、身体に触れることを考えると、常人なら一瞬で木っ端微(み)塵(じん)だろう。

			　一撃でも耐えたサイガはさすがと言えるが……。

			「っう！」

			　怒涛の体当たりがサイガを襲う。

			　人間大の塊が、猛スピードで彼の肩を、足を、腹を打つ。

			　槍はすでに取り落としてしまっていて、腕で頭を守る程度のことしか出来ていない。

			　ただ、サイガは耐えて耐え続けた。

			「っ！　サイガ！　行けます！　下がってください！」

			「はっ……やっと……かよ」

			　そこに朗報が入った。

			　サイガは思わず安堵の表情を浮かべる。

			　最後の力を振り絞り、クロイヌのもとまで跳んだ。

			「あっ！」

			　バウンドをやめたミネコが逃がしたことに声を漏らす。

			〈キャットホッパー〉の弱点の一つである、狙った攻撃が出来ないところが仇(あだ)になってしまった。

			　この技は威力、範囲、拘束力ともに優れているものの、高速で動き回るせいで狙いがつけづらい。

			　常に大雑把な位置しか分からず、シロネコとミネコが初めてこの技を編み出したときは、互いの衝突が絶えなかった。

			　息が合うようになり、ようやく完成形に持ってこれたが、やはり弱点は拭(ぬぐ)い切れない。

			　しかし、彼らは見落としていることがある。

			「頼むぜ……ぶちかましてやれ！」

			「言われなくても……！」

			　クロイヌが手を前に突き出す。

			　ミネコは毛が逆立つほどの嫌な予感を覚えた。

			　しかし彼女ではもう止めに入れる距離ではない。

			（勝ったな……）

			　サイガは息も絶え絶えになりながらも、勝ちを確信した。

			　そうして力を抜いてから、気づく。

			（あれ……そう言えば……シロネコのやつはどこへ行った？）

			「終わりです、〈時間魔――――」

			　終わりはあなた――――です。

			　声は、クロイヌの後ろからした。

			　気づいたときにはもう遅い。

			　鋭い爪は術を唱えようとしていた彼女の首を抉(えぐ)り、赤い飛沫をあげる。

			　サイガもクロイヌも、まったく反応することが出来なかった。

			「にゃんにゃんかくれんぼ、大成功です」

			　途中から〈キャットホッパー〉から抜け出し、誰にも気づかれずクロイヌの後ろに隠れていたシロネコは、ドヤ顔で倒れた彼女を見下ろす。

			　ガードに夢中になっていたサイガは、音が一つになっていたことに気づかなかった。

			　多大な魔力を必要とする魔法を練っていたクロイヌは、気配を消した彼女に気づけるわけがなかった。

			　何より、ミネコが常に動き、しゃべることで、絶妙にシロネコの気配が消えていたのが、一番の決め手である。

			「おい……クロイヌ……」

			　サイガが倒れたクロイヌを抱き上げる。

			　すでに、彼女の息はない。

			　ただ、身体に残った血を、水溜りに吐き出すばかりである。

			　呆気がなさすぎた。

			　いや、そういう一撃だった。

			　シロネコの一撃は、これで決めるという決意が乗り、必殺に成り得ていたのだ。

			　戦場では、それを決めた者が勝ち、防げなかった者が負ける。

			　クロイヌは、負けたのだ。

			「次はあなたです、もしここで大人しく降参すれば、せめて苦しまないよう殺してあげるです」

			　クロイヌを死に追いやった爪が、サイガの首元にも置かれる。

			「ちくしょう……飯行く予定はどうしてくれんだよ……」

			　サイガは、涙を流していた。

			　愛した者の死を悲しんでいた。

			「てめぇら……殺してやる」

			　そして、怒りで満ちていた。

			「腸掻きだして殺す、全身に風穴開けて殺す、目玉を抉(えぐ)り出して殺す！　絶対に許さねぇてめぇら！」

			「っ！　私も同じ気持ち……です！」

			　爪が動いた。

			「〈伸縮魔法(エスティーマジック)〉……ニードル！」

			「ッ！」

			　シロネコは思わず爪を引き、後ろへ跳ぶ。

			　一瞬前まで彼女がいたところを、サイガの背中の服を突き破って現れた無数の針が貫いた。

			　その針たちは伸び続け、後ろに逃れたはずのシロネコを追う。

			「なんっ……です……っ!?」

			　シロネコは後ろへ跳び続ける。

			　針は真っ直ぐ伸び続けはしなかった。

			　横に避けようとしても進路を変え、幾重にも曲がりながら彼女を追う。

			「姉さん！」

			「お前も死ねやァ！」

			　止めようとしたミネコに向けて、サイガの腕がそのままの意味で伸びる。

			　意表を突かれたミネコはのけぞるが、そのまま喉を掴まれる。

			「がっ……これは……ユニーク魔法……？」

			「くたばれや……くそ猫ッ！」

			「ぐぅ……」

			　首を掴んでいる手の力が大きくなる。

			　苦しみの中、ミネコは自分の思考が薄れていくのを感じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クロイヌとサイガは、黒ローブの中で一番付き合いが長かった。

			　人間たちの、「人間兵器」を作り出す計画の犠(ぎ)牲(せい)者でもある二人は、その研究段階から知り合いである。

			　互いに励まし合い、喧嘩したこともあった。

			　その頃からサイガは彼女に片思いしていたが、気持ちが伝わっている気配はない。

			　冬真についていったのも、クロイヌがついていくと言ったからである。

			　すべては、彼女がいなければ意味がない。

			　彼女がいなければ戦う理由がない。

			　それでもせめて、彼女を殺したこの二匹を殺さないと気がすまなかった。

			「ミネコを離すです！」

			　シロネコが針（と言うより、もはや触手）に追われながらも、サイガに向かって駆けてくる。

			　針の伸びる速度では、彼女の速度には追いつけない。

			「うるせぇ死ね！」

			　もはや何の捻りもない荒々しい言葉とともに、再び彼の背中から針が飛び出す。

			　勢いあまって刺さりそうになったシロネコは、慌てながら横に避ける。

			「俺の〈伸縮魔法(エスティーマジック)〉は、どんなものでも好きなように伸縮させられる！　てめぇらに逃げ場はねぇよ！」

			（くっ……まずい……です）

			　シロネコは、襲い来る針たちを何とかかわしつつ考える。

			　この針たちがやたら硬く、彼女の爪でも切断出来なかったことに対しての「まずい」ではない。

			（このままミネコの意識がなくなるのはまずいです……！）

			「死ね！　死んじまえ！」

			「……うぅ」

			　彼女の意識は落ちかけていた。

			　このままでは首の骨が折れるか、窒息死は免れないだろう。

			　だが、シロネコの心配はそこでもなかった。

			「サイガ！　やめるです！　そのままミネコの意識がなくなったら……っ！」

			「アァ!?　うるせぇ！」

			　腕にさらなる力がこもる。

			　もう、ミネコが意識を保てるだけのそれではなくなった。

			　だと、言うのに――――。

			「このままッ！　死ね！　死ねェ――――――」

			「…………グルルルル……」

			「死ねッ！　しね！　し……ね……あれ？」

			　サイガの伸びた腕が、なくなっていた。

			　それを咥えているのは、一匹の大きな猫。

			　彼をそのまま踏み潰せそうな猫は、そこらの地面に、それをゴミのように吐き捨てる。

			「グルルルル……」

			「――――ミネコは部分獣化は得意なのに、獣化が苦手です。だから戦闘中に気絶でもしてしまうと、制御をなくした獣になって暴れまわる……です」

			「シャーーーッ！」

			「ってもう……聞こえてない……です」

			　そこには、一瞬にして巨大猫にタコ殴りされているサイガの姿があった。

			　すでに顔面がひしゃげており、最初は罵(ば)倒(とう)が混ざっていたものの、今はもう殴打音しか聞こえない。

			「こうなったときのミネコの力は５倍です……ご愁(しゆう)傷(しよう)様(さま)、です」

			「フシュー……フシュー……」

			　黒い体毛から彼の血を滴らせる猫は、雨空に向かって雄叫びをあげる。

			　また一つの戦場で、一つの戦いが決着した。

		

	
		
			66　夕炎の衣

			　

			「所詮は虫！　この程度かしら？」

			「……」

			　ルーナと戦う夕陽は、今攻めあぐねていた。

			　理由は簡単である。

			　攻撃が一切届かないのだ。

			「〈夕(ゆう)弾(だん)〉！」

			「無駄よ！　虫の分際で！」

			　夕陽が人間大の炎の玉を放つが、それは決してルーナに当たることはない。

			　彼女の眼前で、すべての攻撃は下に落ちる。

			「この〈重力魔法(グラビティマジック)〉がある限り、あなたは私に勝てないのよ」

			　地面に押しつぶされた〈夕(ゆう)弾(だん)〉は、本来の効果を発揮することなく、そのまま霧(む)散(さん)する。

			　その様子を観察した夕陽は、自分の魔力の残量を確認しつつ思考を開始した。

			（さっきから五発は撃った……どの角度からでも押しつぶされちゃう……もし結界のように、あの人の周りを重力の強い場所が囲っていたら、私の攻撃は実質届かない……押しつぶされない攻撃を撃つには……意識外……背後に回り込んでみようかな）

			　おおよその考えをまとめ、夕陽は駆け出す。

			　魔力で強化された彼女の足は速く、人間のそれを超えている。

			（速いわね……）

			　実際、ルーナはこの状況に危機感を感じた。

			　彼女の魔法はユニークであるがゆえの弱点がある。

			　まずどんなものでも押しつぶす代わりに、距離と範囲に制限があった。

			　自分の周りに重力の結界を作る程度なら簡単だが、重力を強く出来るところは範囲によるが、おおよそ二箇所。

			　射程は10メートルほど。

			　その程度の距離ならば、一瞬にして敵をプレスすることが可能である。

			　ただし、現状高速で動き回る夕陽をとらえることは不可能だった。

			　本来、ルーナは単騎ではそこまで成績を残したことがない。

			　彼女の真価は、仲間といて初めて発揮される。

			　この状況を作り出したのは自分である以上、責任を持って夕陽を撃破しなければならないが、早くも奥の手を使わざるを得ない状況まで追い込まれかけていた。

			（くっ……敵の動きを阻害してくれる人がいないと当てにくいわね……！）

			　ルーナが魔法を発動させる。

			　降り注ぐ雨がその部分だけ強くなり、そこの地面が凹みだす。

			　しかしもう、夕陽はそこにはいない。

			　それでも、彼女はニヤリと笑った。

			「後ろね！」

			「……ッ！」

			　夕陽は考え通りに背後を突き、魔法を放とうとしていた。

			　しかし、その考えは簡単に見破られ、ルーナの思う壺であったのだ。

			「確かに真後ろだと魔法の発動は遅れるわ！　でも、そこに来るって分かっていたなら話は別よ！」

			　彼女の魔法は発動も遅ければ範囲も大きいわけではない。

			　ならば、当てるために敵の動きを予想するしかない。

			　そこで普段から背後に隙があることをそれとなくバラし、わざと狙わせる。

			　そうして飛び込んできた虫を――――――。

			「こうして仕留める！　〈重力の鉄槌(グラビティハンマー)〉！」

			　逃げようと思ったときにはもう遅い。

			　攻撃のために足を止めてしまった夕陽は、真上からのとんでもないプレッシャーに押し潰される。

			「ぐっ……うぅ……」

			「もがいても無駄よ。その重力からは逃げられない」

			　彼女の身体が地面にめり込んでいく。

			　身体を潰す音が聞こえ始め、今にも地面と一体化してしまいそうであった。

			「さあ、潰れなさい」

			「がっ――――――」

			　ついに、夕陽の身体が完全に潰れる。

			　見るも無残な光景であった……しかし、異変が起こった。

			「なっ……」

			　潰れたはずの彼女の身体が、燃え始めたのだ。

			　いや違う。

			　その身体が、炎だったのだ。

			　夕陽の身体だと思われていたものが、地面で霧(む)散(さん)して消える。

			「――――見事に私の〈炎分身〉に引っかかったね」

			「う、上!?」

			　ルーナが顔を上げる。

			　自身の真上、そこに夕陽はいた。

			「あなたの魔法が重力を強くするってものなら、真上は安全でしょ？」

			「くっ……」

			　敵が遠距離中距離戦を挑んでくる場合であれば、ルーナは絶大な防御力を発揮する。

			　だが、一度でも近距離に持ち込まれ、真上を取られてしまった場合、彼女の魔法はほぼ無力化されてしまう。

			　なぜなら、真上の敵に向けて〈重力魔法〉を使えば、自分まで押しつぶされてしまうからだ。

			「〈夕(ゆう)弾(だん)〉！」

			「チィ！」

			　渾(こん)身(しん)の夕(ゆう)弾(だん)が放たれる。

			　それは確かな感触とともに爆発し、水蒸気をあげた。
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			「手応えあり……だね」

			　少しだけ距離を取り着地した夕陽は、水蒸気が晴れるのを待つ。

			　確かに夕(ゆう)弾(だん)は当たった。

			　しかし命を奪った感触はなかった。

			　死亡を確認しない限りは油断するな、これはエルカの教えの一つである。

			　そして案の定、ルーナは生きていた。

			「はぁ……はぁ……こんの……虫がァァァァァ！」

			「それだけ生命力があるあなたの方が虫っぽいのになぁ」

			　ギリギリで直撃をずらしたのか、右半身の服が燃え尽き、酷い火傷をところどころに負っている以外は、目立った外傷がない。

			　肩でほとんど受け止めたようで、特に肩の火傷が目立った。

			　ダメージは深刻だ。

			　しかし彼女の眼は、怒りと闘志で燃えている。

			「絶対に殺してあげるわ……ッ！　〈限界突破(リミットブレイク)〉！」

			「なっ……!?」

			　怒りの叫びとともに、ルーナの魔力が爆発したように吹き出す。

			　見た目の変化はない。

			　しかし夕陽は、明らかな違和感を感じ取った。

			「身体が……横に引っ張られる……？」

			「〈無数の重力(パラレルグラビティ)〉……！　あなたはこれから横に落ちるのよ！」

			　まるで地面が傾いている感覚。

			　夕陽の足は簡単に抵抗をなくし、真横への落下を開始した。

			「ッ！　〈空歩(エアウォーク)〉」

			　近場にすぐ掴まれるものもなく、とっさに夕陽は虚空に着地する。

			〈空歩(エアウォーク)〉、宙を歩くことが出来るようになる魔法である。

			　しかし――――。

			「そんな悪あがき！　私の世界では通用しないわ！」

			　夕陽に対する重力が、再び変えられる。

			　今度は、空に向かってその身体が落ち始めた。

			「なっ!?」

			　このとき、夕陽がこの戦いで初めての焦りを覚えた。

			　空に向かって落ちるということは、その上、宇宙に向かって落ちるということ。

			　この世界に宇宙があるという話自体は聞いたことがなかったが、星が見える以上はあるのだろう。

			　さすがに試したことがないが、宇宙空間で生きていける気は夕陽でも、さすがのセツでもしない。

			「重力とは絶対の力！　そのまま落ちなさい……どこまでも！」

			　夕陽は再び〈空歩(エアウォーク)〉を使用する。

			　しかし、それを許すルーナではない。

			「無駄よ！」

			　またも重力が変わり、夕陽は再び横に落ちる。

			　さらに――――。

			「虫にはこんな動きも予想出来ないでしょうね！」

			「っ！」

			　三度目の〈空歩(エアウォーク)〉で着地した夕陽の眼前に、突然ルーナが現れる。

			　重力の向きを利用した高速移動、重力を操る彼女であれば、息をするように使える技だ。

			「〈重脚〉！」

			　魔力によって強化されたかかと落としが、夕陽に叩きつけられる。

			　腕で直撃を免れたものの、その瞬間に重力の向きまでも変えられ、体勢を大きく崩すはめになった。

			「あっ」

			「もう一発！」

			　そこに、もう片方の足での〈重脚〉が炸裂する。

			「がはっ……」

			　無防備になった腹部へのかかと落としと、通常の向きに戻った重力で、彼女の身体は高速で地面に叩きつけられる。

			　息が止まるほどの衝撃。

			　この世界に来たばかりの夕陽であったなら、この一撃で死んでいた。

			（駄目だ……！　内臓と骨を傷めてる……回復しないと……！）

			「まだよ！」

			　回復する間もなく、夕陽の身体が地面から離れる。

			　再び真上に落ち始めた彼女に対し、ルーナも通常の重力の向きで落下を開始した。

			　つまり、二重の重力により二人はかなりの速度で接近しているということ――――。

			「終わりよ！　〈グラビティブレイク〉！」

			　二重の重力の乗った渾(こん)身(しん)の蹴(け)りが、夕陽の腹部をとらえる。

			　意識が飛びそうなほどの激痛が走り、彼女へのダメージはついに危険な領域まで蓄積した。

			「ごふっ」

			　タイミングよく重力の向きが変わり、またもや地面に叩きつけられる夕陽。

			　地面に大きな凹みを作り、彼女は口から大量の血を吐く。

			　内臓を傷めたどころか、どこかが破裂したのが分かった。

			　彼女の身体はもう、動かない。

			　――――そうルーナは判断した……のだが。

			「あ……ぐ……痛いなぁ……」

			「あ、あなた……まだ動けるの……!?」

			　骨を砕いた、内臓を壊した。

			　それでも、戦闘不能の判断は間違っていた。

			「……エルカさんに、何度も骨を砕かれた」

			　何度も内臓を壊された。

			　何度も四肢を落とされた。

			　何度も身を焼かれ、氷漬けにされた。

			　何度も身を切り裂かれた。

			「私は一度、身体の何もかもを壊してもらったの。このくらい屁でも……あるけど、動けないほどのものじゃないよ」

			「ば、化物なの……あなた」

			「……ううん、違う」

			　この程度では化物にはほど遠い。

			　彼女が愛し、追いかけ続けている彼こそが、化物なのだ。

			　夕陽はそれになりたい。

			　彼の横にいるために、化物になりたい。

			　セツを支えられるほどの、最高の女になりたい。

			「私は化物じゃない。だから……あなたは『人』に負けるんだよ」

			　夕陽の魔力が、体内で渦を巻く。

			　それは徐々に大きさを増やし、やがて体内から溢れだす。

			　そして、燃え始めた。

			「――――〈限界突破(リミットブレイク)〉」

			　夕陽の全身が炎上する。

			　炎は彼女の身体にまとわりつき、まるで服のように形を変え始めた。

			　オレンジ色の、炎の衣である。

			「〈夕炎の衣〉」

			　ついにはその皮膚からも炎がチラつき始める。

			　髪も炎のようにゆらめきだす。

			　美しくも恐ろしさを感じさせるそれは、まさに太陽のようであった。

			「何よ……炎に包まれて自傷行為でもしてるの？　あなたの奥の手はとんだ暴れん坊ね！」

			　ゆっくりと地面に着地したルーナは、冷や汗を流しつつも強がる。

			　夕陽は動じない、ただ無表情であった。

			「――――試してみる？」

			「っ！」

			　ルーナはとっさに、強い重力を真横から夕陽にかける。

			　とにかく距離を取れと、本能が言っていた。

			〈限界突破(リミットブレイク)〉している今ならば、距離の制限はあってないようなもの。

			　遠距離で戦えば、危なげなく勝てるはずだ。

			　……この本能と思考が、夕陽に恐怖を抱いていることの証明であったが、それを自覚するほど、ルーナのプライドは低くなかった。

			「無駄だよ」

			　しかし、夕陽はピクリともその場を動かない。

			「な、何でよ！」

			「今の私の身体は……炎で出来ているから」

			　夕陽は表情のない顔でそう言った。

			　高エネルギーを圧縮して放つ〈夕(ゆう)弾(だん)〉などの魔法と違い、今の彼女の身体は、質量のない炎そのものである。

			　炎自体に重さはない、つまり、重力にほとんど影響されないのだ。

			「そ、それがどうしたのよ！　そうなったらあなただって私に手を出せないじゃない！」

			「……まだ気づかないの？」

			「はっ……何を言って――――――」

			　鼻で笑い飛ばそうとしたルーナは、その途中に気づく。

			　あれだけ降り注いでいた雨が、一切身体に当たらないことに。

			　そして……ぐちゃぐちゃになっていたはずの地面が、乾ききっていることに。

			「ま、まさか……ッ!?」

			　空気はすでに高温となっていた。

			　それも、まだ上がり続けている。

			「この魔法は、私自身を炎に変換するせいで、まったく動けなくなっちゃう。代わりに、私がいるこの場の気温を、人が生きられないほどに跳ね上げることが出来る」

			　落ちてくる雨が空中で蒸発し、水溜りすらも一瞬で干上がる温度。

			　少なくとも、水が蒸発する時点で、気温は１００度を超えている。

			「な、何よ……その程度なら私は干上がらないわよ！」

			　普通の人間ならば即死レベル、しかしルーナは違う。

			　身体改造を幾重にも繰り返されている彼女は、皮膚から体質までありえないほどに強くなっている。

			　炎の中に落とされでもしない限り、彼女の皮膚が悲鳴をあげることはないだろう。

			　だと、言うのに。

			「あ、あれ？」

			　ルーナは膝をついた。

			　立ち上がるどころか、〈重力魔法〉を使う力すらも、いつの間にか失っている。

			　まだ気温は活動限界に達していないというのに。

			「息、苦しいでしょ？」

			「っ……」

			　息が、吸えなくなっていた。

			　いや、微量の酸素は吸える。

			　しかし、まともに活動出来るほどの呼吸が困難になっていた。

			（まさか……空気中の酸素が……!?）

			「火って、酸素がないと燃えないんだよね」

			　ルーナは朦朧とし始めた意識の中で、恐ろしいことに気づいてしまった。

			　酸素は基本的に無限である。

			　それほど大量に存在するものであるはずが、この場において供給が間に合っていない。

			　供給された側から、夕陽が自分の燃料として使ってしまっているのだ。

			「はーっ……はーっ……」

			　ルーナがうずくまる。

			　汗が吹き出すと同時に蒸発するが、それが繰り返されるだけで体温は下がらない。

			　ついには服までもが燃え始め、彼女の皮膚はすでに火傷を負い始めている。

			　振り払う力も、この場から離れることも、すでに出来る身体ではない。

			「まけ……られない……のに……」

			　燃え盛る身体になり、ルーナはうわ言のようにつぶやき始める。

			「冬真さまに……認めてもらうため……」

			「……」

			　夕陽はもう何も言わない。

			　彼女の姿を見ても、感情は動かない、動かせない。

			　自分の身を炎とするこの魔法のせいで、感情が動けば形を保っていられないからだ。

			　だから、何も言えない。

			　自分が逆の立場だった可能性があったことに気づきつつ、夕陽は決して口を開かなかった。

			「とう……ま……さまの……となり……に……」

			　ついに、体内から発火する。

			　炎の塊になってしまい、うめき声一つ聞こえなくなったそれを、夕陽は燃え尽きるまで眺めていた。

			「あなた……私に似てたよ」

			　おそらく、想い人への気の持ちようは、通じるものがあったのだろう。

			　炭になってしまった塊の前で、夕陽はぽつりとつぶやいた。

		

	
		
			67　天神の一撃

			　

			「……圧倒的ね」

			　目の前に広がる光景に対して、リヴァイアはつぶやいた。

			「その程度か人間。ほら、立ってみろ」

			「つぅ……」

			　ガイアは王の間の床に膝をついていた。

			　目の前に立ち、見下した視線をぶつけてくるデザストルを睨(にら)みつけるが、彼女の身体は痺れて動かない。

			「今のお前に立てと言うのも酷か……妾の雷撃を受けてまともに動けるものなど……あ、セツがいたか」

			「あいつは除外よ」

			「それもそうか。ゴホン！　妾の雷撃を受けて、まともに動けるものなどいない」

			　言い直したせいで幾分か威厳がなくなったが、言っていることは本当である。

			　実際、戦いが始まってすぐに雷をその身に受けたガイアは、まともに戦うことができないでいた。

			　せいぜい出来ることと言えば――――。

			「調子に……乗らないでよ！」

			　こうして〈土魔法〉で岩石を作り出し、デザストルに向けて放つのみである。

			　空中に出現した人間大ほどの岩たちは、ガイアの魔力により高速で飛んで行く。

			　それは完全にデザストルの立ち位置をとらえていた。

			「効かぬわ」

			　しかし、そんな直線的な攻撃が魔王に通用するわけもない。

			　彼女の全身がバチバチと放電し始めると、透明の膜のようなものが周辺に展開される。

			　膜も電気を発しており、岩が接触した瞬間に強く放電した。

			　あまりの光にガイアは眼を逸らしてしまうが、その間に岩たちは勢いを失い、デザストルに当たらずに床に落下する。

			「〈雷膜(サンダーベール)〉……物理を完全に無効化する鉄壁の魔法ね。生半可な攻撃じゃ、打ち破ることも出来ないわよ」

			「むぅ……」

			　リヴァイアの言葉に、ガイアは唸る。

			　さっきから何発も同じことをしているが、一向に攻撃が通る気配はない。

			「だったらこれだ！　〈岩石の鉄槌(ストーンハンマー)〉！」

			「っ！　……ほう」

			　デザストルは頭上を見て、感心した声を上げた。

			　頭上に現れたのは巨大な岩のハンマー。

			　そのまま叩きつければ、部屋の床が丸ごとなくなるのは目に見えているだろう。

			「これなら止められたって、そのまま質量で押しつぶせるもんね！」

			「確かに〈雷膜〉では防ぎきれない……だが」

			　岩のハンマーが、デザストルの〈雷膜〉にぶつかる。

			　再びの放電と発光。

			　それにより、ハンマーの動きが一瞬止まる。

			　しかし――――。

			「ほら！　そのまま潰れちゃえ！」

			「……」

			　ハンマーはその質量に従い、落下を開始する。

			　あわや押し潰される寸前で、デザストルはニヤリと笑った。

			「発想は悪くないが……これでは妾には届かん」

			　デザストルは、片手でその岩の塊を受け止める。

			　重い響きとともに、岩は完全に動きを止めた。

			「うそ……」

			「魔族の王である妾が、肉弾戦が出来ないとでも思ったか？」

			　魔の王とも呼ばれる彼女に魔力の扱いで勝負を挑んで、手が届きかける者はいても、手が届くものはいない。

			　単純な身体能力では獣王に届かずとも、魔力で強化すれば彼ともまともに殴り合えるほどの力が、デザストルにはある。

			「〈雷槍〉」

			　デザストルは、岩を支えている手から雷の槍を放ち、岩の塊を貫いて砕く。

			　辺りに散らばる自分の魔法の残骸を見て、ガイアは思わず唇を噛んだ。

			「さて……次は妾が攻める番か？」

			　デザストルの髪の金髪がさらに濃くなり、バチバチと音を上げる。

			　そして彼女は静かに片手をガイアへ向けた。

			「〈雷蛇〉」

			　その手から放たれたのは、不規則に動き回る雷。

			　空中を、床を自在に動き回り、ガイアに向かって行く。

			「っ！　〈土壁の巨兵(ウォールガーディアン)〉！」

			　ガイアはとっさに魔法を展開、目の前に土で出来た大きなゴーレムを作り出す。

			　雷は正面や側面からそれに当たり、轟(ごう)音(おん)とともに霧(む)散(さん)した。

			「おお、やるではないか。……だが、これはどうかな？」

			　デザストルは、その手を天に向ける。

			「妾もお返ししてやろう！　〈落雷(サンダーボルト)〉！」

			「え……？」

			　ガイアは、頭上に大きな雷雲が現れていることに気づいた。

			　そしてもう、何か魔法を撃とうにも間に合わないことにも気づく。

			「避けねば死ぬぞ」

			　ゴロゴロと鳴り続ける雷雲から、特大の雷が放たれる。

			　部屋に響き渡る轟(ごう)音(おん)と衝撃。

			　離れて見ていたリヴァイアが、思わず眼を逸らしてしまうほど、その衝撃は凄まじかった。

			「……直撃だったと……思ったんだがな」

			「はぁ……はぁ……」

			　それでもガイアは生きていた。

			「ふむ、直前で痺れが解け、回避が間に合ったか。なかなか一筋縄ではいかないものだ」

			　少々残念そうな顔をしただけのデザストルに、ガイアは思わず舌打ちをした。

			　すれすれで回避出来たはいいものの、間近で受けた落雷の爆発のような衝撃で、全身がかなり傷んでいる。

			「はぁ……これからあのセツとか言う人とも戦うかもしれないのに……こんなところで使わなきゃいけなくなるなんてね……はー、辛いなぁ」

			「……何が言いたい？」

			「ボクもちょっと本気だすってこと！」

			　ガイアの持つ魔力の質が、変わる。

			　練られている魔力が、土魔法を扱うときよりも多く、そして熱い。

			「召(しよう)喚(かん)された勇者くんたちの中には、ボクと同じような魔法を使える子もいるみたいだけど……ボクが本家ってところを見せないとね」

			　彼女の足元から、グツグツと煮えたぎる何かが滲み出ていく。

			　それは床に敷いてあった絨毯などを瞬く間に燃やし尽くし、部屋の温度を跳ね上げた。

			「……溶岩か」

			「ご名答～！　ボクの魔法はユニークだったものだけど、力はユニーク魔法と変わらないからね、油断をしない方がいいよ」

			　そう言いながら、ガイアは片手で溶岩の塊を放つ。

			「無駄だ」

			　当然それは〈雷膜〉によって防がれる。

			　しかし、ガイアは新たな一手をすでに放っていた。

			「この程度じゃ駄目なことくらい分かってるよ！　だから……こうする！」

			「っ……また厄(やつ)介(かい)なことを……」

			　デザストルの目の前には、赤黒い溶岩の壁が自分に向かって迫ってきている光景が映っていた。

			　いや、壁ではない。

			「〈溶岩波(マグマウェーブ)〉！　どう？　避けられないでしょ？」

			「チッ……」

			　確かにガイアの言う通り、逃げ場はどこにもなかった。

			　溶岩の津波は王の間の高い天井まで届き、壁も端から端まで完全に塞がれている。

			（後ろのリヴァイアは水でどうにでもなるだろう。問題は妾か……さすがにこの質量は〈雷膜〉でも防ぎきれん）

			　デザストルは冷静であった。

			　簡単に動揺するようでは王は務まらないのだが、セツがいなくなり弱々しかった彼女とは、まるで別人のようである。

			（避けるのは難しい。ならば……）

			「ちょっとー、大丈夫なの？」

			「案ずるなリヴァイア、お前は自分の心配でもしておけ」

			　デザストルは眼前に迫ってきているマグマの津波を睨(にら)みつけ、とある魔法を口にする。

			「〈雷化〉」

			　その頃、波の向こう側にいるガイアは、半ば勝利を確信していた。

			　少なくとも、この攻撃は相手にダメージを与えられる。

			　そうなれば、さすがの魔王でも戦いにくくなるはず。

			（さてと……どうなるかな？）

			　と、そのときであった。

			　突然、溶岩の波の一部が爆ぜる。

			　驚く間もなく、ガイアは自分の脇腹にある衝撃に気づく。

			「――――油断大敵だ」

			「がっ――――」

			　全身に電気をまとっているデザストルがそこにおり、その拳をガイアの脇腹にめり込ませていた。

			　何が起こったのか理解しきれていない彼女は、そのまま横に吹き飛び、地面を転がる。

			「何……が……？」

			　壁に叩きつけられるまで転がったガイアは、壁にすがりつきながら何とか立ち上がる。

			　先ほどまで自分がいたところにデザストルが立っていることから、彼女に殴り飛ばされたことは分かった。

			　問題はどうやって彼女が溶岩の波を突破したかである。

			　溶岩の波は今頃床に叩きつけられ、石の床を溶かしていた。

			　今のように、溶岩の波が消えたあとに接近されたならまだ分かる。

			　しかし、ガイアは何かが爆ぜる音を聞いた。

			　……よく見れば、デザストルは全身火傷だらけである。

			　先ほどの音と、彼女の身体を見て、ガイアはなんとなく察した。

			「まさか……あれを力任せに突破した？」

			「察しが良いな、その通りだ。意外と分厚くて驚いたぞ。一瞬危ないと思った」

			　デザストルは、一瞬だけ身体を雷に変える魔法で津波を突破した。

			　先ほどの爆発音はその時の音である。

			　しかし思ったより津波が分厚く、寸前で〈雷化〉が切れたことが、彼女を驚かした一因だろう。

			（……まずいなぁ。肋(ろつ)骨(こつ)が折れてる）

			　逆に、デザストルの一撃でガイアは窮(きゆう)地(ち)に立たされていた。

			　ガイアの身体は他の黒ローブたちと違い、身体改造を受けていない。

			　それは彼女が地神という存在であり、冬真がわざわざ別の場所から連れてきたからである。

			　地神ということで、普通の人間よりかは遥かに強いが、傷の治りも早くなければ、内臓が多かったり皮膚が丈夫だったりもしない。

			　そして何より、回復魔法が使えない。

			　何とかこの状況を乗り越え、仲間と合流しなければ、この骨折が治ることはないのだ。

			　対してデザストルは、すでにほとんどの傷が治っていた。

			　魔族はもともと生命力も高く、治癒能力もそれなりに高い。

			　軽傷であれば、数秒で治ってしまう。

			（あの人を倒すためには……一撃で決めるしかない）

			　はっきり言って、ガイアはこの攻防で限界を迎えていた。

			　表面は偽っているが、折れた肋(ろつ)骨(こつ)のダメージは相当なものである。

			　それに、全身を蝕む痛みでとあることを思い出し、精神的にも追い詰められていた。

			（もう……やなこと思い出すなぁ）

			　ガイアは懸命に頭を振るが、その記憶だけはどうにも拭(ぬぐ)い去ることが出来なかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　彼女は平凡な家庭に生まれた。

			　当時は地神としての力も身を潜めており、それなりに平和で、良い人生を送っていたと今のガイアも思う。

			　その日もいつも通りの時が過ぎる……そう思われていた。

			「おら！　さっさと詰め込め！」

			「あいよ！」

			「んーッ！　んーッ！」

			　家の庭で日光浴をしていたガイアは、突然現れた男たちの手で馬車に連れ込まれ、抵抗むなしく攫(さら)われてしまった。

			　連れて行かれた先は……奴(ど)隷(れい)市場。

			「ぼ、ボクをお母さんたちのとこに返してよ！」

			「そういや例の奴(ど)隷(れい)どうする？」

			「あー……ありゃ〈テラン商会〉に引き渡すってよ。あそこ、人体実験とかやってんだろ？　それに必要になるかもしれないんだとよ」

			　ガイアは自分を攫(さら)った奴(ど)隷(れい)商たちに訴えた。

			　無視され続けても、喉が嗄れるまで、売られる直前まで、嗄れた声で叫び続けた。

			　そして、売られる直前に、ようやく奴(ど)隷(れい)商の仲間の一人が、彼女に反応した。

			「そんなに家に帰りたいか？」

			「あ、当たり前だよ！」

			「ククク……お前も哀れなガキだ。お前に帰る家はねぇよ。お前はなぁ――――実の両親に売られたんだ」

			「……え？」

			　ガイアの家は、一見普通の家だった。

			　しかし、国の税が上がり、家計は火の車。

			　明日食べていけるかすら怪しかったのだ。

			　そこで両親は――――ガイアを、実の娘を売った。

			　貴族に買われたあと、ガイアは変態貴族の玩具になるためにベッドに横たわりながら、攫(さら)われたときのことを思い出す。

			　あのとき、両親は家の中から彼女を見ていた。

			　彼女は自分を見守ってくれてるとばかり思っていた。

			　見ていたのだから、攫(さら)われてもすぐに探しだしてくれるとも思った。

			「でも……違ったんだ」

			　高級なベッドの上で、下着姿の奴(ど)隷(れい)少女はつぶやく。

			　あの眼は子供を見守る眼じゃなくて、子供がしっかり攫(さら)われるところを見届けるための目だったのだ。
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			「死んじゃえば……いいのに」

			　自然と、呪う言葉が口から出る。

			　そのときにはすでに、彼女の心は憎しみに支配されていた。

			「言うことを聞け！　この奴(ど)隷(れい)が！」

			「ごめっ、ごめんなさい！　痛いことしないで！」

			「されたくなければ言われた通りに動け！　誰が食わせてやってると思ってるんだ！」

			　ガイアを買った貴族が、彼女の腹を蹴(け)る。

			　骨が折れる音がした。

			「痛い……痛いよう……」

			「ふん！　夜は今まで通り遊んでやる。期待しておくんだな」

			　そう言い残し、貴族は去って行った。

			　ガイアは泣きながら部屋の隅に移動し、少しでも楽な格好を取るために、壁により掛かる。

			　もはや全身怪(け)我(が)がないところがない。

			　めまいもすることから、熱もあるだろう。

			「死んじゃえ……みんな……死んじゃえ……」

			　夜に貴族が戻ってくるまで、ガイアはひたすら呪詛のようにつぶやき続けていた。

			　そんな生活を送っていると、数年が過ぎた。

			　そして数年後のある日――――。

			「や、やめてくれ！　私が悪かったから！」

			「やめてってボクが言っても……あなたはやめてくれなかったよね？」

			「本当に悪かっ――――」

			　何かが潰れた音が、辺りに響き渡る。

			「……これでいいんだよね、冬真様」

			「うん、上出来だよ」

			　ガイアは、散々自分を玩具にしてきた貴族の頭を、岩をまとった拳で破壊した。

			　突然彼女の前に現れた冬真が、その奴(ど)隷(れい)の契約を壊し、力の使い方を教えたことで、ついにガイアは再びの自由を勝ち取ったのだ。

			「また自由になったところにこんなこと言うのも申し訳ないけど……僕には君が必要なんだ。協力してくれる？」

			「もちろん！　冬真様はボクのヒーローだもん！　冬真様のためなら何でも出来るよ！」

			「そう……ありがとう」

			　冬真がガイアを抱きしめる。

			　それだけで、彼女の心は満たされるのを感じた。

			　自分を助け、必要としてくれるこの男に、ガイアは恋をしていたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「冬真様のためにも……負けるわけにはいかない」

			　ガイアはゆっくり胸の前に両腕を突き出す。

			　骨の痛みを無視し、その両手に今ある魔力のすべてを注ぎ込む。

			「あなたにこれが防げるかな？　魔王さん」

			「……ほう、やってみろ人間」

			　全魔力が手のひらに集中する。

			　大地が揺れるほどの魔力の集合に、デザストルは思わず身震いした。

			（これほどの魔力を持っていたとはな……）

			　彼女の感情が高ぶる。

			　デザストルは、ようやくガイアのことを強敵と認めた。

			「来るがいい……妾がすべて打ち砕いてくれる」

			「はぁぁぁぁ！」

			　ガイアは強く足を踏みしめる。

			　そして――――――。

			「〈溶岩砲(ガイアキャノン)〉！」

			　放たれたのは、溶岩の奔(ほん)流(りゆう)。

			　人を一瞬にして飲み込めるほどの規模のそれは、床を溶かしながらデザストルに迫る。

			　それほどの熱と威力を、この攻撃は持っていた。

			「死んじゃえ！」

			「悪くない攻撃だ……しかし」

			　デザストルはいつの間にか弓を持っていた。

			〈天神の魔弓(トネールアルコ)〉――――この弓は、常に彼女が魔法で作った専用の空間に仕舞ってある、特別な武器である。

			「正直、期待はずれだ」

			　雷で作られた矢が、デザストルの手で引かれる。

			　魔石が埋め込まれた美しい造形の弓がしなり、キリキリと音を上げた。

			「――――〈雷神一矢(ゼウス・イラ・ヴェロス)〉」

			　矢が放たれる。

			　溶岩が爆ぜた。

			　溶岩の奔(ほん)流(りゆう)の中心を真っ直ぐ進んだ矢は、それをすべて弾き、ガイアの腹部を貫き、後ろの壁を木っ端微(み)塵(じん)に砕き割る。

			「が……はっ……そ、そんな……」

			「この弓を使わせたことは、誇っていいぞ」

			　ガイアは血を吐きながら、ヨロヨロと後ろに後退していく。しかしもう、寄りかかれる壁もなかった。

			「あ……」

			　ガイアは足を踏み外し、壊れた壁から外に投げ出された。

			　デザストルはそれを無言で見届け、振り返る。

			　後ろにはリヴァイアが立っており、ガイアが落ちていった穴を、少し悔しそうに見ていた。

			「……死んだの？」

			「おそらく、な。この部屋は思ったよりも高層にある。魔力のないあやつでは、まず助からない」

			「そう……」

			　リヴァイアはしばし無言のまま、ガイアの落ちた穴を見続けていた。

			「さよならね……私の妹」

		

	
		
			68　王圧

			　

			「ああん！　いいわ！　もっと殴り合いましょう！」

			「気持ち悪いよ！」

			　ビルドスとロアは、真っ向から殴り合っていた。

			　はたから見ればただの喧嘩だが、半端な者が一歩でも踏み込めば、それだけで肉塊になってしまうだろう。

			「あなたの拳、本当に素敵！　でもぉ……少し足りないわねぇ」

			「っ！」

			「〈豪腕の体〉」

			　ビルドスの腕が、唸りを上げてロアに襲いかかる。

			　今までは受け流すなり、受け止めるなりしていた彼女であったが、今回だけは横に飛び、ギリギリでそれをかわした。

			「あらん、察しがいいわね」

			　彼が拳を振りぬくと、その先の地面が爆ぜる。

			　その力は拳圧、つまり拳で起こった衝撃波だ。

			　今まで、ビルドスの腕には触れずとも攻撃出来るほどの力はなかった。

			　ロアがさっきのように真っ向から受け止めていれば、大怪(け)我(が)は必至だっただろう。

			「勘はいい方なんだよ！」

			　なんとかかわせたロアは、ビルドスのがら空きの胴体に容赦なく蹴(け)りを放つ。

			「〈鋼鉄の体〉」

			　しかし、ダメージを負ったのは彼女の方であった。

			「いっつ……」

			「私の魔法は〈体質魔法(ボディマジック)〉。能力は見ての通り、自分の身体機能、体質を自由に変えられる能力よ！」

			「っ……ユニークか」

			　ビルドスの胴体は、まるで鋼鉄のように硬くなっていた。

			　パワーにそれなりの自信があるロアの蹴(け)りを受けても、ビクともしない程度にはその強度は高い。

			「それに、こんなことも出来るのよ！」

			「しまっ――――」

			「〈怪力の体〉！」

			　ロアの足が彼の腕に掴まれる。

			　ビルドスの腕の筋肉が大きく盛り上がり、彼女はそのまま投げ飛ばされた。

			「うっそ……」

			　そのあまりの勢いに、ロアは驚(きよう)愕(がく)を隠せない。

			　猛スピードで飛んで行く彼女は、そのまま近くの森に突っ込むはめになった。

			　木々を数本へし折り、周りのものより少し太い木に叩きつけられ、ようやく止まる。

			「かはっ……いっ……てぇ」

			　肺の中の空気を押し出され、ロアは少しの間苦しみ喘ぐ。

			　ようやく治まってきた頃には、もうビルドスが目の前に立っていた。

			「あら、あれを受けて怪(け)我(が)をしていないなんてすごいわね。思ったよりもやるのかしらん？」

			　実際、ビルドスは驚いていた。

			　この投げを受けて、まず生きていたこと。

			　そして、ダメージはあるものの、目立った怪(け)我(が)がないことが、彼にとっては珍しい経験だった。

			「当たり前だよ……あたしは獣王の娘――――ってやっぱやめだ。やめやめ！」

			「？」

			　突然、ロアは頭をボリボリ掻きながら、叫ぶ。

			「もう大人しくしてんのもめんどくさい。猫被ってた方がいいって言われたけど、いい加減やめだ。誰も見てないし、前みたいにやっても大丈夫だろ」

			　そう言いながら、ロアは髪を荒々しく掻き上げる。

			　心なしか目つきが鋭くなり、無邪気さのあった表情は、乱暴そうな顔で上書きされていた。

			「急に荒れたわねん。何？　怒ったのん？」

			「うっせぇ筋肉野郎、玉潰すぞ」

			「……だーれが……野郎ですってぇ!?」

			　再び〈豪腕の体〉を使用し、ビルドスの拳が放たれる。

			　真っ直ぐ自分の顔に向かってくるそれを、ロアは冷静に見極め、その細い腕で彼の極太の腕を絡めとった。

			「オラァ！」

			　そのまま肘が下に向くように捻り上げて、下から膝で蹴(け)り上げる。

			　見事に肘に当たったことで、その腕の骨はへし折れた。

			「うギィ!?」

			「くたばれッ！」

			　身も蓋もない言葉とともに、軽く軸足で跳び上がった後、上段蹴(げ)りが放たれる。

			　その蹴(け)りはきれいにビルドスの頭部に決まり、見事にその首までもへし折った。

			「手応え……いや、足応えありだ、ボケ」

			　首の骨は、言わずもがな人間の身体にとって重要な部位である。

			　それが折れたということは、早急に治療でもしない限り、どんな強(きよう)靭(じん)な肉体を持つ者でも死に至る――――はずであるのだが。

			「ああん……とても痺れる蹴(け)りだったわぁん」

			「……おいおい」

			　ロアは着地しつつ、悪態をつく。

			　ビルドスは首が折れているというのに動き、喋(しやべ)りだした。

			「まさか完(かん)璧(ぺき)な身体を持つはずの私が、首を折られるなんてねぇ……ビックリしたわよ、ほんと――――ふんッ！」

			　ビルドスは頭に手を置き、そのまま動かして首を無理やり元の場所へと戻した。

			　ゴキッと言う音がしたかと思えば、彼の首は骨折なんてなかったかのように動きだす。

			「はっ、怪物かよ、お前」

			「もう！　失礼しちゃう！　私からすれば、首が折れたくらいで死んじゃうあなたたちの方が怪物よ。首なんて元の場所に戻してやればすぐにくっつくじゃない」

			　そう言いながら、ビルドスは肘の骨の位置を弄(いじ)る。

			　またもや骨の鳴る音とともに、彼の腕は先ほどと同じように動き始めた。

			「……なんて、まあどう考えても私……いえ、私たちの方が怪物よね。内臓が増えてたり、骨が多かったり……私なんて骨が砕けても一瞬で治るのよ？　なーんかやになっちゃうわ」

			　手を開いたり閉じたりしながら、ビルドスは少しだけ悲しそうに言う。

			「知るかデカブツ。お前にどんな事情があろうが、デザスやセツに手を出そうとしてることには変わらねぇ」

			　ぶっ殺してやる――――ロアが地面を蹴(け)り、飛び出す。

			「うふっ……それでいいわ。同情してもらおうなんて思ってないものッ！」

			　ビルドスも、彼女を迎え討つために構えた。

			「〈炎上の体〉！」

			　彼の身体が、突然燃え上がる。

			　その周囲は一気に高温となり、足元の水溜りを蒸発させ始めた。

			「全身炎まみれのわ・た・し！　あなたは近づけるかしら!?」

			　その炎は強く、近づけば火傷、触れればどうなってしまうか分からない。

			　だが――――。

			「うるせぇ！」

			　ロアはそのままの勢いで飛び込み、燃えているビルドスの腹を殴りつける。

			　それにより後方へ殴り飛ばされた彼は、自分の身に何が起きたか、一瞬理解出来なかった。

			「その程度の炎じゃ、あたしは怯(ひる)まないぞ」

			　……火傷を負っていないわけじゃない。

			　全身に軽度の火傷があり、特に殴った右手の火傷がひどい。

			　しかしロアは動じない。

			「あたしは獣王の娘だぞ。この程度の傷を負わせる程度じゃ、ビビらせることも出来ねぇよ」

			「んー……やるじゃない」

			　ビルドスは立ち上がり、身にまとっていた炎を消す。

			「なら、これはどう？　〈毒吐きの体〉」

			　彼は大きく息を吸い込むと、口から紫色の煙を吐き出した。

			　その煙に触れた木々が、みるみる枯れていくのが見える。

			「この毒は致死率１００％！　あなたでも触れればアウトよ！　さて、あなたはどうするの!?」

			「……」

			　すぐそこまで毒が迫ってきても、ロアは冷静だった。

			　身体の力を抜き、自然体で構えた状態から、強く足を踏み込む。

			「ふっ」

			　毒煙が触れる寸前で、突然、ロアの周りからそれらがすべて吹き飛んで消える。

			「……は？」

			「なあお前……〈王圧〉って知ってるか？」

			　ロアは踏み込んだ姿勢を解き、再び自然体で構えながら聞く。

			「これはあたしたち獅子族に伝わる力でな、魔力とも違う謎の力らしい。獅子族にしか使えないせいで研究も進んでないから、簡単な原理しか分かってない」

			　曰く――――これは威圧感の延長にあるもの。

			　曰く――――魔力のように、物に通すことが出来るもの。

			「あたし自身よく分かってねぇから、難しい使い方は出来ない。けど、簡単な話にすると……威圧に質量をもたせたものらしい」

			　ロアはその手を重ね、ビルドスに向ける。

			「〈王衝撃〉」

			「ッ！」

			　ビルドスの身体が、突然見えない何かに吹き飛ばされる。

			　空中で体勢を立て直したはいいものの、彼の頭は少し混乱していた。

			（この攻撃……連発されちゃたまんないわぁん）

			　ただ一つ、この攻撃への危機感だけは強く残り、ビルドスは地に足がついた瞬間に飛び出した。

			　さすがの彼でも、見えない攻撃をかわすという行為には辛いものがある。

			「〈高速の体〉！」

			　ビルドスは通常の数倍の速度で動き、一瞬にしてロアの後ろを取る。

			　すぐさま〈豪腕の体〉を発動させて、彼女に向けて拳を放った。

			「読めてるっつーの！　〈王衝波〉！」

			「なんですって!?　ぐっ――――」

			　しかし、拳が当たる直前で、ビルドスは全身に壁を押し付けられた感覚とともに吹き飛んでいた。

			　今度は完全に体勢を崩し、みっともなく地面を転がる。

			「〈王圧〉は全方位対応だ。どんな角度から攻撃されようが、あたしに死角はないぜ」

			「……厄(やつ)介(かい)ね」

			　ビルドスは立ち上がる。

			　全身に壁のような何かが叩きつけられたせいで、全身が痛みを発していた。

			　すぐに傷も治り、痛みも引くが、彼の頬を冷や汗が一筋垂れる。

			　再生力に特化するよう改造を施されたビルドスであったが、現状彼女に対して有効な攻撃手段がない。

			　この未知の力に限界があるかは知らないが、このままでは一方的に攻められてしまう可能性もある。

			（完全防御に不可視の攻撃……反則じゃないかしら？　とりあえず何か時間を稼いで、考える時間を――――）

			「何か考えてるみたいだけど、やらせねぇよ。次の一撃でお前は終わりだ」

			　ロアは、自分の拳に意識を集中させていた。

			　その手を見て、ビルドスは思う――――まずい、と。

			「ッ！　〈限界突破(リミットブレイク)〉」

			　悪寒が走るほどの嫌な予感に焦ったビルドスは、とっさに奥の手を発動させる。

			「〈死へ招く肉体(デス・ガイド・ボディ)〉！　何をする気か知らないけど、今の私は無敵よ！　あなたが何をしようと私に触れれば終わり！」

			　彼の肉体が、黒く染まっていく。

			　この魔法は、彼の技の中で一番説明が簡単かもしれない。

			　なんせ、この身体に触れたものは死ぬという説明しか出来ないからだ。

			　黒ローブの中では一番地味めな技であるが、その凶悪さは他の比ではない。

			　何が来ても、彼に触れた瞬間に死ぬ。

			　それは魔法でも、武器でも同じこと。

			　ビルドスに触れた瞬間、どんな魔法でも武器でも、その場で消えてなくなるのだ。

			（避けるのはおそらく厳しいわね、このまま身体で受け止めて攻撃を殺し、その後の隙を突いて触れる！　それで決着ね……さあ、来なさい！）

			「……よく分かんねぇけど……避けないみたいだな」

			　ロアは拳を引き絞る。

			〈死へ招く肉体(デス・ガイド・ボディ)〉のせいで、身体の運動能力が落ちているビルドスには、最初から避ける気はなかった。

			　……それが、勝敗の分かれ目である。

			「――――〈王拳〉」

			　音を置き去りにする拳が、放たれた。

			〈王圧〉が乗った拳は、ある程度の距離があるにもかかわらず、ビルドスに届く。

			　そして、その胸に大きな穴を開けた。

			「……あら？」

			　ビルドスの口から血が溢れる。

			　黒くなった身体の中心には、大きな穴がポッカリと空いていた。

			　夥しい量の血液をこぼしながら、彼は地面に倒れる。

			　心臓も肺も消し飛ばされ、ビルドスは一瞬のうちに絶命した。

			　さすがに彼の再生能力も、重要な部位を治すほどには強くない。

			「……悪いな、〈王圧〉はあたしが死なないかぎり、消えないんだ」

			　ビルドスにはもう声は届かない。

			　それでもロアには、伝えたいことがあった。

			「避けさえすれば……お前の勝ちだったかもな」

			　ロアは、ポタポタと血を流している自分の腕を押さえながら、そうつぶやいた。

		

	
		
			69　最凶最悪

			　

			「うっ……ん……？」

			「よかった、エルカ起きた」

			　目を覚ましたエルカは、大きな木の下に自分がいることと、メルアーとの戦闘が終わったことをすぐに把(は)握(あく)した。

			「身体は完治しているはずだ。起き上がっていいぞ」

			「ブラッド……そうですか、あなたが援軍に来てくれたんですね」

			「援軍はお前らの方だと思うがな……まあそういうわけだ」

			　ティアに支えられながら、エルカは身体を起こす。

			　そして、となりに寝ているアリゼを見た。

			「アリゼは……」

			「もう正常。ただ、あの魔物使いのせいで脳にダメージが残ってるかもしれない」

			　メルアーを倒したあと、ブラッドはすぐに二人の治療を開始した。

			　あらゆるサポートも完(かん)璧(ぺき)にこなす彼の回復魔法は優秀で、比較的〈操縦魔法(マリオネットマジック)〉の浸蝕が浅かったエルカの傷は、完治させることに成功。

			　しかしアリゼは、脳もかなりダメージを負っていた。

			　傷は治せても、その間に脳に障害が残ってしまっていてもおかしくない。

			「今はグレインがあのデカブツに止めを刺しに行っている」

			　ブラッドが指した方向には、巨大な怪物が立っていた。

			　脳であるメルアーを失い、動けなくなってしまったキマイラである。

			　今、その身体が両断されて地面に落ちた。

			「ふぅ……あ、エルカ起きたんだね。よかったよかった」

			「お騒がせしました」

			　たった今、キマイラに止めを刺してきたグレインが戻ってくる。

			　その背中には男が背負われていた。

			「ん、その人誰？」

			「アリゼの近くにいたカラクリの中身だよ。お互い離れようとしてなかったから、もしかしてアリゼの知り合いかなって」

			　その男、ラーメルは気絶していた。

			　目立った怪(け)我(が)は肋(ろつ)骨(こつ)の骨折程度で、後は身体がところどころ変色し、両腕両足に無数の筋が入っている。

			　重傷ではあるが、呼吸は安定していて命に別状はなさそうだ。

			（……あの変色……どこかで……）

			　少しして、ブラッドは思い出す。

			（デザストル様に求婚した男……テランとか言ったか、あいつが連れていたローブの連中と同じだな……なるほど、あのカラクリどもの中身は改造人間……ずいぶん胸糞悪いことをしてくれる）

			　ブラッドは思わず拳を握りしめた。

			　しばらくして、彼は自分のやるべきことを思い出す。

			「おっと……その男も治療しよう、そこに寝かせてくれ」

			「分かったよ」

			　グレインは言われた通りに、木の下のあまり湿っていない草の上にラーメルを寝かせる。

			「私たち、これからどうする？」

			「そうだね……僕の傷ももう癒えてるし、エルカ次第でセツさんを探そうか」

			「私ならもう大丈夫です。貧血気味で少しフラつきますが、それだけなので」

			　そう言ってエルカは立ち上がる。

			　その言葉に嘘はないようで、しっかりと地面を踏みしめて見せた。

			「俺も行こう」

			「でもブラッドがここを離れたら、その二人どうする？」

			「道中で魔族の兵士に回収を頼む。この二人も魔族だ。お前たちの仲間でもあるようだし、とりあえずは魔王城へと連れて行かせる」

			　ラーメルの治療も終わり、ブラッドも立ち上がる。

			「じゃあ……行こうか」

			　四人が駆け出す。

			　探ってもセツの魔力が感じ取れないのには不安を抱いたが、エルカの謎のセツだけを感知する嗅覚を頼りに、戦場を駆け抜けた。

			（そう言えば……あの夕陽とかいう女はどうなったか……）

			　

			◆　◆　◆

			　

			「っ……はぁ……はぁ……」

			　夕陽は少し時間をかけつつも、肉体を生身に戻した。

			　その途端に膝をつき、息を荒らげる。

			　一度全身を炎に変化させて再構築しているため、ルーナに負わされた怪(け)我(が)のダメージが原因ではない。

			「やっぱりちょっと……しんどいなぁ」

			　彼女の〈限界突破(リミットブレイク)〉は強力であるが、その分消費が激しい。

			　集中力を切らせば、自分の肉体が飛び散ることにもなるため、精神力の消耗も想像以上なのだ。

			　エルカからも、長時間の使用は禁じられている。

			「……弱音吐いてちゃ……いけないよね」

			　休むのもそこそこに、夕陽は立ち上がる。

			　魔力も体力も三割と言ったところではあるが、セツの下に戻らなければいけない。

			「ユキくんならもうとっくに終わらせてるはずだもん……すぐに追いつかなきゃ」

			　魔力で軽く身体を強化しつつ、夕陽はセツのいた場所に駆け出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「デザス、これからどうするの？」

			「そうだな……妾たちも前線に上がるか」

			　デザストルは王の間にあるテラスに向かいながら、言う。

			「何で自分から危ないところに行こうとするのよ……」

			「そんなもの……セツに会いたいからに決まってるじゃないか」

			「……あなた、本当に正直ね」

			　少し羨(うらや)ましいわ――――。

			「ん？　何か言ったか？」

			「いえ……何も」

			　リヴァイアは少し顔を赤く染めながらも、首を横に振る。

			「いいわ、あなたが行くというなら私も行くだけだし。それに――――多分……もうすぐこの戦争も終わるわ」

			「？　なぜ分かる？」

			「あなたより何年生きてると思ってるの？　年長者の勘よ、勘」

			「ふむ、それはあてになりそうだ」

			　デザストルはニヤリと笑いながら、テラスから飛び出す。

			　リヴァイアもそれに続き、外へと飛び出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……うーん……」

			　冬真は悩んでいた。

			　目の前で光の球体に包まれてしまったセツに、どうやっても手を出すことが出来ないせいで。

			　カゲロウを殺してしまったことで、セツが理性を失うまでは彼の想像の範疇だった。

			　しかし、まさかこのような防御策を取ってくるとはさすがに想像以上である。
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			　ちなみに、現状あらゆる手段を試し、すべてことごとく弾かれてしまった。

			〈呪術魔法(カーストマジック)〉すら、為す術はない。

			「困ったなぁ……聖剣抜くしかないかも」

			　冬真は頭を捻るが、いい案は思いつかない。

			　仕方なく、聖剣を抜こうとしたときであった――――。

			「き、貴様は！」

			「んー？　あれ、君たちは五大魔将じゃないか。カゲロウに殺されたって聞いてたんだけどなぁ」

			「そ、そう簡単には死なないよ」

			　そこに現れたのは、リリーとイデス。

			　彼らは他の兵士の肩を借りながら、そこに立っていた。

			「なーんだ……死んでなかったのかー。じゃあしょうがない。僕が殺してあげるよ」

			（……まずいよ……）

			　リリーの頬を冷や汗が流れる。

			　彼らは現状、立っているのがやっとであった。

			　ブラッドに言われ、夕陽の下へ向かっていた兵士たちが瀕死の彼らを見つけなければ、おそらく今頃死んでいただろう。

			　ギリギリの応急処置で一命は取り留めたものの、とてもじゃないが戦える状態ではない。

			「……全員退避だ」

			　張り詰めた空気の中、イデスがポツリとつぶやく。

			「なっ……イデス様！　何を言っているんですか！」

			「戦いますよ！　我らも！」

			　兵士たちは、その言葉に不満を露わにする。

			　しかし、それをリリーが制した。

			「みんなが戦うって言っても、あいつには何の妨害にもならないよ。無駄死は認められない」

			「その通りだ。我々なら、少しは時間を稼げるかもしれない」

			「そ、そんな……」

			「命令だ」

			　イデスが凄む。

			　ビクッと身体を震わせた兵士たちは、怖ず怖ずと言った様子で、後方へ下がった。

			　だが――――。

			「逃がすと、思うの？」

			　この場にいる全員の足が止まる。

			　兵士の中には、この男が発する殺気で気絶してしまう者までおり、一瞬にして場が恐怖に支配された。

			　この中には、冬真の存在を知らないものが多い。

			　それが逆に、身構えるのと退避を遅れさせた原因であった。

			「逃げてッ！」

			　リリーが飛び出し、兵士たちの盾になるように立つ。

			「今すぐデザストル様にこの男の存在を伝えろ！　それがお前たちの役目だ！」

			　まさに命がけの壁。

			　これでも、冬真に対しては一秒稼げるかどうか――――。

			「無駄なのに……じゃあ――――死ね」

			「ッ！」

			　冬真の手が、イデスとリリーに向けられる。

			　軽々しく向けられたはずの手であるのに、そこに集った魔力は、容(よう)易(い)に彼らを消し飛ばせるほどの力を秘めていた。

			「っ！　……化物め！」

			「バイバイ」

			　イデスとリリーは、覚悟を決めて眼を閉じる。

			　その姿を見た兵士たちは、ようやく自分の使命を認識し、全力で逃走を始めた。

			　しかし、もう遅い。

			　彼らが逃げ切るよりも早く、その手から魔法が放たれ――――。

			「はぁぁぁ！　〈重脚〉！」

			「っ！」

			　真上から、冬真目掛けて足が振り下ろされる。

			　魔法を放つ寸前だった彼は手を引き戻し、後ろへ跳んでかわす。

			「逃がさないです」

			　そこに追い打ちを仕掛ける影。

			　一瞬で距離を詰めたその人物は、長く伸びた爪で怒涛の攻撃を繰り出す。

			「危ないなぁ……そんなにはしゃがないでよ！」

			「っ！　チッ……」

			　その攻撃は当たらず、冬真はそれをかわしつつその人物に手を伸ばす。

			　いち早く危険を察知した彼女は、ギリギリで後ろに跳んでかわした。

			「いいところだったのに……やめてよ、シロネコ、ミネコ」

			「ふざけるなです」

			「これ以上、あなたの好き勝手にはさせない！」

			　ミネコとシロネコが並ぶ。

			　イデスとリリーは、それを唖(あ)然(ぜん)とした表情で見ていた。

			「お前たちは……」

			「とりあえず、援軍として来たです」

			「二人とも怪(け)我(が)しているみたいですし、今は私たちに任せて下がってください」

			「っ、ご、ごめんね！」

			　二人は言われた通りに下がる。

			　彼らも実力者。

			　自分たちの力が通用しないと分かれば、逃走も視野に入れられる判断力は持っている。

			「裏切り者二人が何の用？　邪魔しないで欲しいなぁ」

			「裏切ったのはお前です。ミネコの薬をくれるって言ったから協力してたです。それをお前は――――」

			「そう言うのは騙(だま)された方が悪いんだよ？」

			　冬真が下衆な笑みを浮かべる。

			　それを見たミネコは血がにじむほど拳を握りしめた。

			「姉さんがどんな気持ちで……あなたに協力してたと……ッ！」

			「知らないよ。君たちに別段興味があるわけじゃない。その力に利用価値があっただけ。僕の興味は……全部セツに注がれている！」

			　そう言いながら、冬真はセツの入っている球体を抱きしめる。

			　相変わらず球体は微動だにせず、彼は少しだけ寂しそうな顔になった。

			「はぁ……僕はこんなに愛を注いでいるのに、セツはなかなか答えてくれない。早く僕のものになってくれればいいのに……」

			　冬真が、その球体を舐める。

			　二人はその姿を見て、思わず鳥肌が立った。

			「その中に……セツさんがいるんですか……？」

			「まさか……お前が――――」

			「おっと、勘違いしないでシロネコ。こうなったのは僕のせいじゃない。全部セツが自分でやったことだよ」

			　その言葉には嘘はない。

			　しかしどうにも胡散臭さがつきまとい、シロネコとミネコは彼を信用することが出来ないでいた。

			「まあいいや、それより……どうしてここが分かったの？　僕は魔力を消してたし、セツもこの球体に包まれてから、一切魔力を感じさせなくなった」

			　冬真ほどの実力者であれば、魔力を他者に感知させなくするくらいわけはない。

			　セツも出来なくはないのだが、少なくとも、こんなふうに球体に包まれてまで消すような真似はしない。

			　それでも、しっかりと魔力は消えていた。

			　つまり、この場を感知するすべはないはずだ。

			「私たちは鼻も利くです」

			「なるほど、そういうことね」

			　雨で洗い流されたところで、魔力で自由に強化出来る嗅覚を使えば、彼女らにとってセツを見つけることぐらい容(よう)易(い)である。

			　つまり……同じく獣(じゆう)人(じん)である彼女も――――。

			「見っけたぞぉぉぉ！」

			「っ！　君も来るよね、やっぱり！」

			　突然真上に現れたロアが、拳を放つ。

			　冬真はそれを受け止め、後ろに向かって投げ飛ばした。

			　地面に叩きつけられる寸前で、彼女は滑りこんできた男に受け止められる。

			「あっぶね……お！　グレインじゃん！」

			「まったく……昔から突っ込んでく癖は直らないね、ロア」

			　グレインがロアを離す。

			　その横には、エルカとティアも並んでいた。

			「イデス！　リリー！」

			　同じく到着したブラッドが、後ろで身体を休めている二人の下へ治療しに行く。

			　冬真はそれには手を出さず、薄笑いを浮かべながらエルカたちを見ていた。

			「勢揃いだね、みんな。この様子だと、僕の仲間は全滅したみたいだ」

			「仲間なんて……あなたはそんなこと言う人じゃないでしょう。ただのコマ、そんなふうにしか思っていないはず」

			「失礼だなぁ……ちゃんと仲間だと思ってたよ。都合のいい……ね」

			「相変わらずゲスい」

			　ティアの一言に、冬真は嬉しそうに笑う。

			「そりゃそうだよ。僕がセツ以外に優しくするはずないでしょ？　優しくしたとしても――――――それは必要な行為だからだよ」

			　全員に動揺が走る。

			　彼らが戦ってきた連中は、少なくとも冬真に助けられ、冬真を慕(した)い、崇め、すべてを捧げる覚悟で戦っていた。

			　彼らがそうなった理由は、冬真の優しさ、愛を受けたからだと、誰でも想像がつく。

			　それを、この男はすべて否定した。

			　彼らの思いを、踏みにじった。

			　彼らと拳を、剣を交えた者は、その者の思いや信条をぶつけられたため、誰よりもその心を痛めるはめになる。

			「あなたって人は――――」

			「だから……君たちも、少しでも生き残れるなんて思わないことだ」

			　冬真の殺気が周囲を支配する。

			　思わず構えてしまった彼らの中心で、冬真はゆっくり手を広げた。

			「君たちには、優しくする必要もないからね」

			　その恐怖は、ゆっくりと彼らを浸蝕する。

			「セツが起きるまでに……片付けてあげるね」

			　最凶最悪の勇者が、動き出す――――。

		

	
		
			70　再会の勇者

			　

			「何……この魔力……？」

			　夕陽は戦場を駆け抜けながら、冷や汗を流した。

			　あまり魔力感知が得意ではない彼女ですら、その恐ろしさがすぐに分かる。

			「ユキくんの魔力は感じない……！　一体どうなってるの!?」

			　夕陽は走る速度を上げる。

			　あまりに強大で、恐ろしい魔力の元へ向かうために――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「何だ……これは……」

			　ようやく前線に出てこれたデザストルたちは、目の前の光景が信じられなかった。

			「がはっ……」

			「う……」

			　まず、目に入ったのが、ボロボロのブラッドとロア。

			　その奥にシロネコとミネコの姉妹が転がっており、うめき声を上げるだけでピクリとも動かない。

			　グレインとロアは全身に火傷を負っており、エルカは何者かに頭を踏みつけられていた。

			「っ……あの男がそうなのね……！」

			「ああ……」

			「あれー？　来ちゃったんだね、二人とも。自分たちが狙われてるって知らないのかな？　まあ手間が省けたからいいけどね」

			　冬真は、踏みつけていたエルカを蹴(け)り飛ばしながら、デザストルたちの方へ身体を向ける。

			（……この者たちも疲弊はしていただろう……それでも無傷か……）

			　彼の身体は傷どころか、ほこり一つついていなかった。

			　逆に、冬真に挑んだであろう者は重傷に次ぐ重傷。

			　これだけで、彼がどれほど規格外かが分かるだろう。

			「で、次は二人が遊んでくれるんでしょ？」

			「ッ！」

			　無邪気な笑みとともに、冬真が襲いかかる――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ま、お前との思い出はこんなもんだな」

			「そうか……結構俺も普通のやつだったんだな」

			「いやいや、お前は普通じゃねぇよ。まず有象無象どもとは考え方が違う」

			　お袋はそう言いながら頭を掻く。

			　確かに、こんなことが出来る母親がいる時点で、俺は普通の人間じゃないのだろう。

			　でも、そういうことじゃないんだ。

			「そうじゃなくてよ……俺にもお袋がいて、親父がいて……家族がいたんだなって」

			「……」

			　二回目の人生での家族は、感謝はしているが、正直「家族」という感じがしなかった。

			　大切なことには変わりないが、こう繋がりというものが薄いような気がするんだ。

			　そして、俺みたいな化物にも、「人」だったときがあったんだと、思い知らされた。

			「忘れなきゃ……よかったなって」

			「……本当にな。この親不孝者め」

			　そう言いながら、お袋は俺の頭にげんこつを落とす。

			　痛い。

			　久々に痛みを感じた。

			　なのに……悪くない気分だ。

			　そうだよ……こんなふうに怒られてたんだ、俺は。

			「さて……そろそろ時間だな」

			「……そうか」

			　お袋が立ち上がる。

			　俺は覚悟を決めてそれを見た。

			「やるなら、せめて苦しまないように頼むよ」

			「……ふん」

			　お袋は顔を逸らしながら、俺に手を伸ばす。

			　そして――――。

			「わりぃ、さっきのは嘘だ」

			　俺の頭を撫でた。

			「はぁ？」

			「いや……結構深刻そうに言ったがな……お前を始末しなきゃいけないってのは嘘だ」

			　……少し考える。

			　すると腹の底から、沸々と怒りが湧いてきた。

			「おぉい!?　俺の！　俺の覚悟は!?」

			「いやー、すまんすまん」

			　お袋の服を掴んで揺さぶる。

			　しかしヘラヘラと笑うばかりで、一向に反省している気配がない。

			　何だよ、俺すげぇシリアスっぽい雰囲気だしちまったよ。

			「まあ、よく考えろ我が息子よ」

			「あぁ!?」

			「そういうとこは私そっくりだな――――いや、ちゃんと計算してみろって。お前は二人殺したか？」

			「は？　殺しちまったからこんな目にあってんだろ……あれ？」

			「あの冬真とかいうやつは、ちゃんと死んでたか？」

			　そうだ……俺はあいつを殺したつもりになっていた。

			　生きてるじゃないか。

			　目の前に現れたところを、しっかり見たじゃないか。

			　アンデットでも幻想でもないことを、確認したじゃないか――――。

			「あいつはお前に止めを刺された後、ギリギリで人間どもに治療されてたんだよ。その後魔族や獣(じゆう)人(じん)から狙われないために、城の深いところに匿われていたってわけだ。ご丁寧に墓まで作ってカモフラージュしてな」

			「……じゃあ」

			「察したか。つまり、お前が殺したのは、あのカゲロウとかいう男ただ一人。二人は殺してねぇんだよ」

			　俺は思わず膝から崩れ落ちる。

			　身体の芯から、気が抜けてしまった。

			　そのあとに、腹の底から笑いがこみ上げてくる。

			「ははっ……はははっ！　何だよ……気が……抜けちまったよ」

			「まーなんだ、これは勝手に私らを忘れた罰(ばつ)ってとこだな」

			　そう言われてしまうと、俺は何も言えなくなった。

			　母親ってのは卑(ひ)怯(きよう)だ。

			「だが、忘れるな。お前はもう『人』は殺せない。次は、マジでないぞ。くれぐれも、あの女みてぇなツラの勇者を殺すなよ」

			「……あいつは、俺と同じ化物じゃねぇのか？」

			「私からすりゃ両方ただのガキだ。化物なんて大それたものじゃねぇ」

			　――――確かに、こんな母親からすれば俺たちはガキか。

			　少しだけ嬉しい。

			　俺を、冬真を、「人」と言ってくれる人がいることが。

			「……あの女ヅラも、てめぇへの愛に溺れている馬鹿なやつだ。セツ、てめぇに少しでも情があんなら――――救い出してやれ、出来るだろ？」

			　お袋が、悪い顔を浮かべながら聞いてくる。

			　こういう顔、ほんとに俺そっくりだ。

			「当たり前だ、俺は一番強いからな」

			　俺に出来ないことは誰にも出来ない。

			　俺は同じように悪い顔を浮かべて、お袋を挑発した。

			「ふん、それでこそ私の息子だ。んじゃ、そろそろ戻るか？」

			「何だよ、結局用事は忠告だけか」

			「思い出話もあるがな。――――あ、後……」

			　白い空間が崩れていく。

			　俺の意識は徐々に深い穴に落ちていった。

			　完全に意識が途絶える前、お袋は最後に俺に向かって言う。

			「お前、この空間に来てから、何もかもどうでもよくなった瞬間があっただろ。その感覚、ずっと覚えとけよ」

			「何を――――」

			「行って来い、馬鹿息子！」

			　親指を突き立てたお袋の姿を最後に、俺の意識は完全に闇に包まれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ウォーターウォールッ！」

			「無駄だよ！」

			　リヴァイアが巨大な水の壁を展開する。
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			　しかし冬真はそれに炎の玉をぶつけ、一瞬にして蒸発させた。

			　それだけでは済まさず、炎は真っ直ぐリヴァイアに襲いかかる。

			「リヴァイア！」

			「きゃっ！」

			　デザストルが横から飛び出し、リヴァイアを抱えて跳ぶ。

			　炎がデザストルの足を掠(かす)り、その部分に火傷を負わせる。

			「くっ！」

			　その火傷はかなり酷く、マグマに触れて火傷してもすぐに治るはずのデザストルが、苦痛で呻くほどである。

			　あまりに酷すぎて、再生すらしない。

			「デザストル!?」

			「足を潰された……！」

			「この程度で動けなくなっちゃうの？　やっぱり魔王って言っても大したことないね」

			　相変わらず、冬真は無傷である。

			　その表情は退屈さを含んでおり、それがリヴァイアたちを精神的に追い詰めていた。

			（こんなに差があるの……!?　もう私たちじゃどうしようも――――）

			「エルカさん！」

			　そんなとき、茶髪の少女が二人の横を駆け抜け、倒れているエルカの下に駆け寄る。

			「エルカさん……グレインさんにティアさんまで……！」

			「んー？　君は召(しよう)喚(かん)された勇者の一人だね」

			「ッ！　あなたがこれをやったの!?」

			　その女、夕陽は、冬真に食って掛かる。

			　ようやく到着した側から身体は恐怖で少し震えているが、眼は真っ直ぐ彼を見つめていた。

			「強い女の子だね。セツが好きそうなタイプだ」

			「ゆう……ひ……逃げな……さい」

			「エルカさん!?」

			　エルカが顔だけ上げて、夕陽に訴える。

			　怪(け)我(が)をしていないところがないほどボロボロで、息をするのも辛そうだ。

			「だから……今殺しといてあげる。その雌豚と一緒にね！」

			「っ！」

			　冬真の手が夕陽たちに向けられる。

			　それを見たリヴァイアとデザストルは焦った。

			「やめろ！」

			　叫ぶが、もう彼女たちでは何をしようとも間に合わない。

			「死ね――――」

			　一撃で彼女たちを消し飛ばす魔法が放たれる――――その瞬間だった。

			　パキッ――――。

			「ん？」

			　どこからか、何かが割れる音が聞こえた。

			　その音は継続しており、すぐにその原因は見つかる。

			「……セツ？」

			　セツが包まれていた光の球体が、割れ始めていた。

			　まるで小鳥が羽化するときのように、そのヒビは広がっていく。

			　そして――――――。

			「だぁ！　息苦しいぞ、ちくしょう！」

			　腕が生える。

			　そこをもとに、バリバリと、球体は破られ始めた。

			「守ってくれてたのはありがてぇけど……ちょっと硬すぎるぜ、お袋」

			　セツが、中から現れる。

			　完全に殻から抜けだしたセツは、目の前に立つ冬真を見て、ニヤリと笑った。

			「よぉ……久々だな、冬真」

			「あぁ……やっと、やっと出てきてくれたね、セツ」

			　二人の勇者が、かつての戦いと同じように、戦場で向かい合った瞬間である。

		

	
		
			71　聖刻の大砲

			　

			　僕とセツが、この世界に呼ばれたときの話――――。

			「セツ、君はなんでそんなに冷静なの？」

			「ふっ！　ふっ！　……あ？　何だよ、いきなり」

			　セツは一心不乱に木剣を振っていた。

			　迷いのないその眼は、そのときの僕からすると不気味ですらあった。

			「だって……急にこんな訳の分からない世界に来ちゃったのに……君はもう順応している。何をするべきか、もう分かってるように見えるよ」

			「うーん……そうだなぁ」

			　剣を振るう手は止めずに、セツは言う。

			「何をするべきか……とりあえず強くなんないといけないんじゃねぇの？　魔物やら魔王やらいる世界らしいし。お前も死にたくはねぇだろ？」

			「……僕は」

			　言い難かった。

			　自分が日本にいたとき、死にたいと思っていたなんて。

			「よく分かんねぇけど、お前が死にたくねぇって言うなら、俺がお前を守ってやるよ」

			「え？」

			「同郷の仲間だしな。何かの縁だ、仲良くしようぜ」

			「……いいの？」

			　そんなことを言ってくれる人に、初めて出会った。

			　灰色の髪に赤い目、こんな見た目をしているせいで、僕は誰からも優しい言葉をかけてもらったことがない。

			　親すらも、僕を気味悪がって近づかない。

			　だから、初めてだった。

			　心がポカポカと温まっていくのを感じる。

			「当たり前だろ、冬真」

			　彼は、優しい笑顔で僕の名前を呼んでくれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユキくん……」

			「おう、あいつは倒せたみたいだな、夕陽」

			　見たところ夕陽には怪(け)我(が)もないみたいだ。

			　それより――――。

			「ずいぶん派手にやられたみたいだな、お前ら」

			　倒れている連中に向けて言う。

			「はは……面目ない」

			「つえぇよこいつ……」

			　グレインとロアが苦笑いしている。

			　重傷者がほとんどだが、今にも死んじまうようなやつはいないな。

			　ん？　何だよ、イデスたちも生きてたのか。

			　とりあえずは不安要素がなくなったな。

			「夕陽、リヴァイア。お前らはまだ動けるだろ、倒れてる連中の治療を頼む」

			「わ、分かったわ……」

			「うん……」

			　二人が動き出したのを見て、俺は改めて冬真に向き合う。

			「よくもまあこいつらを痛めつけてくれたなぁ……えぇ？　冬真よぉ」

			「……やっぱり、前みたいに優しく名前は呼んでくれないんだね」

			「当たり前だ。お前、自分が何をしたか分かってんだろうな？」

			　何人もの人を傷つけた。

			　その思いを踏みにじった。

			　何より、俺の仲間を傷つけた。

			「分かっているよ。でも、これはすべて君のためなんだ！」

			「……」

			「愛し合う僕と君が、一緒にいないのはおかしい！　でも君は悪くない。すべては君を惑わしている魔族と獣(じゆう)人(じん)、そして一部の人間が悪いんだ！　君を救い出すには、必要な犠(ぎ)牲(せい)だよ」

			　……相変わらず狂ってやがる。

			「って言うか……あの茶髪の女の子、セツのことをユキくんって呼んだよね？」

			「あ？　それがどうしたって――――」

			「何で慣れ慣れしく……僕のセツのことをアダ名で呼んでるわけ!?」

			　冬真がエルカを治療中の夕陽に手を向ける。

			　夕陽はそれに気づくが、もう遅い。

			「消えろ！」

			　特大の炎の玉が放たれる。

			　夕陽は確か炎の魔法が得意だったはずだ。

			　あいつならダメージは少ないだろうが、同じ場所にいるエルカは間違いなく死ぬ。

			「させねぇよ」

			　だから俺は炎と夕陽たちの間に割り込み、黒丸でその炎を両断した。

			「っ！　邪魔しないでよ！」

			「余計なことをしたのはお前だ。お前は俺とだけ戦ってりゃいいんだよ」

			　ぶった切った炎は空中で霧(む)散(さん)して消える。

			　とりあえず二人に被害はないようだ。

			「このままここで戦えば、巻き込んじまうな……おい、冬真、場所を変えるぞ」

			「……なんでわざわざそっちの有利になるようにしないといけないの？」

			「言うこと聞けねぇなら……無理やりだ」

			　俺は地を蹴(け)り、一瞬で距離を詰める。

			　そのまま黒丸を振り下ろし、冬真の胴体を狙った。

			「くっ！」

			　冬真は黒ローブの中に隠していた片手剣を抜き、それを受け止めた。

			　俺の加減のない一撃で、地面が陥没する。

			「やっぱりパワーは俺の方が上だな」

			「相変わらずの……っ、馬鹿力……！」

			「さっさと場所変えるぞ！　オラァ！」

			　黒丸を受け止めるのに夢中になっているこいつを、足で蹴(け)り上げる。

			　隙を作った一撃で、冬真は天高く打ち上げられた。

			　俺もその後を追い、飛び上がる。

			「「〈空歩(エアウォーク)〉」」

			　俺たちは同時に空中に着地した。

			　地面が遥か下に見える。

			「ほんと……容赦ないね」

			「容赦してもらえる立場じゃねぇだろ、お前」

			「ま、そうだけど……ねッ！　〈聖なる槍(セイントランス)〉！」

			　冬真は、手の上に極大の光る槍を作り出す。

			　光魔法の中堅ほどの魔法だが、冬真が使えばその桁が数倍になる。

			「君を僕だけのものにするには、一度倒す必要がありそうだ！」

			「ちっくしょ……」

			　俺は放たれた槍を黒丸で受け止める。

			　光魔法で生み出された槍は、聖なる光を凝縮したエネルギーの塊。

			　そう簡単に受け止められるものじゃない。

			「うぎぎ……ラァ！」

			　何とかそれを真上に弾く。

			　真上に飛んで行った槍は、ある程度の高さまで飛んだ後、空中でエネルギーを撒き散らすように爆散した。

			「……ウォーミングアップは済んだか？」

			「そっちこそ」

			　そう答えると、冬真は虚空に手を向ける。

			「来い――――〈切り開く剣(エクスカリバー)〉」

			　空間が割れ、剣の柄が姿を現す。

			「君と戦うには、これがないと話にならないもんね」

			　光真の聖剣とは違い、真っ黒な刃を持つ剣が、やつの手に握られる。

			　初めは、光り輝く剣だったのにな……。

			「君の剣が、使い勝手が悪いことは知っている。悪いけど、セツがそれを抜く前に終わらせてもらうよ」

			「やれるもんなら……やってみろよ！」

			　俺は空中を蹴(け)り、冬真に接近する。

			「はぁぁぁぁ！」

			　同じく冬真も空中を蹴(け)り、俺に向かって急接近してきた。

			　黒丸と聖剣がぶつかり合い、辺り一帯に衝撃波を撒き散らす。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「空が……割れた……」

			　治療を終えたデザストルは、上空を見ながらつぶやいた。

			　空で剣を打ち合う二人、そのたびに、空を覆(おお)っていた分厚い雨雲が消し飛んでいく。

			「まったく……次元が違うわね」

			　横に並んだリヴァイアが、呆れたように言う。

			　この場にいる誰もが、彼らとの力の差を思い知らされた。

			「ユキくん……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「がっ……」

			「パワーで俺に勝てるかよ！」

			　真上から黒丸を振り下ろす。

			　冬真は聖剣を腕ごと弾かれガードが間に合わず、その肩に命中させることが出来た。

			　真下に叩き落とされた冬真は、〈空歩〉で足場を作り、再び俺と同じ高さまで戻ってくる。

			「やっぱり〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉があるとろくにダメージ入らねぇな」

			「地味に痛いけどね！」

			「おっと！」

			　冬真の周りに無数の光の槍が現れる。

			　最初に撃たれたものと同じ規模のものが、パッと見で40本ほど。

			「逃げ場はないよ！」

			　一斉に放たれたそれを、黒丸で斬り、時に受け止め、逸らす。

			　しかし――――。

			「くっ……そ！」

			　数が多すぎる。

			　ガードをすり抜けた槍が、俺の腹部へと到達した。

			「それ、着弾」

			　そうして出来た隙に、ここぞとばかりに他の槍が襲い来る。

			　槍は次々と俺に着弾し、爆音を上げた。

			「っ……いってぇなァ！」

			　俺は腕を一振りし、爆風をなぎ払う。

			　視界が晴れたが、そこにはもう冬真はいなかった。

			「上だよ、セツ――――〈飛剣・絶〉！」

			「なっ！」

			　冬真は俺の真上にいた。

			　やつが聖剣を一振りすると、切れ味を極めた〈飛剣〉が放たれる。

			（駄目だ……黒丸で防げば黒丸が両断されちまう……！）

			　俺はとっさに魔法袋に手をつっこみ、いつだったか手に入れた業物の剣を取り出し、受け止める。

			　当然のごとく、魔力で強化したとは言え、その剣は簡単に切断され、俺の身すら切れ込みを入れた。

			「いっつ……」

			　肩からポタポタと血を流しながら、俺は空中で体勢を立て直す。

			　聖剣持ちには、もう一つの能力、と言うか特性がある。

			　それは、聖剣で聖剣持ちを攻撃したとき、〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉を無効化する特性。

			　これがあるから、聖剣持ちは聖剣持ちでなければ実質倒せないのだ。

			「あれ？　腕が鈍ったんじゃないの？」

			「はっ！　ほざきやがれ！」

			「っ！」

			　俺は切断された剣を投げ捨て、改めて黒丸を握り直す。

			　空中を蹴(け)って冬真に接近すると、俺は迷わず黒丸を振り下ろした。

			「〈ツバメ返し〉！」

			「その程度……！」

			　振り下ろし、斬り上げる技である〈ツバメ返し〉を放つが、ことごとく聖剣で防がれてしまう。

			　しかし、斬り上げる際に、冬真の剣を真上に弾くことに成功した。

			「しまった！」

			「〈連打(ラッシュ)〉！」

			　俺は上に黒丸を放り投げ、渾(こん)身(しん)の拳を何十発と冬真に叩き込んだ。

			〈聖剣の鎧(ソードディフェンサ)〉は打撃への体勢が微妙に低い。

			　聖剣が軽々しく抜けない以上、こうして攻めていくしかない。

			「がっ……く……痛いじゃないか！」

			　タコ殴りにされた冬真はしびれを切らし、至近距離から魔法を放とうとする。

			　それを察知した俺はすばやく下がり、落ちてきた黒丸をキャッチした。

			　冬真も少しだけ移動し、落ちてきた聖剣を掴む。

			「へっ、いい顔になったじゃないか」

			「つぅ……酷いなぁ、ボコボコにするなんて」

			　冬真の顔は少しだけ腫れていた。

			　すぐに自然治癒能力で治ったが、ダメージを与えたことは確かなはず。

			　対して俺の肩の傷も治っているから、今のところは互角か。

			「仕方ない……僕はちんたら戦うのは好きじゃないし……少しペースアップしよっか」

			「あ？」

			　冬真が、俺に聖剣を向ける。

			　魔力が聖剣に注がれ始めており、黒いオーラを撒き散らしていた。

			「〈形態変化(フォームチェンジ)・聖刻の大砲〉――――」

			「……なんだよ、それ」

			　聖剣、〈切り開く剣(エクスカリバー)〉の形が変わる。

			　まず巨大に、そして長く。

			　冬真はその巨大な銃を脇に抱えるようにして持ち、銃口を俺に向けてきた。

			「〈聖剣〉の新たな可能性だよ、セツ。さて、第二ステージだ！」

			　横の持ち手につけられた引き金が、引かれる――――。

		

	
		
			72　セツには出来ないこと

			　

			「セツ……本当に行くの？」

			「ああ、もう結構強くなったしな、世界を見て回りてぇんだ」

			　ディスティニアの城の、僕らに与えられた部屋の中で、僕はセツと向かい合っていた。

			　彼は、今夜この国を出て行くらしい。

			「もう一度聞くけど、お前も一緒に来ないか？」

			　セツがそう聞いてくれる。

			　でも……僕は――――。

			「ごめん、僕はまだ……怖い」

			「……そっか」

			　僕はセツのようにはなれなかった。

			　まだ戦闘力も低く、聖剣もまともにコントロール出来ない。

			　これじゃセツの足手まといになってしまう。

			「でも、もし……僕が強くなったら……そのときは迎えに来てくれる？」

			「ああ、いいぜ」

			　セツは手を差し出してきた。

			　僕はその手を握り返す。

			「いつか、一緒に冒険出来たらいいな」

			「そうだな」

			「じゃあ……」

			　ああ、またな――――――。

			　そう言って、セツは窓から飛び出した。

			　僕は……一人で、このディスティニアに残る――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ショット！」

			「ぐっ……！」

			　俺は身体を横に反らす。

			　今まで自分の身体があったところを、光る何かが通りすぎた。

			　そして、爆音が響き渡る。

			「うっそだろ……おい」

			　遥か遠くにある山の頂上が、爆発して消える。

			　どんな魔法でも、あの距離の山を爆散させるのは簡単なことではない。

			　それを、あの巨大な銃は片手間でやってのけた。

			　いや、引き金を引くだけでやってのけたのだから。指手間だろうか。

			「そんなこと考えてる場合じゃねぇな！」

			　あの規模の弾丸が、何発も放たれる。

			　空中を蹴(け)り上がりながら、なんとか上方向に撃たせることに精神を捧げた。

			　それにしても一発一発が速い。

			　眼で何とか追えるくらいで、かわすのがやっとだ。

			「むぅ……当たらないなぁ……じゃあ……これならどうかな？」

			「て、てめっ」

			　それまで俺に向けられていた銃口が、真下に向けられる。

			　そこにはあいつらが――――。

			「糞がァ！」

			　俺は全力で空中を蹴(け)り、銃口とあいつらの間に飛び込む。

			「ショット！」

			　俺は黒丸を壁にして、その弾丸を受け止める。

			　嫌な音が、愛剣から響いた。

			　銃弾の勢いは強く、俺は抵抗出来ずに地面へと落とされる。

			（なんとか勢いを止めねぇと……！）

			　俺は魔力強化を両腕に施し、銃弾を押す。

			　地面すれすれでようやく勢いを殺しきり、思いっきり上に蹴(け)りあげた。

			「がはっ……」

			　その後に地面に叩きつけられ、息が詰まる。

			　やべぇ、めちゃくちゃ精神力使った……。

			「うーん……やっぱやるなぁ……じゃ、連射したらどうかな？」

			「……マジか」

			　冬真が銃口を向けたまま、魔力を込めている。

			　やばいな、あれを何十発も撃たれればさすがに堪えちまう。

			「はぁ……使うしかねぇか」

			「ラッシュショット！」

			　俺は虚空に手を伸ばす。

			　そのときには、目の前いっぱいに光の弾丸が広がっていた。

			「食い散らかせ――――〈空腹の牙(ハングリーファング)〉」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　セツが、人間国を脱走したと言う話は、瞬く間に広がった。

			「あんな男は勇者ではない……！　見つけ次第捕らえよ！」

			　王様は怒り狂っていた。

			　それもそうか、未来の国の戦力を三人も引き連れて出て行っちゃったんだから。

			　勇者を失うってだけでも、相当な痛手だしね。

			「冬真様、あの男がどこに行ったか、何も聞いてませんか？」

			　王女様が聞いてくるが、僕は何も知らないふりをする。

			「さあ？　気づいたらいなくなってしまいまして……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……やっと抜いたね……セツ」

			「ちっ……まさかこんなに早く使うはめになるとはなぁ……」

			　ギリギリで大食いに全部食わせることに成功した。

			　少し身に掠(かす)ったが、問題はない。

			「大食い……まだ食えるな？」

			　俺は手に持った大食いに声をかける。

			　大食いはまだ食い足りないといった様子で、刃の中心を通っている口から舌(ベロ)を出した。

			「相変わらず怖い剣だね……」

			「俺は最近かっこよく見えてきたけどな……とりあえず、お返しだ！」

			　俺は大食いを振りかぶり、魔力を流す。

			「〈飛剣・食〉！」

			「っ!?」

			　冬真がすばやく横に跳ぶが、少し遅い。

			　真っ黒い〈飛剣〉が、冬真の片腕を持っていく。

			「くそっ……」

			　血が流れる腕を押さえながら、冬真は苦痛に呻く。

			「どうやらそのデカブツ銃、めちゃくちゃ重いようだな。動きが鈍いぜ」

			「……バレたか」

			　冬真は苦笑いしながら、食われた腕に魔力を注ぐ。

			　光の粒子がそこに集まっていき、あっという間に腕を再生した。

			「やっぱり四肢欠損は魔力の消費も激しいね」

			　腕の使い心地を確かめながら、冬真は言う。

			〈聖剣の加護(ソードスリール)〉は身体を再生してくれるが、同時に魔力も多くとられる。

			　四肢欠損なんてなおさらだ。

			　俺たちじゃなければ、すぐに魔力切れを起こして戦闘不能になるだろう。

			「さて……君もそろそろ本気になったみたいだし……大詰めと行こうか」

			「おいおい……もうか？」

			「ま、ぶっちゃけて言っちゃうと、この聖刻の大砲もこれからやろうとしてることも、全部消費が激しいんだ。だから短期決戦で決めさせてもらうよ」

			　……そういうことなら、俺も反対する理由はない。

			　速攻でケリが着くなら、その方がめんどくさくなくていいしな。

			「そう言えば……君はまだこれを見てなかったよね？」

			「何の話だよ」

			「君がいない５年間で、僕がたどり着いたもう一つの領域だよ」

			〈形態変化(フォームチェンジ)〉も俺は知らなかった。

			　この５年間で、こいつはどれだけの力を生み出したんだ？

			「行くよ――――〈限界突破(リミットブレイク)〉」

			「――――は？」

			　冬真の魔力が爆発したかのように増幅する。

			　なんだって？　〈限界突破(リミットブレイク)〉って言ったか？

			「何で……お前が使えるんだ？」

			　魔力はすべて聖刻の大砲とやらに集中し、さらにその巨体を膨れ上げさせる。

			　やがてやつの全身を覆(おお)うように変形し、全身に銃口のようなものが取り付けられた。

			　もう片腕にまで巨大な銃口が装着され、まさにその姿は〈砦〉と言うのに相応しい。

			「〈聖刻の砲台砦(セイクリッドフォートレス)〉――――意外でしょ、僕が〈限界突破(リミットブレイク)〉を習得してたなんて」

			「ああ……ほんとにな」

			　めちゃくちゃ強い力を感じる。

			　あの銃口一つ一つに俺の本能が危険を告げている。

			　こいつは……まずい。

			「ま、食らってみてよ」

			「は――――」

			　銃口の一つが火を噴く。

			　弾丸は俺の腹に吸い込まれ、風穴を開けた。

			　見えなかった。

			　まったく、と言っていいほど、俺の眼には何も映らない。

			「ごふっ」

			　口から血が流れ出す。

			〈聖剣の加護(ソードスリール)〉で再生したが、かなりの魔力を持って行かれた。

			「ショットの威力も速度も馬鹿に出来ないでしょ？　逆に言うとそれだけなんだけど……単純ゆえに強い――――って僕は思うな」

			「チッ……」

			　本当に強い。

			　俺でも見えない速度の攻撃、これは脅(きよう)威(い)なんて言葉じゃ物足りない。

			　状況は、一気に最悪まで落ちた。

			「さあ、どんどん行こうか！」

			　すべての銃口が、俺の方に向いた。

			「ちくしょうッ！」

			　俺は他の連中に当たらぬよう、その場を離れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユキくん……防戦一方になっちゃってる」

			「あれほどの高火力で襲われれば、セツ様でもああなってしまいますよ」

			　エルカは心配そうに、ひたすら弾丸を避けることに努めているセツを見ていた。

			「で、でもユキくんなら勝てますよね!?」

			「……」

			「少し厳しいかもしれない」

			　言葉を受け継いだのはグレインだった。

			「あの〈限界突破(リミットブレイク)〉は、単純ゆえに強力。近づくにも銃口が多すぎて近づけず、離れても狙いがかなり正確なせいで避けるので精一杯……何か打開策がないと突破出来ないよ」

			「そんな……じゃ、じゃあユキくんも〈限界突破(リミットブレイク)〉すれば――――」

			「……使えないんだ」

			「……え？」

			　グレインは辛そうだった。

			　前からセツのことを知っている連中は、全員顔を伏せている。

			「セツさんは……なぜか〈限界突破(リミットブレイク)〉が使えないんだよ」

			「そ、そんな……」

			「原因は不明。何度も練習したけど、セツだけはどうしても使えなかった」

			　ティアの言葉に、夕陽はショックを受ける。

			　それでは、打開する手なんてないじゃないかと――――――。

			「それでも……セツなら大丈夫だ」

			　デザストルは言う。

			「あやつが負けたところは見たことがない。だから、大丈夫だ」

			　何の根拠もない言葉。

			　しかし、そこにはセツに対しての絶対的な信頼がある。

			　夕陽は、セツを心配しているのが恥ずかしくなった。

			　今、必要なのは心配ではなく、信頼なのだ。

			　この場にいる夕陽を含めた人間では、あの戦いに足を踏み入れることすら出来ないのだから。

			「ユキくん……頑張れ……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くそッ！」

			「そろそろバテてきたんじゃないの？」

			　弾丸が頬を掠(かす)る。

			　熱い、焼けるような痛みを感じる。

			　空中を蹴(け)り上がりながら、俺は冷や汗を流した。

			　このままじゃ苦しい。

			　少しでも足を踏み外せば、少しでも冷静さを欠けば、俺は一瞬にして穴だらけだ。

			（どうする……何か打開策を……）

			　右手に大食い、左手に黒丸を握りしめ、俺は考える。

			　とりあえず、黒丸では何も出来ない。

			　いざとなったときの壁には出来るが、攻撃力は期待出来ないと判断する。

			　大食い、もうこれしか頼りになるものはない。

			　あれさえ決まれば、やつを倒すことが出来るだろう。

			　しかし、明確な隙がなければ、あれは使えない。

			「何か……っ、隙を作らねぇと……！」

			「ちょっと！　ちょこまか避けすぎだよ！」

			　くっ……弾の量が増えた……。

			「それ！　着弾！」

			「がぁ！」

			　右肩が吹き飛ぶ。

			　俺の右腕だったものと、大食いが地面に落ちて行く。

			　大食いだけは失うわけにいかない。

			「っ！」

			　俺は全力で空中を蹴(け)り、急降下。

			　その途中で無理やり腕を再生させ、大食いを掴む。

			「そこだぁ！」

			　しかし、それを逃す冬真じゃない。

			　すぐさま照準を定め、銃口が向けられる。

			「〈ロックオン〉！」

			　一つの銃口ではない、すべての銃口がこっちに向けられていた。

			「〈ブラスト〉！」

			　放たれたのは超極太のビーム。

			（これは大食いを節約してる場合じゃねぇ！）

			　大食いには、満腹という概念がある。

			　とんでもない量の魔力を食らってしまえば、それ以上は食えなくなってしまう。

			　つまりこの規模のビームを食ってしまうと、多分半分近くは腹が満たされるはずだ。

			　まだ〈呪術魔法(カーストマジック)〉も使われてないし、極力使いたくはない。

			　そんな場合じゃ……なくなっちまったんだが。

			「大口開けろッ！」

			　大食いの刃にある口が、大きく開かれる。

			　禍(まが)々(まが)しい瘴気を吐く剣を、俺は魔力を込めて振った。

			　ビームに叩きつけられた大食いは、それの捕食を開始する。

			　だが――――。

			「ッ！　食うのが追いつかねぇ！」

			　ビームの質量が大きすぎる。

			　大食いの口の大きさが合わない。

			　これじゃ……。

			「こなくそぉぉぉぉぉ！」

			　あまりのエネルギーの奔(ほん)流(りゆう)に、俺の身体は簡単に飲み込まれた――――。

		

	
		
			73　希望と絶望

			　

			「何!?　あの男が魔族軍に!?」

			　王様の声が響いた。

			　僕はそれを呆然と聞いていた。

			　なぜ、どうしてと頭が混乱する。

			「セツ……君は……」

			　裏切ったの……？

			　何で敵側にいるの？

			　僕はまだこの国にいるのに……。

			　何で？

			「魔族の……せい？」

			　やつらが君を誑かしたんだね。

			　じゃなきゃ、僕を守ってくれるって言った君が、敵になるはずないもん。

			　魔族が……悪い。

			　全部、あいつらが。

			「殺すよ」

			　王様たちが見てくる。

			　このときの僕は、どんな眼で見られていたのだろう。

			「僕が、みんな殺す」

			　セツを助けなきゃ――――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やった、かな」

			　冬真は少し息を切らしながら、つぶやく。

			　銃口は煙を吐いており、砲身は熱を持っていた。

			（こうなるとしばらく撃てない……これで決められてよかったよ）

			　地面には巨大なクレーターが出来ており、土煙を吐いている。

			　中心は土煙が特に濃く、中心地にいるはずのセツの姿が確認出来ない。

			　しかし、もうセツの魔力は感じられなかった。

			　死んではいないだろう。

			　ただ、少なくとも魔力はもうないはずだ。

			　冬真の魔力ももう尽きかけだが、戦えないわけではない。

			　これでは、冬真の勝利は明確だ。

			（……とりあえず確認が先だね）

			　冬真はゆっくり地面に降りて行く。

			　砦と化した彼の動きは鈍い。

			　念のため、地面からは足を離して移動し、クレーターの中心近くまでたどり着いた。

			　そのとき――――。

			「――――ようやく、射程内に来てくれたな」

			「っ！　セツ!?」

			　土煙が晴れる。

			　クレーターの中心に、セツはしっかりと立っていた。

			　その足で、地面を踏みしめていた。

			「まずいっ！」

			「もっとでけぇ口開けろォ！　大食い！」

			　セツが〈空腹の牙(ハングリーファング)〉を地面に突き立てる。

			　すると刃が口を開いた。

			　そして地面も――――口を開く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ようやく、このときが来た。

			　大食いにこれ以上食わせないように、わざとビームを食らったせいで魔力をほとんど持って行かれたが、こうなればこっちのもんだ。

			「見たところしばらく撃てねぇみたいだし、もうこれを避けるすべはねぇだろ！」

			　大食いを使った、渾(こん)身(しん)の一撃。

			　地面にヒビが入っていき、それが大地を割く。

			　冬真の作り出したクレーターよりも大きく、そのヒビは広がった。

			「〈すべてを喰らうもの(アースイーター)〉」

			「な、なにこれ!?」

			　地面が、大きな口のように広がり始める。

			　徐々に大地が黒く染まり始め、やがて牙が生えた。

			　これが大食いならではの、すべてを喰らい尽くす大技だ。
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			「くっ！」

			　冬真は逃げようと〈空歩〉で空中を駆け上がるが、その巨体を背負っているせいで遅い。

			　地面に出来た巨大な口は盛り上がり、ドーム状に口を閉じていく。

			「逃がすわけねぇだろ！」

			　口の大きさがさらに広がる。

			「待って！　セツ！　許してよ！」

			「残念だが、許す理由はねぇよ」

			「あ――――――――」

			　口が完全に閉じる。

			　もう、冬真の声は聞こえない。

			「俺の勝ちだ、馬鹿野郎」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「何で……そっち側にいるんだよ、セツ」

			「冬真……」

			　この日も、雨が降っていた。

			　僕とセツは剣を持って向かい合う。

			　戦場の中心で、両国の仲間たちが見守る中で。

			「お前こそ、何で魔族や獣(じゆう)人(じん)を殺すことに参加してた。こいつらだって悪いやつらじゃ――――」

			「君を誑かしたじゃないか！　十分に悪いやつだよ！」

			　僕は怒鳴る。

			　セツは何も分かっていない。

			　きっとあいつらに洗脳されてるんだ。

			「セツは僕を愛してくれているじゃないか！　なのに敵になるはずがないんだ！」

			「……は？」

			　まだ分かってくれない。

			「セツ、好きだよ。僕の全部をあげてもいいくらい好き。だから一緒に帰ろ？　二人で誰にも見つからない場所を探して、一つになろ？　僕たちなら幸せになれるさ！　だって、一生僕を守ってくれるって言ったもんね！」

			　セツは僕のものだ。

			　誰にも渡さない。

			　邪魔するあいつらは皆殺しにしてやる。

			　もう、僕たちの仲は引き裂かせない！

			「さあ、一緒に行こ？」

			「――――狂ってるよ、お前」

			　セツが聖剣を取り出す。

			　どうやら言葉では、あいつらの洗脳は解けないようだ。

			　なら、大人しくさせるしかないよね。

			　乱暴なことはしたくなかった。

			　でも、君を手に入れるためなら――――。

			「僕は君でも傷つけられるよ」

			「上等だ、このド畜生が！」

			　そうだ……僕たちは、こうして戦いを始めたんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………ここは……？」

			「起きたかよ」

			　地面に寝かせておいた冬真が、ようやく起きる。

			　ちなみに地面は元通りに戻っており……てかクレーターはそのままだけど、その中心に俺たちはいた。

			「なんで……僕生きて――――」

			「大食いに食わせたのは、てめぇの魔力と一時の意識だけだ。大地を丸ごと飲み込むせいで、大食いの腹はほとんど膨れちまう。もうそれ以上食う余裕はねぇよ」

			　事実だ。

			　これ以上大食いは何も食べようとしない。

			　うっかり冬真を殺しちまうなんてことはなくて、本当に良かった。

			「それよりだ。てめぇ、なんで〈呪術魔法(カーストマジック)〉を使わなかった？」

			「……」

			　あれを使われていれば、俺はもしかしたら負けていたかもしれない。

			　俺の動きを止める呪いでもかけられてしまえば、あのビームをもろに浴びて消滅していただろう。

			「……使わなかったんじゃなくて、使えなかったんだ」

			　冬真はそう言って、懐を漁る。

			　そして取り出したのは、一つの宝石。

			　こぶし大の、綺(き)麗(れい)な白い宝石だった。

			「これは僕の目的の最重要アイテム。この一個の宝石に、僕は全身全霊の呪いをかけた。この宝石に、デザストル、リヴァイア、そしてガイアの血が吸い込まれ、これが砕けたあとに現れる存在を使役するためのね」

			「……なんでデザスとリヴァイアの名前が出てくんだよ。その宝石はなんだ？」

			「これは……創造神が封印されている宝石、この世の『人』を滅ぼしてくれる、希望の神様さ」

			　冬真は苦笑いしながらそう言った。

			　話はよく分からないが、黒ローブどもがデザスやリヴァイアを狙った理由は、この宝石が原因みたいだな。

			　創造神ってなんだろうか？

			「まあ……もう負けちゃったし、これはもういらないものだね」

			　宝石を投げ捨てる。

			　少し離れたところに落ちた宝石は、ごとりと音を立てた。

			「もういいよ。君に殺されるなら満足だ。結局君は僕のものにはなってくれないみたいだしね」

			「当たり前だ。俺は男と愛し合う気はねぇ。あと……お前を殺す気もねぇ」

			　俺は頭を掻きながら言った。

			　てか、殺すすべもないしな。

			「ねぇ、一つ聞きたいんだ。セツはなんで人を殺さないの？」

			「……よく分かんねぇ。でも、殺しちゃいけないんだ。一人よりも多くはな」

			　冬真は納得のいかない顔をしているが、仕方がない。

			　俺ですらよく分かっていないんだから。

			「だからお前も殺さねぇ……せいぜい、魔族たちの見張る檻の中で罪を償うんだな」

			「……ははっ、手厳しいなぁ」

			　冬真は笑った。

			　久々に見た、純粋なこいつの笑みだ。

			「はぁ……いい空だ」

			　確かに。

			　俺たちの戦いのせいで空は晴れ、きれいな青空が広がっていた。

			　勝利の空もいいもんだな。

			「ユキくーん！」

			「おー夕陽、それにお前らも」

			　遠くの方から、俺の仲間たちがやってくる。

			　怪(け)我(が)も治り、とりあえずは一安心だ。

			「無事でよかったぁ！」

			「おっと、急に飛びつくなって」

			　胸に飛び込んできた夕陽を抱き抱える。

			　すると少し怒り顔のエルカとティアも、横から俺にしがみついてきた。

			「むぅ、セツ様、少しは私も可愛がってください！」

			「膝の上に乗りたい」

			「あー分かった、分かったから」

			　そう言って三人を振りほどく。

			　するとお次は――――。

			「なら私もなでなでしろー！」

			「私をなでるです」

			「ちょっと！　姉さんたちはしゃぎすぎですよ！」

			　ネコ娘二人が飛び込んできた。

			　俺はそれを華麗にいなすと、地面に横たわらせて、二人の腹を同時になでる。

			「うひっ！　ちょ！　セツ！　やめっ！　あははははは！」

			「うー！　セツやめる……です！　くふっ！」

			「お前らはこれで満足しとけ」

			　渾(こん)身(しん)のくすぐり攻撃だ。

			　これでしばらく動けまい。

			「ね、姉さん……。ごめんなさいセツさん、うちの姉がまた迷惑を……」

			「……お前は本当にいい子だなぁ」

			「へ!?　そ、そうですかね……？」

			　褒(ほ)められて照れてるところも可愛いぞ、ミネコ。

			　今お前のカブは急上昇だ。

			「ははは、すごいことになってますね、セツさん」

			「よ、グレイン。お前らも無事でよかったな」

			　グレインに、ブラッド、そしてイデスとリリー。

			　全員無事だ。

			　ん？　そういやあの二人は――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「冬真よ、お前、覚悟は出来ているか？」

			　デザストルは、横たわった冬真に向けて聞く。

			「うん。自分のやったことは理解してる。でも、セツに振られた今、もう何もかもどうでもよくなっちゃった。罪を償えって言うならいくらでも償うよ。死ぬのは……ちょっと無理だけど」

			「たとえ殺せても、死なせてなどやらんさ。お前は一生我が国の牢で反省していろ、自分がどれほどの悪事を働いてきたかを、しっかりと見直せ」

			「……」

			　そこまで言って、デザストルは下がる。

			　続いて、リヴァイアが前に出て、冬真に声をかけた。

			「私はあなたに恨みはそこまでないけど、一つ聞きたいことがあるわ。答えなさい」

			「……いいよ」

			「あの〈封印の石〉、どこで手に入れたの？」

			　リヴァイアは、冬真の捨てた宝石を指して言う。

			「ああ、冒険者がどこかの遺跡で見つけたってことで、骨董品屋に売られていたところを買ったんだ。ほんとに冒険者が見つけてきたのかってのは謎だけど、とりあえず僕の視点ではそんな感じだったよ。その後解析して、歴史を調べて、創造神にたどり着いたんだ」

			「なるほど……ね」

			　リヴァイアは、頭を悩ませる。

			　あまりにも都合のいい偶然。

			　そもそも、あの〈封印の石〉は、人間では行けないところに存在するもの。

			　一体誰が、そんなところからそれを持ち出してきたのか――――。

			「とりあえず、あの宝石を回収しないと――――って、あれ？」

			　リヴァイアは、今までそこにあったはずの〈封印の石〉がなくなっていることに気づく。

			「どうした？」

			　そんな彼女の様子が気になり、横にデザストルが並んだ。

			　その瞬間である。

			「……え？」

			「が……あ……」

			　リヴァイアとデザストルの腹部から、ナイフが飛び出す。

			　彼女たちの後ろには、土まみれのガイアが立っていた。

			「き、貴様……！」

			「あは……あははは！　冬真様！　ボクやったよ！」

			「いづっ」

			　刺されたナイフが引き抜かれる。

			　二つのナイフから滴る血が、いつの間にかガイアの足元にある〈封印の石〉に垂らされた。

			「えへへ、これで冬真様の願いが叶うね！」

			「やめろ……ガイア。僕たちは負けたんだ……」

			「私の命、大事に使ってね！」

			「やめなさい……ガイアッ！」

			　冬真とリヴァイアの必死の声も届かず、ガイアは、自分の首にナイフを押し当てた。

			「これで……復活だね、私たちの絶望(希望)が！」

			　ガイアの首から、血が吹き出す。

			　笑顔のまま倒れた彼女の血は、バシャバシャと〈封印の石〉に降りかかる。

			　すると、〈封印の石〉に異変が起こった。

			「だ、駄目……創造神が……復活する！」

			〈封印の石〉が浮かび上がり、地面に落ちた血を一滴残らず吸い込んでいく。

			　やがて、その身が真っ赤になるまで吸い込みきった石は、眩(まばゆ)い光を放ち始めた。

			　異変に気づき、駆け寄ってきたセツたちの目も眩(くら)ませるほどの発光。

			　やがて光が収まると、そこにいたのは――――。

			「ふむ……我の天敵である『人』の匂いがするな」

			　女性の身体を持つ、「人」ではない「何か」であった。

		

	
		
			あとがき

			　

			　おはこんばんにちは。岸本和葉と申します。

			　こうして三巻をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

			　そして、購入してくださった方にこうしてお礼を言えることに感謝します。

			　お礼を言い続けるだけのあとがきもくどいと思われるので、少し本編の話を。

			　今回は戦争編ということで、戦いがメインの巻でした。

			　かっこいい戦いを書きたい病が炸裂し、八割ほどが戦闘シーンという徹底ぶり。

			　書いてるうちに、誰と誰が戦っているのか分からなくなったりもしました。

			　……さすがに冗談ですけどね。

			　次の話からは新シリーズに入るのですが、そろそろもう少し一度目のキャラたちも解放していくつもりです。

			　果たして彼らは神に勝てるのか、セツくんは平和な日常を過ごせるようになるのか！

			　

			　と、言ったところで、近況報告でも。

			　最近、二郎系ラーメンなるものを食べて来ました。

			　あれ、すごいですね……すごく美味(おい)しくて、すごく量が多かったです。

			「え、俺これ食えんの？」

			　って口に出ましたからね、麺が一切見えませんでしたからね。

			　とても満足したんですが、満足しすぎて、次からは一つ下のサイズを選ぼうと決めた岸本和葉でした。

			　

			　どうでもいい話はここまでにしておきます。

			　締めということで、もう一度、買ってくださった皆様に感謝を。

			　そして編集様、本当に素敵な絵を描いてくださった40原さんにも感謝を。

			　次巻がありましたら、またセツくんの物語を読んでみてください。

			　それでは！

			岸本和葉
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